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　　　序章　『過去から』







　　　　０　ある少女の記き憶おく




　小学一年生の頃ころ、とんでもない天変地異に遭あったことがある。

　火山は噴ふん火かしていて、地面は割れて、街は水に沈しずんでいた。

　昔から色んな災難にまきこまれる体質で、「どうして私だけ、酷ひどい目に遭うんだ」と理り不ふ尽じんに思っていたけれど、特にこのときは悲ひ惨さんだった。

　そのとき、私は崩くずれたビルと割れたアスファルトの間にある、微かすかな空間に押し込まれ、身動きできないでいた。

　光は射ささず、誰だれかに見つけてもらうことは難しそうだった。はじめのうちは大声で泣きわめいてみたけれど誰からも返事はなく、私は疲つかれ果てて、なにもかもを諦あきらめていた。

　そんな私を救ったのは、驚おどろくべきことに同じくらいの年ねん齢れいの、幼い少年だった。

　少年は片手で容易に瓦が礫れきを持ち上げ、私を見下ろす。

　彼は信じがたい怪かい力りきだった。けれど、当時の私にはそれについて違い和わ感かんを覚える心理的余よ裕ゆうすらなかった。助けがきたことを信じられず、頭が真っ白になっていたのだ。

　少年は、私に声をかけることはなかった。まるで作業のように──慣れた手順をこなすように私の手を引いて地面に立たせると、背を向ける。

　その温かな手の感かん触しよくに、少しだけ意識がはっきりとして。

　遅おくれて私は、感謝を伝えなければ、と気づいた。

　ぼそりと言う。

「あ、ありがとう」

　彼は振ふり返り、私を一いち瞥べつだけする。

　でも、返事はなかった。彼は顔を前へ向けると、しっかりとした足取りで歩き出す。

　彼の視線の先には、瓦礫に足を挟はさまれて助けを呼んでいる老夫の姿がある。その人を助けにいくのだと、わかる。

　大きな背中だ、と思った。

　瓦礫の中でなにもかもを諦めている自分とは、全然違ちがう。

　このとき、彼はまちがいなく私にとってのヒーローで、世界の光だった。

　でも、彼は最後に、少しだけ疲れたような声でこう言った。

「なんで、俺のまわりばかり、酷い目に遭うんだ」

　その声が、今でも耳に残っている。




　　　　１　人型使徒の流入




　ヴァルハラでは、七星勇グランシヤリオヴラドの暴走から二か月が経過していた。

　季節は、夏である。

　ここは要よう塞さい都市ラバンジエの領外。街の周囲を囲む厚い城じよう壁へきは、日光の影えい響きようで、天然のフライパンのごとく熱を持っている。

　しかし、それも今は、数百体という獣けもの型がた使徒──牛、羊、バッファロー、ヌー、マーコールの突とつ撃げきによって、打ち破られようとしている。

　指揮をとっているのは、獅し子しのたてがみを生やした獣じゆう人じん型の使徒だ。

「食い散らかせ同どう胞ほうたち！　いざ英えい雄ゆうどもを撃げき滅めつせよ！」

　ヴラドの一件から、使徒たちはヴァルハラに頻ひん出しゆつするようになっている。

　しかも多くの場合、このように人型の使徒が、獣や昆こん虫ちゆう型など知能の低い使徒たちを先導しており、厄やつ介かいさを増している。

　使徒たちはすでに、ヴァルハラの三割以上の地域を荒こう野やへと変えている。

　もはや使徒を、かつてのようにただの『害獣』と認にん識しきするのはまちがいだ。一種の『天災ハザード』、あるいは、最終戦争ハルマゲドンとでも言うべきだろう。

　……などと、考えながら。

　ある英雄の少年は、一人ごちる。

「まあ、呼び方などどうでもいいか。敵がいるならばすべてを倒たおす。それがオレの役目だ」

　少年は要塞都市の内部、門の前に立っていた。溜ため息いきをひとつ吐ついて、両手で門を押す。

　ゴゴゴ、と低い音を立てて門が開く。

　現れた少年の姿は、低身長、幼さの残る顔──見た目には、まだ中学生くらいの年齢だった。

　それを見て、外にいた獣人型使徒が嬉うれしげに牙きばを見せる。

「む、やっと英雄の登場かと思えば……がはは、まさかお前ひとりで、我々の相手をするつもりか。馬ば鹿かめ、獣どもの餌えさにしてくれる！」

　少年の美しい白はく髪はつと、纏まとっている白銀の鎧よろいが、夏の光を受けて明るく輝かがやく。

　少年はその光に、眩まぶしげに顔をしかめながら、笑う。

「餌？　フン、やれるものならやってみろ三さん下しため。オレを誰だと思っている」

　少年──世界最強の一角、〈白の勇者〉アッシュはそう呟つぶやいて、背中の大たい剣けんを抜ぬき放つ。刃やいばがきらりと日光を反射する。

「むっ!?」

　一いつ瞬しゆん、人型使徒は眩まばゆさに目を細めた。

　その隙すきに、すべては決まっていた。

「閃皇アスデイーグ」

　アッシュが放ったのは、放射状に広がった無数の光の刃ソーラービームだ。

　その刃がすべての敵を焼く──獣人型使徒だけでなく、彼が率いる大勢の獣型使徒たちも瞬しゆん時じに消し炭へと変える。

　焦しよう熱ねつ。

　消滅。

　終結。

「ぐッ!?　ぎゃぁああああああああああ！」

　獣たちの悲鳴が、あたりに響ひびき渡わたった。




　使徒の侵しん略りやくに対し、ヴァルハラ陣営サイドも沈ちん黙もくしているわけではない。

　ヴァルハラには英雄がいる。

　特に現在は七星勇を中心とした、特別対策チームが使徒の対策に当たっている。ゆえに、今回のような人が暮らしている土地は、ぎりぎりで守られているのだった（荒野になった三割の地域というのも、辺境のジャングルや無人島などでしかない）。

　最近は、心なしかヴァルハラ内における英雄同士の連帯感──役割分担も板についてきており、被ひ害がいの拡大はさほど心配しなくてもいい。

　特別対策チームの中でも随ずい一いちの戦績を上げている〈白の勇者〉アッシュは、そう考えていたし、実際その認識は合っていた。

「しかし不快なのは、使徒どもの素す性じようが知れない点だな」

　アッシュは光の速度で、先ほど焼いた人型使徒のもとまで移動する──光の性質を得る、というのがアッシュの能力だ。

　足もとに倒れている使徒を冷たい目で見下ろし、問う。

「おい使徒。貴様らは、なぜオレたち英雄を目の敵かたきにするのだ？　なぜオレたち英雄と同じようにＢＰを持っている？」

　使徒は黒くろ焦こげの顔を歪ゆがませ、「くくっ」と意味深げに笑う。

「我々は、役割を与あたえられた駒こまにすぎない……お前らも同じだよ。あの女には誰も敵かなわないのだ……」

「なんだと？　それはどういう──」

　しかし、使徒からそれ以上の答えはなかった。

　使徒の肉体は炭すみ屑くずと化してしまっており、風に吹ふかれると、みるみるうちに崩れ去った。

　それが黒い霧きりとなって消えてゆく様を見て、アッシュは舌打ちする。

「ちっ、やりすぎたか……脆もろいな、使徒というのは。タクマであれば、この程度では膝ひざもつかないぞ」

　そうだ──花はな形がたタクマ。

　アッシュがヴァルハラについて、被害を心配していない一番の理由は、彼にあった。

　過去に一度戦ったアッシュから見ても、彼は強すぎる。彼が誰かに負ける姿など、想像できない。

　彼をライバルだと思っているアッシュからすれば、あまり認めたくない話だが──タクマがいる限りヴァルハラは絶対に安あん泰たいなのだ。まちがいない。

「フッ……それでも、いつかはオレがあいつを超こえてみせるがな……」

　アッシュはそう微笑ほほえんで、大剣を軽く薙なぐ。

　すると今度は先ほどの消し炭すらも払はらわれて、あたりには平へい穏おんが戻もどった。







　　　第Ⅰ章　『インターセプト』







　　　　１　なりゆきリーダー




　季節は夏。

　もといた世界で言うと、七月だ。

　タクマはオーディンからの命令で、人型使徒の討とう伐ばつに向かっていた。

　湿しつ度どの高い森の中を歩きながら、思わず愚ぐ痴ちる。

「はあ～～～。なんでこのクッソ暑いときに亜あ熱帯区画まで足を延ばさなきゃならないんだよ、マジだりい」

　しかも、タクマの後ろにはぞろぞろと、よく知りもしない英雄たちが付いてきている。

　ちょっと振り返ってみると、彼らは一様に、タクマを尊敬の目で見ている。

「超新星スーパーノヴアと呼ばれるタクマさんの部隊に入れるなんて、ぼく光栄です！」

「オレもです！」

「わしもじゃ！」

　…………。

　いやいや、なんだこれは。

　なんでこんな褒ほめ殺しに合っているんだ？　俺は。

　──どう反応すればいいか、わからない。

　タクマはなんだかやりづらさを感じて、すぐに前に向き直る。頭をかく。

　そんなタクマのすぐ横で、プラチナブロンドの少女が言う。

「タクマくん、ちょっとは部隊長らしく、しゃんとしてくれないかしら？」

　ユーナ・セイントオーダー。

　タクマがもっとも信しん頼らいする、同レギオン《零落の王ギルガミス》のパートナーだ。

　彼女の顔を、ジト目で見ながら答える。

「いや、俺が部隊指揮って、なにかのまちがいだろ。柄がらじゃなさすぎるっての。基本ぼっち属性なのに……」

「でも、話を受けたのはあなたでしょう？　文句があるなら、オーディンに言えばよかったじゃない」

「言っても聞かなかったんだよ、あのロリ神は。わがままの塊かたまりみたいな奴やつだから、一方的に押し付けられたんだ」

「そうなの？　でも仕方ないと思うわよ、こんな状じよう況きようだし。使徒が統とう率そつのある行動をしはじめた以上、英えい雄ゆうサイドも部隊を組まないといけない。そして、その隊長は七星勇グランシヤリオ以外に有り得ない」

　ユーナは、うんうん、と自分の意見に納なつ得とくしている。

「お前、なんか嬉しそうだな」

「ふふん、私は七星勇から外れたからね。他ひ人と事ごとだもの」

「ずるいぞ」

「ずるくないわよ。そもそも私は人見知りだもの。部隊長なんてできるはずがないわ」

「は、人見知り？　冗じよう談だんだろ。誰だれにでもすぐに銃じゆうを突つきつけるお前の方が、よっぽど指揮官に向いてるよ。恐きよう怖ふ政治的な意味で」

　タクマが言うと、ユーナは、むっと不ふ機き嫌げんそうに頰ほおを膨ふくらませる。

「誰にでも銃を向けてるわけじゃないわよ。あなたにだけ」

「はあ？　なんだよその特とく別べつ扱あつかい、別に嬉しくねーし」

「う、うるさいわね！　とにかく、部隊長はあなたなんだから、もっとそれらしく振ふる舞まいなさいよ、ヘタレタクマ！」

　なぜか顔を赤らめたユーナが、なかば八つ当たり気味に二丁拳けん銃じゆうを構える。容よう赦しやなく弾だん丸がんを放つ。それを、タクマは難なく避よける。もはや、この攻こう撃げきには慣れている。

　しかし、そんな二人の応おう酬しゆうを初めて見た背後の英雄たちは、感動した様子で拍はく手しゆする。

「おー！　これが噂うわさの、ユーナさんの早撃ちクイツクドローか！　動きが見えなかったぞ！」

「あの速度を避けるタクマさんもさすがだ！　いったいどんな反射神経だ！」

「やっぱり七星勇ともなると掛かけ合いも技術が高いなあ！」

　…………。

　彼らを見ながら、タクマは思う。

（やっぱり、やりづれえ…………）




　　　　＊




　タクマは、ヴァルハラに召喚スカウトされてから一か月半ほどの間に、七星勇二人──アッシュとヴラドを下した。その実力を疑う者は、もはや並の英雄の中にはいない。声せい援えんが飛んでくるレベルだ。

　タクマが率いる部隊の中から、若い英雄がひとり、列の先頭に飛び出して笑え顔がおで叫さけぶ。

「タクマさん！　おれ、タクマさんに憧あこがれて部隊に志願したんですよ！」

　特とく徴ちようのあまりない童顔で、まだ中学生くらいに見える少年だった。

　タクマは返す。

「どうでもいいけど部隊の列を乱すなよ」

「あ、すみません！　生タクマさんに会えて、つい興奮しちゃって！」

　生タクマって何だよ。メロンの上にのってそうな名前で呼ぶな。

　正直、面めん倒どうくせーなあ、と思う。

　いや、面倒くさいというより、背中がむず痒がゆいのだ。別に褒められるために戦っているわけではない。褒められるほど凄すごいことをしたつもりもない。タクマは、自分のやりたいようにやっただけだ。

　自分の願いを叶かなえるため。

　大切な人たちを守るため。

　大切な人たちの願いを叶えるため。

　タクマは頭をかき、きらきらした瞳ひとみの少年に返す。

「いや、俺なんてまだ英雄になって数か月のペーペーだからな？」

「そんな短い期間で、ヴァルハラのトップレベルまで駆かけあがったんだから、やっぱり凄いですよタクマさんは！　何年も英雄をやってても、七星勇になれない人たちはたくさんいるんですから！」

「あ、そう……ありがとうな」

　少年の言うとおり、ヴァルハラにはいろいろな英雄がいる。

　それぞれ出身世界が違ちがい、能力が違い、価値観が違う。そして思い描えがいている願いも違う。

　そう、願いだ。

　英雄たちは全員、『英雄大戦』というイベントで一〇〇〇〇〇〇ＢＰを溜ためれば、その願いが叶うと聞いて、この世界にやってきている。

　しかし、今は何者かによってＢＰを管理する〈全知の眼ハイム・システム〉がクラッキングされており、暢のん気きに英雄大戦をやっている場合じゃなくなった。

　だから、その張本人である黒幕を見つけ出して倒たおさなければならない。

　これが、タクマたちに課せられた最優先任務である。




　Operation Rewrite＝作戦名〈リライト〉。




　タクマの横で、ユーナが真ま面じ目めな顔で言う。

「こうして各地へ行あん脚ぎやしているのは、現れる使徒たちから、黒幕の情報を得るためでもあるわ。面倒でも、投げ出すわけにはいかないのよ」

「わーってるよ」

　うん、わかっている。

　だからタクマも、文句を言いながらも、この任務から逃にげ出さずにいる。

（──この事態の黒幕が、あの子なのかどうか……確かめないといけないしな）

　あの子とは、タクマにとって大切な人だ。

　なによりも優先すべき人だ。

　だから、もし、あの子が黒幕で、ヴァルハラのみんながあの子を敵だと言うなら、タクマはそのすべてと戦ってでも、あの子を守らなければならない──それが、かつて彼女ひと筋で生きてきたタクマの考えだった。

　でも。

　今は。

　素す直なおに白状するなら、本当にそれをできる自信がない。

　情けないことにタクマには、ユーナが敵に回ったとして、彼女を本気で殴なぐれる気がしないのだった。

　なぜなら、タクマは以前の戦いを経て、決心してしまったから。自分の願いだけでなく、ユーナを含ふくむ大切な人たちの願いも、まとめて叶える、と。

　だから、タクマはひそかに願う。

　──どうか、あの子じゃありませんように。この嫌いやな予感は、外れますように。

　などと思っている間に、タクマはずいぶんと長い距きよ離りを歩いていたようだ。

「あ、タクマくん。やっと森を抜ぬけるわよ」

　ユーナの声で、意識を戻もどされる。

　正面を見れば、周囲を覆おおっていた木々は途と切ぎれ、爽さわやかな風が髪かみを撫なでる。視界が晴れる。

　目的地についた。

　そこで見たのは、白く輝かがやく砂すな浜はま、青く反射する海、そして観光客たちを襲おそっているタコの顔をした人型使徒だった。




　　　　２　使徒の目的




　タコ人使徒は、魚型使徒の群れを指揮していたが、その群れの露つゆ払はらいは、部隊の英雄たちがしてくれている。

　タクマはタコ人使徒を倒せばいいだけだ。

　リーダー対リーダーのシンプルな構図。

「ビュルルル！　憎にくき英雄どもめ思い知れ、我が名はクトゥル──」

「唾つばを飛ばすなキモいっ！」

　タコ人使徒が喋しやべり終わるよりも早く、その顔面にタクマは鉄てつ拳けんをめり込ませる。タコ人使徒の顔がブチュチッ!?　と気味の悪い音を立てて形を失い、数十メートル先の海面に叩たたきつけられ、飛沫しぶきを上げた。

「速そつ攻こうね」

「時間をかける理由がないからな」

「ええ。私たちの願いを、あんなタコに邪じや魔まはさせない」

　私たちの──とユーナは言った。

　やはり彼女も、タクマが「みんなの願い」をまとめて叶えることを願っている。

　裏切れるはずがない、とタクマは思う。自分の気持ちを確かめるように、言う。

「そのとおりだ。俺は、お前らの願いもまとめて背負うって決めたんだ」

「……タクマくん」

　ユーナが頰を染めた。

　タクマの言葉を嬉うれしく思っているのだろうか、可愛かわいいところもあるものだな、とタクマが思っていると、ユーナが言いにくそうに続ける。

「──そんなことより反はん撃げき、飛んで来てるわよ」

「えっ？」

　見れば、タコ人使徒が海面から顔を覗のぞかせ口をとがらせていた。そこから吐はき出された気持ち悪い粘ねん液えきが、タクマの四し肢しに絡からみつく。

　ユーナが呆あきれかえる。

「あーあ。だから言ったのにー」

「のにーじゃねえよ！　もっと早く言えよ！　ていうかなんで途中頰を染めてたの!?　ミスリードにもほどがあるだろ！」

「ああ、隙すきだらけだから笑いをこらえてたら、つい。ぷくく」

「お前どっちの味方なの!?　いい感じの雰ふん囲い気きだったのに、まさかの裏切りだよ！」

「あらら、心外ね。じゃあそろそろ、こちらからも真面目に反撃しましょうか──タクマくん、例の作戦、準備」

　ユーナが腰こしから二丁拳銃を抜き、構えた。

「お、おう。わかった」

　はじめから真面目にやれよ、と思いつつもタクマは従う。両手を開き、ユーナの方に向ける──タクマとユーナは、この二か月ほどで新たなコンビネーションを開発している。実戦で使うのは今回が初めてだが、特に今回の敵には有効だろう。

「だいたいね、あなたの攻こう撃げきが半はん端ぱだから、倒し損そこねるのよ。格下相手だと手を抜くのはタクマくんの悪い癖くせね」

「いや、弱い者いじめはよくないよってサクラちゃんから言われ──」

「はいはい、聞き飽あきたわ。今度こそ、格好よく決めなさいよ？」

「ちっ、わかったよ」

　返事を聞き終えるよりも早く、ユーナは両手のトリガーを素早く引いていた。

　二丁拳銃からタクマに向かって蒼あおい炎ほのおを纏まとった弾だん丸がんが放たれる。

　タクマはその銃弾をいとも簡単に、片方ずつの手で摑つかむ。

　すると弾丸に込こめられた魔ま力りよくによってタクマの両りよう腕うでが燃え上がる。

　──炎の拳こぶしの、できあがりだ。

「この技わざ、クソ熱いから一いつ瞬しゆんで済ませるぞ」

「ビュルップ？」

　砂浜に上がってきたタコ人使徒が戸と惑まどっている。それを無視し、タクマは燃える腕を振ふりかざして迫せまる。

「俺のこの手が真っ赤に燃える……お前を倒せと輝き叫さけぶ……」

　炎の色は真っ赤というか蒼だったが、あまり気にしない。ここはノリとスピードが大事。

「灼しやく熱ねつのファーストブリットォオオ！」

　タクマの、燃える拳がタコ人使徒の身体からだにめり込み、その軟なん体たいを炎で包んだ。

　直後、特とく撮さつモノのような大爆ばく発はつが起こる──たぶん体内にガスでも入っていたのだろう。オウムガイの中にはそういうガスが充じゆう満まんしていると聞くから、似たようなものだ。

　ともあれ、こうしてタクマとユーナは、絶ぜつ妙みようなのかどうなのか今ひとつわからないコンビネーションで、タコ人使徒を倒した。




　　　　＊




「で？　結局、お前らは何者なんだよ。目的がさっぱりわからねーんだけど」

　かろうじて残ざん骸がいとして浜はま辺べに落ちている、タコ人使徒の顔（グロい）に、タクマが駆け寄って尋たずねた。

「グ、フフフ…………」

　タコ人使徒は、倒たおされたにもかかわらず、いまだ挑ちよう戦せん的な目つきでタクマを見上げると、返す。

「貴様ら英えい雄ゆうは、なぜ自分たちが特別な力を持っているか、考えたことがあるか？」

「？　その質問は、前にもされたことがあるな」

　たしか質問をしてきたのは、使徒の襲しゆう撃げきに一枚かんでいた、ヴラドだったか。

「なんか意味があるのか？」

　タコ人使徒は笑う。

「……貴様らが強大な力を持っているのは、貴様らが生まれながらに世界を救う『決められた正義』という役割を与あたえられているからだ……そして、貴様らに対する鏡映しの『決められた悪』が我々、使徒なのだよ」

　これには、タクマの横に立っているユーナが首を傾かしげる。

「決められたって、どういうこと？」

「世界が決めたルールと言い換かえてもいい。この世界は、正義と悪というシンプルな二元論でできている。貴様らも、旧世界でなんらかの『悪』を倒したろう？」

「…………ああ」

　タコのいうとおりだ。

　たとえば、アッシュは龍りゆう王おうを倒して世界を救った。

　ユーナは悪魔を倒して世界を救った。

　タクマは魔王を倒して世界を救った。

　他ほかの英雄たちも、詳くわしく語られてはいないが、何らかの『悪』を倒していると聞いている──確かに、世界には正義と悪の対立構造がある。

　タコが続ける。

「それこそが使徒の正体なのだよ。我々は、旧世界で貴様ら英雄に倒された者だ。ゆえに、英雄への憎ぞう悪おに満ちている」

「なんだと？　じゃあ……」

　──使徒も、タクマたちと同じように、旧世界から召しよう喚かんされたことになる。

　でも、そんな話は初耳だ。

「我々の目的が何か、と問うたな？　貴様らと同じだよ──願いを叶かなえることだ。我々もＢＰを持っている」

「それは知ってる」

　以前、使徒と戦ったときにわかったことだ。

「神界ヴアルハラに英雄が集まっているように、ヴァルハラの外……『善悪の境界』という結界の向こうには、使徒が集まっている世界──邪エ神ン界デというものが存在しているのだ。そして、使徒は貴様らと同じように一〇〇〇〇〇〇ＢＰを溜ためて願いを叶えようと大戦をおこなっている──いわば、使徒大戦だ」

「…………」

　わけがわからない。

　タクマが反応に困っていると、タコ人使徒は「ビュルフフフ！」と満足そうに笑う。

「そう驚おどろくな。これらの情報は、我々も最近知った。なぜなら、本来は一〇〇〇〇〇〇ＢＰに達した、ひとりずつの『英雄』と『使徒』にだけ伝えられる予定だったようだからな──どうやら本来は、その、一〇〇〇〇〇〇ＢＰに達した二人が最終決戦をおこなって、『勝った方の願いが叶う』というのが本来の、プレ・ラグナロクというゲームの内容らしい」

「ようだ、とか、らしい、とか、曖あい昧まいなことばっか言ってんじゃねーよ」

　タコ人使徒は無視して、続ける。

「しかし、今や事情は変わった……我々はある人物から、『ヴァルハラを破は壊かいし、英雄を殲せん滅めつさえすれば、願いを叶えてやる』と言われている」

「言われている？　誰だれにだ」

「あの女に」

「あの女？」

「ああ。だが、貴様らが知っても無意味だ。あの女は、英雄でも使徒でもない。誰も止めることのできない、最さい凶きようの存在だからな」

　そう言うと、タコ人使徒はもう一度、ビュルフフと満足そうに高笑いをした。それで使徒の身体は水気を失って萎しおれ、最後は黒い霧きりとなってしまう。

　タクマとユーナはその霧の行方ゆくえを目で追ってから、二人とも後味の悪い表情で顔を見合わせた。

　タクマは思う。

　──あの女。それが誰なのか、早く知りたい。




　　　　３　死線の条件




　あまりに情報が足りないので、考えても仕方ない、というのが結論だった。

　タコ人使徒が消えてから、タクマは気持ちの悪い粘液を落とすために、海水で手をじゃぶじゃぶと濯ゆすいでいた。

「だっわあ汚きたねえ～！　なんか手がねちょねちょする～っ！」

　涙なみだ目めで悲鳴を上げるタクマに、ユーナは嘆たん息そくする。

「まったく、勝ったというのに、あなたはどうしてこんなに締しまらないのかしら……」

「そりゃあユーナは銃じゆうだからいいよな！　敵に直接触さわらなくていいんだから！」

「戦せん闘とうなんだから武器を使うのが普ふ通つうでしょ。素す手でだけであらゆる敵に対応するあなたの方が異常なのよ」

「しかたねーだろ。俺はお前らみたい、ファンタジックな世界の出身じゃないんだから」

「充じゆう分ぶんにファンタジックでしょ」

「どこが」

「『死線』」

　と、ユーナは言った。

「…………ああ」

『死線』は、タクマを悩なやませる体質のひとつだ。とにかく、ありとあらゆる災さい厄やくをその身に引き寄せる。確かに、あらゆる能力を持つ英雄たちから見ても、ひときわファンタジックで不気味な力だろう。

　そういえば、とタクマは手を洗いながら言う。

「最近、『死線』について、わかったことがあるんだ──俺の死線は、他の英雄が近くにいないと発動しない」

「へえ？　そうなの」

「ああ……ひとりで買い物に行ったときみたいな、たまたま英雄が周りにいないタイミングだと、災厄にまきこまれることがない。気づいたときには驚いたよ」

　なるほどねぇ、とユーナは腕を組む。

「でもそれって、知って意味ある情報なのかしら？　私が離はなれることであなたが安全になるなら考えてあげなくもないけれど……私だけがあなたから距きよ離りをとっても仕方ないでしょう？」

「まあ、そのとおりだな。すべての英雄から意図的に離れないといけない。そして、それはきっと無理だ」

　ヴァルハラという土地には、そもそも六〇〇〇万の英雄が集つどっている。実際、今だって周囲にたくさんの英雄がいる。

　だから、タコ人使徒の攻撃もタクマに集中していた。きっと『死線』のせいだ。

　ヴァルハラにいる限り、この条件はクリアするのが相当難しい。

「どうせ無理なら、開き直って、ユーナとずっと一いつ緒しよにいるほうがいいと俺も思う。信しん頼らいできるパートナーだしな」

　などとタクマが当たり前の意見を漏もらすと、ユーナはなぜか頰ほおを赤く染めた。

　眉み間けんに皺しわを寄せ、口を尖とがらせる。

「っ……ばか。なに恥はずかしい台詞せりふを堂々と言ってるのよ」

「え、なにが？」

　タクマが返すと、ユーナはそっぽを向く。

「～～っ、なんでもないわよ、もう！」




　タクマは、たっぷり三分ほどは手を洗っていた。なんだか、おねしょで汚よごれたパンツを洗う小学生を彷ほう彿ふつとさせる、哀あい愁しゆうの漂ただよう背中だったが、それを遠巻きに見ていた他の英雄たちは、感かん極きわまっているようだった。

「おおっ……あれがタクマさん必殺のパンチか。初めて見たぜ……」

　どうやら、一連の戦闘を、生で見たことで感動が冷めやらぬらしい。

「あの強そうな魔ま物ものを一撃で吹ふっ飛ばしたぞ。やっぱりさすがだな！」

「タクマさんがいれば、使徒なんて何百体来ても平気だぜ！」

「そうだそうだ！」

　彼らもザコの魚型使徒たちを撃退済みなので、それなりの強さを持った英雄に違ちがいないが、タクマのことは別格だと考えているようだった。

　タクマの横に立ったユーナが、感かん慨がい深ぶかげに微笑ほほえむ。

「ヴァルハラに来たばかりのころから考えれば、タクマくんがこんなに賞賛を浴びるなんて考えられなかったわよね」

「なんでお前が嬉うれしそうなんだよ」

「いえ、別に？　ふふ」

　タクマは頭を搔かいた。ユーナの心境はよくわからないが、まぁいい。

「それより、さっきからずっと気になってることがあるんだが──」

「なによ」

「お前、なんでビキニなの？」

　そう、突つっ込むのがだいぶ遅おくれた──というか、見て見ぬふりをずっとしていたのだが、さすがに気になってしょうがないので尋たずねた。

　ユーナは、プラチナブロンドと蒼そう眼がんに映はえる、真っ白なビキニを着ているのだ。さっきの戦闘の間も、ずっとその姿で戦っていた。

　あきらかにおかしい。

　戦闘向きじゃない。

　しかし、彼女は毅き然ぜんとした顔で答える。

「これはただのビキニではないわ。ビキニアーマーよ」

「馬ば鹿かだろお前」

　殴なぐられた。

　銃身を使っての強きよう烈れつな右ストレートだった。

「痛いってえな!?　いや、だって、それのどのへんがアーマーなんだよ！　普通に紐ひもビキニじゃねーか！　恥ずかしくないのか！」

「全然よ。いい？　私の能力は人体発火パイロキネシス。こと海ともなれば苦手ステージなの。だから、発火に邪じや魔まな衣服は極力はぎ取った、この姿こそがもっとも戦闘に適したスタイル。よって、この格好は必然だわっ」
















「もう好きにしてくれ……」

　タクマは長い息を吐はいて、肩かたを落とした。

　しかしユーナは、依い然ぜんとしてタクマを見つめている。

　なんだろうかと窺うかがえば、彼女はこう言う。

「で、どうかしら？」

「は？　どうって何が」

「その、に、似合うかしら？」

　ユーナは──これも発火能力を効率化するためなのか──ポニーテールに結んだ髪かみを、気恥ずかしそうに触っている。

「ん？　ああ……いや、うん、いちいち言うまでもないと思っていたんだけど」

　タクマは普通に返す。

「──超ちよう似合うよ。当たり前だろ」

　もういい加減、タクマはこの程度のフェロモンで動どう揺ようはしない。ユーナがとんでもなく可愛かわいいことなんて既すでにわかりきっているからだ。

　はっきり言って、サクラちゃんの次に可愛いくらいのレベルではある。つまり人間界において敵なしということだ（サクラちゃんは女め神がみなので別次元レベル）。

　タクマの言葉に、ユーナは嬉しいのか、顔を赤くすると、

「っ、……ありがと」

　と言った。

　タクマは、鼻で笑う。

「ばーか。自分から言わせておいて、ありがとうもなんもねーだろ」

「うっ、そ……それは……」

　うるさいわね、と小さく溢こぼすユーナに、タクマは肩をすくめる。

「それより、使徒を倒たおし終わったんだ。いつまでもここにいる必要はないだろ、とっとと寮りように戻もどろうぜ」

　見知らぬ英えい雄ゆうたちの部隊長なんて、ずっとやっていたら、下へ手たなバトルよりも疲つかれてしまう。次の使徒が現れるまで、我が家で休息が必要だ。

　しかしそれに、ユーナは首を振ふる。

「いえ、そうはいかないわ。オーディンからの勅令クエストがまだ残っているもの」

「え、うそ？　まだ何かあんの？　俺聞いてないんだけど」

「『使徒を倒し終わったら、最低二時間はバカンスを楽しむこと』だって」

「…………は？」

「オーディンは、せっかくだから、夏の海を楽しめって言ってるのよ。部隊の英雄たちの士気を高めるためだって」

　…………。

　あの変態ロリ神が。余計なこと考えやがって。




　　　　４　運命が書き換かえられている




　変態ロリ神とは、ヴァルハラの運営全権を有する主神、オーディンのことである。

　ずいぶんとはっちゃけた性格で、はっきり言って、あんなやつが神とか世も末である。

　が、ばかげた勅令でも、それが正式な勅令である以上、従えばお金がもらえる。あいかわらず貧びん乏ぼうなタクマには反はん抗こうする理由がない。

　タクマはなんだか納なつ得とくいかないながらも、海の家で買った海パンに着き替がえてビーチに座り込んでいた。

　そんなところへタイミングよく、プルルルル、と電子音が鳴る。

　タクマのデジタルウィンドウが【音声通信モード】の着信を知らせている。

　発信者は……クソ変態ロリ神、オーディンである。

「もしもし」

　タクマが出ると、ウィンドウの向こうから幼い女の子の声が聞こえる。

『グッダフタヌーン！　元気にしておるか、タクマ！』

　うへえ……。

　テンションが無む駄だに高たけえ……。

『あっ、今めんどくさいと思ったな？　我がせっかく直々に連れん絡らくしてやっておるというのに！　のにのに！』

「あー声が聞けてうれしいよマジ歓かん喜き。それで何の用だ、クソ変態」

『ほんとお主は神への敬意が足りぬな、口を慎つつしめよ。で、夏のビーチでの経過はどうだ？　我が気を遣つかってセッティングしてやったのだが』

「気を遣って？　意味がわからねーよ。それより、はやく俺を家に帰せ」

『いやいやいや、そうはいかぬ。これでもかなりいろいろ悩なやんだうえでの名案だったのだぞ？　童どう貞ていのお主が、夏の勢いに任せてそれを捨てられるように──』

　ブチッ。通信を切った。

　しかし、二秒後に、またもや通信が入る。

　プルルルルル、

　プルルルルル、

　プルルルルル、

　プルル……

　タクマは頭痛に顔を歪ゆがめながら、カチャリ──

「だあ、もう！　うっせーな変態ロリ！　くだらん用事でかけてくるな！　まだ昼間だぞわきまえろ！　じゃあな！」

『ちょっ待って!?　切らないで！　違うのだ！　さっきのはただの冗じよう談だんで、本当はまじめな連絡なのだ！　使徒討とう伐ばつの経過を訊ききたかっただけなのだ！』

　ならはじめからそれを訊けや。

　タクマは、使徒を問題なく倒せたことを報告した。

　それから、新たに得た情報──邪エ神ン界デと、使徒対戦についても。

　オーディンは一転、神しん妙みような口調で言う。

『ほむ。なるほどのう……確かに、その情報、筋は通っておるな──英雄だけが大戦をしているよりは、敵である使徒も同じ状じよう況きようのほうが構造としてはフェアだ。我すら知らなかった話だが……おそらく、互たがいに一〇〇〇〇〇〇ＢＰに達した選手が揃そろったときに、〈全知の眼ハイム・システム〉から、システムメッセージとして伝えられる予定だったのだろうな』

　システムメッセージとは、デジタルウィンドウで自動的に表示される【ＢＰが移動します】とか、そんな感じの文章のことだ。

　タクマは言う。

「でも、どうやら奴やつらの事情は変わったらしいぞ？　一〇〇〇〇〇〇ＢＰを溜ためなくても、俺たち英雄を倒せば願いは叶かなうって、使徒は言ってたし」

『使徒というか、黒幕がそう言ったのだろう？　つまり黒幕は、他人の願いを叶えるだけの力を持っているということになる。ただ、そんな者がいるとすれば驚おどろきだ。そいつはもはや英雄でも使徒でもない。神すらも越こえる存在──システムそのものだ』

　システムそのもの。

『思えば、前回の使徒襲しゆう撃げき──プレ・ラグナロクから既に、我々は踊おどらされていたわけだ。なぜならプレ・ラグナロクに関する記述があった予言書──黙もく示し録ろくも、〈全知の眼〉に記き載さいされた情報だからな。ずいぶん前に、黒幕によって書き換えられていた可能性がある。そう考えると恐おそろしいものだな。黒幕はどれほど前から、このような事件を起こそうと画策していたのか』

「………………………………」

　この世界のルールを、捻ねじ曲げる存在。

〈全知の眼〉を書き換える。

　世界を書き換える。

　それをおこなっている、黒幕。

　あの女とは、いったい誰だれなのか。

　そこまでする目的は、いったい何なのか。

　…………

　タクマは、事の発見につながった、発ほつ端たんの事件を思い返す。

　七星勇グランシヤリオのヴラドの暴走だ。

「そういや、ヴラドがいなくなったんだって？」

　彼は、自分の理想とする「強さ」を求め、使徒側についた裏切り者だった。タクマに倒され、七星勇からは永久除名され、独どく房ぼうに放ほうり込まれたが、その後──独房から一日にして消えたというのが、タクマの知っている最新情報だ。

『ああ、アッシュから聞いたのか？』

「うん、あいつ、なぜかいろんな報告を俺にしてくるからな」

『なんだそれ。恋こい人びとみたいだな』

「うっ、気持ち悪いこというなよ……！」

　オーディンは笑う。

『ほむほむ。まあ、消えたというのは本当だ。しかし、あの独房は自発的に逃にげられるような甘い場所ではない。ということは、おそらく誰かの手によって、強制的に移動させられたのだろう──おそらくは用済みということで、ヴァルハラでもエンデでもなく、旧世界へと飛ばされた』

　当然、そんなことをできるとすればシステムを掌しよう握あくしている、『あの女』だけだ。

『ヴラドがいる間に、奴から引き出せた情報は、黒幕が「音声通信も転移ゲートも自由にコントロールできる」ということ。そして、「全英雄の能力や弱点について知識を持っている」ということだ』

　つまり。

「反則だ、そんなの」

『そのとおり。しかし、〈全知の眼〉を掌握している以上、当然とも言える。ともかく、我々はこれだけ不利な状況にある以上、使徒を退けるだけではきりがない。攻せめに転じたい。一刻も早く、黒幕を見つけだすのだ』

　そのためにできることは少ない。

　使徒を倒しながら、情報を得るしかない。そして、運よくヴラドのような幹部クラスと思われる使徒に会って、黒幕へ繫つながるルートを見つけだすしかない。

「なかなか、長い戦いになりそうだなぁ……」

『だが、長くなっては困る。ゆえに、お主には期待しておるぞ』

「え？　俺かよ」

『お主は、総合的な強さでヴァルハラトップクラスだからな』

「そうなの？　俺、別に格かく闘とう技ぎとかしてないよ？」

『それでもだ。民衆や、周囲の英えい雄ゆうからも充じゆう分ぶんに認められているだろう？』

　確かに、その認にん識しきにまちがいはない。

「でも、まだ上には上がいるだろ？　なんて言ったっけ、あの、Ｔシャツにホットパンツの女とか」

『ユリウスか』

「そうそう。あと、無口ロボとか白衣ロリとか」

『ポチョムキンと、レンブラントだな』

「あいつらはなんつーか、俺よりずいぶんと突つき抜ぬけてる気がする。主にキャラが」

　オーディンは笑いながら、頷うなずく。

『はは、まぁ一理あるな。お主は奴らと違ちがって、まだ心理面が成熟しきっていない。怒いかりなどによって感情が昂たかぶると自制がきかなくなるため、簡単な罠わなにも嵌はまってしまい、危あやうい。肉体と同時に、心理面を鍛きたえる必要があるだろうな』

「俺がガラスのハートなのは昔からだよ。もう治らねーよ」

『幸いにも、お主の怒りによって現れる黒い瘴しよう気きが、お主の「異常な身体能力」を一時的にブーストすることがわかっておる。もとより「異常な身体能力」というのはシンプルで癖くせのない長所で、王道的な強さと言える。つまり、怒りを上う手まくコントロールできれば、お主はヴァルハラにも敵かなう者がいないほどの大英雄になれるだろう』

「いや、待て。俺は別に、大英雄になりたいわけじゃない。もともと、ヴァルハラに来たのは、サクラちゃんに告白するという願いを叶えるためで……」

　遮さえぎって、オーディンが返す。

『でもお主、みんなの願いもまとめて叶えるって言ってなかったか？』

「そりゃ、言ったけど──」

『それができる者を、人は英雄と呼ぶのだよ──自覚はないかもしれぬが、お主は既すでに、まちがっていない英雄へと成長しつつある』

　オーディンは茶化すように、でも嬉うれしげに、ふはは、と笑った。




　　　　５　お待たせ、みなさん




　重要な話を済ませ、オーディンが下ネタトークに入った直後だった。

〈全知の眼〉の通信が、唐とう突とつに不調をきたした。

『ッ、タク……おい聞……ｇｂｈ……ｄｆｂ……？』

「んあ？　なんだオーディン、急にノイズが入り出したぞ。もしもーし、オーディ～ン」

　タクマの呼びかけも虚むなしく、ガガッという大きな音とともに通信が途と絶だえた。

【音声通話モード】のデジタルウィンドウが強制終しゆう了りようする。

　どうしたんだ不具合か？　と思っていると、そこへ今度はさらに大きな音が。

　足元からゴゴゴ……と聞こえてきた。

「は？　次から次に何なんだよ、海底火山でも噴ふん火かしたか」

　タクマが海に視線を向けると、

　ユーナが慌あわてて、海岸から戻もどってくる。

「いえ！　もっと大変なことが起こっちゃったみたいよ！」

「大変なことって……え、おい、なんだあれ？」

　そこにあったのは、高い高い海面だった。

　砂すな浜はまよりもはるか上、頭上数メートルまでせり上がって水の壁かべと化している。

　その壁の上から下へ、縦の亀き裂れつが一本、入る。

「海が、二つに割れていく、だと？」

　モーセかよ。

　海の割れた場所から、濡ぬれた地面が現れる。

　そこには一人の少女が立っていた。

　傘かさを差している。その傘に、海水の飛沫しぶきがぱらぱらと弾はじかれて落ちる。

　長なが靴ぐつを履はいている。ちゃぷ、ちゃぷと、タクマたちのもとに歩いてくる。

「誰？　あの子……」

　ユーナが首を傾かしげた。

　周りにいる他ほかの英雄たちも、ぽかんとしていた。

　飛沫が止やんだのを見て、少女が傘を閉じた。

　清潔感のあるセーラー服。

　亜あ麻ま色いろの髪かみは、肩かたまでの長さで揃えている。

　そしてなにより、漆しつ器きのように黒く、光こう沢たくのある、丸い瞳ひとみが特とく徴ちよう的だった。

　少女は丸い瞳をこちらに向けて、言う。

「久しぶり。迎むかえに来たよ、タクマくん」




　　　　＊




「元気にしてた？」

　そう親しげに、タクマに笑え顔がおを向ける少女を、タクマ以外の誰も知らない。

　彼女が歩いてくる姿を見つめて、タクマは目を剝むき一言、呟つぶやく。

「な、んで……ここに？」

（──また幻げん覚かくか。いや、違う。このリアリティは……まちがいない）

　隣となりのユーナが怪け訝げんそうに、タクマに目くばせする。

「タクマくん、あの子はいったい──」

　と、言い切るよりも前に、ユーナは違い和わ感かんに気づいた。

　丸い瞳の少女が片手を上げたのだ。

　やっほー久しぶり、とでも言い出しかねないラフなポーズ。でも実際は、そんな平和なものではないとユーナには直感でわかった。
















　あれはなんらかの攻こう撃げき姿勢だ。

　そしてその直感は当たった。少女の指先に、ポッ、とピンク色の光が灯ともると、

　直後、少女からタクマまでの射線上に偶ぐう然ぜん立っていた使徒特別対策チームのおよそ半数──三〇人ほどの英雄たちが完全に『停止』した。全身を薄うすいピンク色の膜まくに包まれたまま、なにをされたのかわからなかったのだろう──まぬけに口を開けて固まっている。

　能力スキル？

　行動を制せい御ぎよする類たぐいの──？

「だとしても噓うそでしょ……全員五〇〇〇〇〇ＢＰクラスのはずなのに！」

　つまり、次期七星勇候補ポスト・グランシヤリオと呼ばれてもおかしくない面子メンツが揃そろっていた。

　もちろん三〇人全員が、それぞれの異世界で最強の能力を持っていた。

　なのに一いつ瞬しゆんで、抵てい抗こうの術すべもなく無力化された。

「──あの子、強いとかいうレベルじゃないわよ……！」

　もはやチートだ。

　タクマは、オーディンの言葉を思い出す。

　──『黒幕は音声通信も転移ゲートも自由にコントロールできる』

　──『全英雄の能力や弱点について知識を持っている』

　ただならぬ光景を見て、残った英雄たちに恐きよう怖ふの色が浮うかぶ。それゆえに部隊長であるタクマの指示も待たず、恐きよう慌こう状態のままに少女への攻撃を開始する。

　爆ばく撃げき、激流、氷結、旋せん風ぷう、土ど砂しや、落らく雷らい、猛もう毒どく、真空、浄じよう化か、呪じゆ言ごん──そのどれもが、世界最強。

　しかし、あまりに無力だった。

　ピンク色の膜。それに包まれ、英雄たちの群れは呆あつ気けなく停止する。

「くっ、なら私が──！」

　ユーナも腰こしの二丁拳けん銃じゆうを引き抜き、構える。

　しかし、

「やめろ！　ユーナ」

　それをタクマが制した。

「頼たのむから、やめてくれ」

　タクマは真顔で、唇くちびるをかみしめている。その視線はずっと、現れた少女のほうを見つめていて、ユーナには向かない。

　ユーナが心配し、声をかける。

「タクマくん……？」

　しかし、その声に少女の声が被かぶる。

「タクマくん──わかっていると思うけれど、今度こそ幻覚じゃないよ。私は君を迎えに来たんだよ」

　少女が言って、手に持っていた傘を空高くに放ほうった。傘は空中でバッと開いて、落ちてくる。

　ユーナは、つい顎あごを上げてその傘を見た。警けい戒かいしないわけにはいかなかったから。

　ただ、その一瞬の隙すきに、だった。

　少女が小さく呟く。

「転移」

　途と端たん、風が吹ふいて。

　ユーナの髪が、前方からの突とつ風ぷうで巻き上げられる。

「なっ!?」

　ユーナは片かた腕うでで顔を庇かばう。目を細め、少女のほうへ視線を戻す。

　──既に少女は忽こつ然ぜんと消えていた。

　そして、ふと横を見ると、そこにいたはずのパートナーも。

「タクマくん……？」

　タクマも、消えていた。







　　　第Ⅱ章　『ストレンジラブ』







　　　　１　ラブラブスクール




　サクラちゃんが目の前に現れた。

　それが本物だと、本能で、遺伝子で、理解した。

　彼女がこんな場所にいることに、もちろん戸と惑まどいはあった。

　が、そういった些さ細さいな疑問と同時に、胸の奥では大きな感情が溢あふれ出していた。

　──やっと会えた。

　桜色の光に包まれながら、タクマはそんなことを思っていた。

　もしも彼女に会うことがあっても、そのときはできるだけ冷静でいようと思っていた。でも無理だった。タクマの頭は、もはや彼女のことしか考えられなくなっていた。




　まるで花びらが散るように、ぱらぱらと桜色の煌きらめきが、視界の端はしに流れてゆく。

　光が消えたとき、着いた先は、タクマが通っていた高校の廊ろう下かだった。

「ここはもとの世界……いや、〈小さき世界エリユシオン〉か」

〈小さき世界エリユシオン〉は、ヴァルハラに浮かぶいくつもの衛星の上に作られた特とく殊しゆバトルステージだ。中でも、この〈小さき世界エリユシオン〉はタクマの出身世界にある、高校を再現している。

　本物とまちがうほどにそっくりな見た目だが、タクマが英えい雄ゆう大戦での試合のさいに暴れ回った損そん壊かい箇か所しよがあるので、見分けはついた。

「ちっ、一瞬、もとの世界に戻もどれたのかと思ったじゃねーか」

　サクラちゃんと一いつ緒しよに、もとの世界に戻った自分を期待した。

　恋こい人びとみたいに一緒に過ごす高校生活を夢想した。

　……で、大事なことに気づく。

「そのサクラちゃんは、どこに行ったんだよ」

　近くにはいないようだ。

　タクマは頭を搔かいて、リノリウムの床ゆかを歩く。

　そもそも、なぜこんな場所にワープしたのかもわからない。おそらくサクラちゃんの仕し業わざにまちがいないんだろうが、なぜサクラちゃんがそんなことをしたのかも、なぜ『できるのか』もわからない。

　黒幕、という言葉を思い出す。

　──やはり、彼女も特殊な能力を持っているのか？

　少なくとも小学六年生から高校二年生までずっとサクラちゃんを見てきたが、そんな話は聞いたことがないのだけど……

　いや。

　違ちがうか。

　タクマはサクラちゃんを全然知らない。

　初めて土手で会って以降、なんだかんだと死線の邪じや魔まが入って落ち着いて喋しやべれなかったし、年を経るごとに近づくことすら難しくなったからだ。

　などと、自らの悲しい恋れん愛あいの境きよう遇ぐうを思い出して凹へこみながら、タクマは思い至る。

「……いや、やっぱりサクラちゃんが能力持ちってのは、ないな」

　タクマとサクラちゃんは同じ『まきこまれ世界』の出身だから、だ。

　──能力スキルを持っているのは、世界ひとつにつき、英雄ひとりと決まっている。

『まきこまれ世界』の英雄はタクマだから、サクラちゃんは英雄じゃない。英雄じゃないサクラちゃんは、必然的に、能力を持っていない。

　唯ゆい一いつ、可能性があるとすれば……能力じゃなくて、使徒やオーディンが言っていたように、もっと超ちよう常じよう的な存在──システムだから、か。

「………………」

　そこまで考えて、タクマは思考を止めた。

　なんだか、それをこの段階で疑うのは、サクラちゃんに対して不誠実だと思った。だって今は、せっかく、ずっと思い焦こがれ続けていたサクラちゃんが目の前に現れたのだから。

　まずは、彼女と話をしてみよう。




　さて、わざわざ学校にワープさせられたということは、この校舎のどこかにサクラちゃんがいるはずだ。タクマは気持ちを切り替かえ、校舎内を歩いて彼女を捜そう索さくすることにする。

　窓の外に見える景色からして、ここは一階だ。

　近場から順番に、教室の扉とびらをバーンと乱暴に開けていく。

　１‐Ａから始まり、１‐Ｂ、１‐Ｃ──どうやら一階にサクラちゃんはいない。

　階段を上る。

　２‐Ｅ、２‐Ｄ、２‐Ｃ──２‐Ｃは、元の世界でのタクマの教室だ。ヴァルハラに来ていなければ、今ごろ通っているはずの。

　そこを過ぎて、２‐Ｂを挟はさんで、すぐあとにあるのが。

　２‐Ａ──元の世界なら、サクラちゃんがいるはずの教室である。

「ははっ、感かん慨がい深ぶかいなぁ」

　タクマは人生で一度も、この教室に入れたことがない。

　一度もだ。遠くから眺ながめることならできたけれど。

　死線に邪魔をされて、サクラちゃんに近づけなかったから。廊下の床が抜ぬけたり、２‐Ｂで爆ばく発はつ事故が起こったり、小型の隕いん石せきが落ちてきたこともあった。

　どれも、タクマの行動力を止めるには威い力りよくが不ふ充じゆう分ぶんだったが、まきこまれた周りの生徒や教師たちを『タクマに助けさせる』という意味では、充分に足止めになっていた。

　タクマからすれば、サクラちゃんさえ無事なら他ほかの奴やつなんざどうでもいいと考えたかったが、さすがに自分の『まきこまれ体質』のせいで死にかけている人間を放っておくなんてできなかったのだ。

　たった二つ隣となりの教室の、この扉が酷ひどく遠かった。

　なんて懐なつかしい感傷に浸ひたりつつ、タクマは教室の扉に手をかける。

　今まで一度も入ったことのない秘境の入り口を前にして、タクマの心臓は柄がらにもなく、バクバクと脈打っていた。

　──扉に触ふれたのに、何も起きない。床は抜けないし、爆発は起きないし、隕石は降ってこない。

　無意識に、ごくりと唾つばを吞のんだ。

　タクマは思い切って、扉をスライドさせる。

　──開いた。

　ガララッと軽快な音を立てて、視界が変わる。

　教室の中。

　昼間の日光が窓から差し込んでいて、眩まぶしい。

　その眩まばゆさの中で、窓まど際ぎわ最さい後こう尾びの席に、姿勢よく座っているセーラー服の女の子。

　この場所で見るその子は、いっそう輝かがやいている。

「やっと来てくれたねタクマくん」

　サクラちゃんの、薄うすい唇くちびるが動いた。

「今日は一日、デートに付き合ってもらうよ」

「……………………………………………………………………」

　？

　??

　いきなりのショッキングな発言に、タクマの脳の言語野は局所的に機能を失った。

（デェト？　なにそれ。最近女子高生の間で流は行やっている、ゆるキャラかなにかかな？　ぼく知らないぞぅ）

　しかし、タクマの困こん惑わくをよそにサクラちゃんは促うながす。

「ほら、席について。まずはお昼にしよう」

　彼女の声は、他に誰だれもいない教室の中で、やたらはっきりと聞こえた。

「お、ひ、る……？」

　それは正午から数時間を指す名詞だったはずだ、確か。あまり頭が働かないので自信はないけれど。

　タクマは視線を、サクラちゃんがいる勉強机に向けた。

　机の上にはハート模様の布にくるまれた、長方形の箱のようなものが二つ並んでいる。

　その脇わきには、お箸はしケースが二つある。

　つまり、あの箱は弁当だ。まちがいない。

　──まさか、『お昼』とは、『一緒に昼食を食べる行こう為い』を指している？

「………………おじゃまします」

　タクマは甘い蜜みつに吸い寄せられる虫のように教室内に足を踏ふみ入れる。




　　　　２　主人公の不在




　謎なぞの少女が消えてすぐに、オーディンからユーナへ通信があった。先ほどまで通つう信しん網もうにジャミングがかけられていたのだが、それが解けたのだという。

『だが、タクマにだけはどうしても繫つながらないのだ……これはいったい、どういう──』

「そのことよ！　タクマくんが攫さらわれたわ！」

『はあっ!?』

　オーディンはデジタルウィンドウの向こうで、なにか飲み物を噴ふき出すような音を立てた。

　ユーナが事情を説明すると、オーディンは大おお慌あわてで、ヴァルハラ全土の戦乙女ヴアルキユーレ、および使徒特別対策チームに連れん絡らく。捜索を指示した。

　この間、わずか一分半。

　しかし、話している間に、ユーナの動どう揺ようも少しながら落ち着いてくる。

　いつまでもうろたえていても仕方ない、と思ったのだ。

　──こうしている間にも、タクマくんはあの女に、いたぶられているかもしれない！

　ユーナはいてもたってもいられず、言う。

「私も捜さがしてみるわ！　何も当てはないけれど」

『うむ、頼たのんだ！　現状で、タクマという戦力の喪そう失しつは致ち命めい的てきだからな……！』

　オーディンは最後に、部隊指揮権を副部隊長であるユーナに移すことを伝え、通信を切った。




　オーディンとの通信を切って、一分もしないうちに。

　青空に、ひと筋の輝きが見えた。

「ん、真昼から流れ星？　珍めずらしいわね」

　ユーナが見上げていると、その白い光がどんどん近づいてきて、

　近づいてきて、

　近づいてきて…………

「え？」

　凄すごい勢いで、目の前の砂すな浜はまに激げき突とつした。

「──はわっ!?　な、なにごと！」

　上がる白い砂すな埃ぼこり。

　まわりでは英えい雄ゆうたちが「なんだなんだ！」「また敵の襲しゆう撃げきか!?」と警けい戒かい心しんをむき出しにしている。

「みんな落ち着いて！　攻こう撃げきに備えなさい！」

　ユーナの指揮で皆みなが武器を構え、煙けむりの中心点を見る。視界が晴れるのを待つ。

　風が吹ふいて、砂埃が流されてゆく。

「──……子供？」

　その中から姿を見せたのは、背中から翼つばさを生やした小こ柄がらな少女と、同じく小柄な少年だった。

　少女の方が、砂まみれになりながら、立ち上がって言う。

「たたたたタクマさんがっ、わたしのタクマさんがいなくなったって本当ですか！」

「ピリカ！」

　天使にして戦乙女ヴアルキユーレのピリカは、タクマやユーナをこの世界に召喚スカウトした張本人だ。

　レギオン《零落の王ギルガミス》のメンバーのことをいつも気にかけているので、こうして慌てて飛んできたのだろう。

「……でも、あれ？　じゃあ、もうひとりの少年は誰？」

　と、ユーナは、ピリカの翼にしがみついている、そいつに目をやる。

　彼は、真っ白な髪かみに載のっかったワカメを払はらいながら、大おお真ま面じ目めにカッと目を見開く。

「タクマがっ、オレのタクマが攫われたというのは本当かあッッッ!?」

「………………………………………………………………」

　かつての強敵アッシュが、鬼き気き迫せまる表情でそこにいた。




　アッシュは、オーディンからタクマ誘ゆう拐かいの連絡を受けるやいなや、自分の部隊指揮権を副部隊長であるローゼに託たくしたらしかった。まあ、目先の使徒は倒たおしたあととのことなので、問題はなさそうだ。

　そして、ちょうどこちらへ全力疾しつ走そうしている途と中ちゆう、空飛ぶピリカを見つけ、無理やり跳とびついたのだという。

「跳びついたって……あなた、どれだけ必死なのよ。タクマくんを気き遣づかってくれるのはありがたいけれど、敵同士じゃなかったっけ？」

　ていうかさっき「オレのタクマ」って言ってなかった？　とユーナは若じやつ干かん引く。

「無論、敵だ！　タクマはオレが倒す！」

「倒すつもりの相手を心配してるって意味がわからないのだけれど」

「はっ、間ま抜ぬけめ。勘かん違ちがいするなよ、オレは奴がまた、オレの知らないところで強くなるかもしれないことに苛いら立だっているだけだ。タクマを心配？　そんなものは微み塵じんもしていない。奴の強さはオレが一番よく知っているからな。宿敵ライバルとは、そういうものだ」

「…………」

　アッシュの言い分は滅め茶ちや苦く茶ちやだが、なんだか清すが々すがしい。たぶん、彼はばかなのだろうな、と思う。

　ユーナは苦く笑しようして返す。

「いえ、タクマくんはあなたのことを宿敵じゃないって言っていたわよ」

「な、なんだとうっ!?」

　アッシュはショックを隠かくせない顔だった。

　が、ユーナが笑っていると、ふいにハッと我に返り、咳せき払ばらいで誤ご魔ま化かす。

「それよりもだ！　貴様という者がいながら、なぜタクマを引き止められなかった！」

　激げつ昂こうするアッシュに、ユーナは素す直なおに自分の非を認める。

「そ、それは……ええ、ごめんなさい。警戒はしていたのだけれど、むしろその警戒を上う手まく利用されて──なにより、まさかタクマくんを攫うのが目的だなんて思わなかったから」

「くっ、まぁそうだな。だいたい、あいつがそう簡単に攫われたというのも、信じられん。奴は抵てい抗こうしなかったのか？」

「たぶんね。わからないけれど、なんだか知り合いみたいだったから」

　言いながらユーナは、嫌いやな予感がしていた。

　いや、確信と言おうか。

　確信にして、この事件の核かく心しん。

　──タクマから聞かされている女の子の知り合いといえば、思い当たるところはひとつしかない。彼がこのヴァルハラに来た理由であり、願い。すべての行動原理である少女。

　彼にとって、すべての始まりである少女。

　サクラ。

　その少女の名を思い浮うかべつつ、ユーナはなんとか平静であろうとする。

　そんなユーナの表情を読み取ったのか──ピリカが、ぐっと握にぎり拳こぶしを作って言う。

「ひとまず、いつもの街に戻もどりましょうっ☆　緊きん急きゆう事態です、いろいろと装備を調ととのえないといけない予感がします！」

　ピリカはいつもふわふわとしているが、いざというときは頼たよりになる。

　ユーナは従うことにする。




　　　　３　波は紋もんの布石




　ユーナたちは海辺から離はなれ、街へと戻った。担当エリアに使徒が出ない限り、人口の多い場所を守るのが、使徒特別対策チームの基本行動なので、ちょうどいい。

　グラズストリート──街一番の大通りを歩くアッシュ、ユーナ、そしてピリカ。

　ユーナの説明を聞いたアッシュが尋たずねる。

「サクラ？　それがタクマを攫った者の名か」

「ええ、まちがいないと思う。タクマくんがずっと気にしていた女の子の名前だから」

　それ以外の理由で、タクマがひょこひょことついて行く可能性は考えられない。

「ふむ、そいつがタクマを連れて行きそうな場所に、心当たりはないのか？」

「ないわ。そもそも、その子はタクマくんの旧世界にいたはず──つまり、このヴァルハラにはいないはずだったし。それに……タクマくんはその子の話を私にほとんどしてくれなかったし」

「ならば、なんの手がかりもないな。闇やみ雲くもに捜そうにも、このヴァルハラはあまりに広い」

「そうね」

　打つ手なしか。

　そう二人が思っていたときだった。

「あ、あれを見てくださいお二人とも！」

　ピリカが指した、街の上空を見上げる。

　黒い瘴しよう気きを吐はき出す闇色の渦うずが、唐とう突とつにギュィインと現れていた。

　ユーナは思わず、顔をしかめる。

「……この大変なときに、また使徒？」

　黒い瘴気は使徒が現れるときと消えるときに発生するものだ。やがて渦から現れたのは、やはり人型使徒だった。

　ただし、今までとは少し事情が違う。

　アッシュが舌打ちする。

「ちっ、二人組だと！」

　これまでの人型使徒は、二体で現れたことはなかった。

　その代わり今回は、いつものごとく手下の獣けもの型がた使徒を多く引き連れてもいない。

　変則的なパーティ編制だ。

　使徒らしき者たちは二体とも、闇色の瘴気に乗って空中に浮かんでいる。

　二体のうち一体は、真っ黒な外がい套とうに身を包んでいて地味。顔を隠していて見えない。

　もう一体は対照的に派手。頭から大きな巻き角を生やし、時代錯さく誤ごも甚はなはだしい、光こう沢たくのある柄がら物もののコートを纏まとっていた。

　巻き角で派手なほうが、コートをはためかせながら偉えらそうに笑う。

「フゥーハハア！　劣れつ等とう種どもめ、平へい伏ふくするがよい！　今この瞬しゆん間かんから、このヴァルハラは私の支配下に置く！」

　ユーナとアッシュは無言で顔を見合わせる。

　巻き角の使徒は、それを見下ろして続ける。

「クックッ、恐おそろしくて声も出ぬか。そうだろうな、まあ安心しろ。大人しくしていれば命までは取らん。なにせ私の願いは世界征せい服ふくだからな、お前らは貴重な労働力として、私のために馬車馬のように──」

「話が長い」

　アッシュが光速で巻き角の使徒までの距きよ離りを縮めていた。

　空中に浮かんだまま、大たい剣けんを使徒の首筋に宛あてがっている。

「なっ!?　速──」

　使徒の悲鳴に、アッシュはもう答えなかった。斬きり捨てる。

　巻き角の使徒は、悲鳴を上げて黒い瘴気となり、消えてゆく。

　あっという間の決着だった。

　それを見て、もう一体の、黒い外套の者が笑うように肩かたを震ふるわせた。

「……なにがおかしい？」

　アッシュが訊きく。

　外套の者は答えない。

　地面に着地したアッシュの脇わきを、ユーナが背後から駆かけて追い抜く。

　ユーナは腰こしの機械ガジエツトからワイヤーを射出し、近場の家屋にフックを引っかける。軽い身体からだを空中に躍おどらせ、あっという間に、空中に浮かんでいる外套の背後を取る。二丁拳けん銃じゆうを取り出してトリガーを引く。

「何を考えているか知らないけれど、何もさせないわよ！」

　命中。ぐはっ、と呻うめく声が少しだけ聞こえた。

「……ちい！　まだ何も言ってねえだろうが、ファッキンアマがぁ……ちょっとは雰ふん囲い気きを楽しませろよ！」

　外套の者は男だった。

　その外套を自ら脱ぬぎ捨て、ユーナの弾だん丸がんに射い貫ぬかれた部位を擦こする。

　彼の顔を見て、ユーナとアッシュ、ピリカは目を見開く。

　柄の悪い、蛇へび模様のシャツ。柄の悪い人相。

「「「ジューダス!?」」さん!?」

　青年は、顔の左半分を持ち上げる独特の笑い方で応こたえる。

「よう。久々だな、愛すべきクソ野や郎ろうども」




　ジューダスは、アッシュと同じレギオンに所属している英えい雄ゆうだった。

　というのも、あるときから唐突に姿を消していた。それ以来、姿は見つからず〈全知の眼ハイム・システム〉のＧＰＳにも引っかからなかった。

　要するに消息不明だった。

　アッシュが目を細める。

「貴様……今まで、どこに行っていた」

「ようアッシュ。相変わらず万年不ふ機き嫌げんってツラしてんな。そんなんじゃ幸せが逃にげるぜ？」

「質問に答えろ。使徒の目的は英雄の殲せん滅めつのはずだ──なぜ貴様が使徒の味方をしている？」

「味方？　ハッ、俺様がいつ誰だれの味方になったよ。俺様は〈裏切りの十字剣〉ジューダス。誰とも馴なれあわねえよ」

　ジューダスは言っている間に〈神の創生ジエネシスカード〉を使って、先ほどユーナに付けられた傷を治ち療りようしている。

　ユーナが知っているかつての彼よりも落ち着いた……というか、場馴れしているように見えた。ユーナたちがここしばらくで成長したように、彼も知らないところで、なんらかの経験を積んでいたのだろうか。

　そんなユーナとアッシュの訝いぶかしむ視線を、軽くあしらう風にジューダスは言う。

「──それにな、使徒は『敵』や『味方』なんて言葉で安易に割り切れる存在じゃねえぞ。奴やつらは、俺様たち英雄の『裏返し』だって話は、聞いたか？」

「……この世界は、運命ルールで『正義』と『悪』があらかじめ決められているという話か」

　その情報は、ユーナからアッシュに伝えられていた。

　ジューダスは頷うなずく。

「ああ。そういう『設定ルール』だ──使徒と英雄の違いは、能力スキルの有う無むと、『英雄はひとつの世界にひとりだが、使徒は何人でもいる』ってところくらいだな。ヒーローはひとりだが倒たおされる敵はいっぱいってわけだ。悪に容よう赦しやのない、泣ける設定だろ？」

「悪に容赦などいらない」

　アッシュは、独善的に切り捨てる。

「──それよりジューダス。お前の話をそのまま信じるなら、オレがこれまでに倒した魔ま物もの・邪じや物ぶつ・化物どもが、邪エ神ン界デというところで生き延びている、という風に聞こえるが？」

「そうだよ。お前が倒した〈白の龍りゆう王おう〉もいるぜ。いつか俺が〈神の創生ジエネシスカード〉で創つくりだしたような模造品じゃなく、本物がな」

「…………」

　アッシュは不快そうに顔を歪ゆがめた。

「本来はな、ヴァルハラ陣営サイドの一〇〇〇〇〇〇ＢＰに達した英雄と、使徒陣営の一〇〇〇〇〇〇ＢＰに達した使徒とが一対一の頂上決戦を行う──これが〈全知の眼〉に記されている本来の『プレ・ラグナロク』だったはずだ」

　それには、ユーナが確かく認にんする。

「一〇〇〇〇〇〇ＢＰになったら願いが叶かなうって聞いていたのに、本当は、そのあとにもう一回、最終決戦があるということ？」

「ああ。とはいえ、その『設定ルール』については、そんなに難しく考える必要はない。その設定は、もう『あの女』によって書き換かえられたから、意味を消失した」

　書き換えられた。

　だから、現状では誰も一〇〇〇〇〇〇ＢＰにはなっていないし、代表同士の一いつ騎き打うちどころか、今までに使徒は何百体という数がヴァルハラに現れている。

「──これは、サクラが使徒に『英雄を殲滅さえすれば、願いを叶えてやる』と言って、神界ヴアルハラと邪エ神ン界デの境界線である『善悪の境界』に穴を開けたからだ」

　ピリカが割って入る。

「サクラさんは、どうしてそんなことができるんですか？　特別な使徒……なのでしょうか？」

「あの女の正体は俺様にもわからん。が、少なくとも使徒ではない。英雄でもない。俺様が見ていた限り、あいつはシステムそのもの。考えれば、それ以外に有り得ないんだよ」

「え？」

「なぜなら、あの女──サクラは、世界中の英雄や使徒の情報を完かん璧ぺきに熟知していて、転移ゲートも音声通信もすべて、自由にコントロールできる。こんなの、たとえ英雄や使徒でも、普ふ通つうに考えれば処理能力が追いつかない。だから〈全知の眼〉をクラッキングしたというより、〈全知の眼〉と『同化』したと考える方が自然だ」

　アッシュがジューダスに言う。

「なるほどな……しかし、なぜその情報を、貴様がオレたちに話した？」

　ジューダスは腰に手をあて、自分の爪つま先さきを見ると、へっと笑う。

「俺様の行動原理は、タクマへの復ふく讐しゆうだ。他ほかにはない。はじめ、俺様はタクマを陥おとしいれるためにサクラサイドに寝ね返がえった」

　寝返るきっかけは、ヴラドと同じく勧かん誘ゆうされたからだという。

　それがジューダス失しつ踪そうの真相だった。

　裏切りの英雄という異名に即そくしている。

　しかし、事情が変わった、とジューダスは首を振る。

「ヴラド──あのピアス野郎が暗あん躍やくしているうちはよかった。タクマの苦しむ顔を見られたからな。が、今はどうやら様子が違ちがう。あの女──サクラは、タクマを自分の傍そばに置いて、馬ば鹿かみたいな恋れん愛あいごっこをはじめやがった。もちろん、あの女のことだから思おも惑わくがないわけじゃないんだろうが……俺様からすれば、気に食わねえのに違いはねえ」

「だから、戻もどってきたのか？」

「戻る？　違うな」ジューダスは鼻で笑う。「また裏切っただけさ」

　ジューダスは声こわ色いろを変えずに。

　ふっきれたように、切り出す。

「単刀直入に俺様の意見を言う。アッシュ、てめえがタクマを倒せ」

「っ、……貴様、なにを？」

「てめえと俺様は、同じタクマに負けた者同士だろ？」

「貴様と一いつ緒しよにするな」

「キハッ！　一緒にするな、か。懐なつかしいぜ。俺様とお前が最初に出会ったときもそう言われたな。俺様がお前を勧誘したときだよ、『世界への不満に満ちた目だ。同類として俺様の下につけ』ってな」

「オレと貴様は同類ではない。オレは世界を恨うらんでいるわけではない。この世界に満ちる魔物・邪物・化物を駆く逐ちくする、それを使命と考えているだけだ」

「でも魔物でも邪物でも化物でもないのに、俺様はそのあとボッコボコにされたぞ」

「不ふ可か抗こう力りよくだ」

　おーおーそうかよ、とジューダスは笑う。

「俺様はな、タクマと最初に戦ったとき、こう思ったよ。『強つええ。まるでアッシュみたいだ』ってな」

「…………」

「いいか、一度しか言わねえからよく聞けよ。俺様の知ってる限りじゃあ、あの化物タクマに勝てる相手は、てめえくらいしかいねえんだ。ヴラドじゃなく、使徒じゃなく、お前だ。アッシュ。俺の代わりに復讐を果たせ」

「誰に向かって言っている。貴様の言葉など聞かん。思い上がるな」

　アッシュは、いつものようにつまらなそうな表情で、フン、と鼻を鳴らした。

　そして、踵きびすを返し、大たい剣けんを背から抜くと、言った。

「──貴様に言われなくとも、タクマはオレが倒す」




　　　　４　ベントーイズベリーデリシャス




　教室で、タクマはサクラちゃんの前の席に、椅い子すの背もたれを両りよう腿ももで挟はさみ込む形で、後ろ向きに座った。

　サクラちゃんと向かい合う。二人の間には机がある。

　机の上には、弁当箱が二つ。

　それをサクラちゃんが開かい封ふうする。

　ふたを開けると、小ぶりなおにぎりが四つと、ハンバーグ、魚の切り身、玉子焼き、きんぴらごぼう、ほうれん草のおひたし……素そ朴ぼくな家庭の夕食をそのままミニチュアサイズにしたような料理が現れた。

　サクラちゃんが、箸はしで自分の弁当から玉子焼きをつまんで差し出してくる。

「はい、あーん」

「っ!?」

「どうしたの？　ほら、あーん」

「っっっ………………!!」

　タクマはじっくり三秒ほど固まった。

　なにが起きているのか、さっぱり理解できない。

　しかし、理解できないからといって、抗あらがう必要はない。

　だから、結局はそれを「ぱくり」と食べた。

　──美お味いしい！

　──とても美味！

「味付け、薄うすくないかな？」

「え、お手製なのっ？」

　タクマの質問に、サクラちゃんは笑う。

「当然だよー。この状じよう況きようで、コンビニ弁当なわけないじゃん」

「そっか……ていうか、サクラちゃん、料理するんだ」

「え、どういう意味？　それくらいするよ？」

「そ、そっか……」

　今までタクマは、料理とは男がするものだと考えていた。

　サクラちゃんが『料理ができる男の人って素す敵てき』と言ったからだ。

　けれど確かに、それだけでサクラちゃんが料理下べ手たと決まったわけじゃない。

　タクマは緊きん張ちようしつつ、もくもくと弁当を食べる。さすがにずっと「あーん」だと心臓がもたないので、二口目からは自分で箸を持った。

　サクラちゃんが尋たずねてくる。

「で、どうかな？　お口に合う？」

「美味しい。本当に、美味しいよ！」

「ほんとにほんと？」

「ああ！」

「やった、嬉うれしい」

　サクラちゃんが、満面の笑えみでタクマを見つめている。

　その表情が可愛かわいすぎて、タクマはつい魚の背骨を吞のみ込む。

「げぼっほ!?　がはっ！　ごふぇんっ！」

「だ、大だい丈じよう夫ぶ!?」

　むせるタクマに、サクラちゃんが困ったような顔で、お茶を差し出してくれる。水すい筒とうも一緒に持ってきていたようだ。

「はい、気をつけてね♪」

「っっっ！！！！」

　──ワッフォー！　ワンダフォーディスワールド!!

　やばいやばいやばいやばいぜこれは！　この子は今までのどんな英えい雄ゆうたちよりも強敵だ！　この可愛さには勝てる気がしない！　勝つ気はハナからないけどね!!

　タクマにとって、このシチュエーションはずっと夢見ていたものだ。ここはまるで理想郷だ。とても、居い心地ごこちがいい。

　と。

　そこで気づく。

　こんなに幸せな時間を過ごせているのが、そもそもタクマの体質的に、おかしいということに。

「あれ……俺の『死線』が発動してない？」

　死線は、英雄が傍にいないと発動しない。

　だから、サクラちゃんが英雄じゃないと考えれば、別に今、発動していなくてもおかしくはない。

　ただ、そう考えると、今度は『過去』がおかしかったということになるのだ。ヴァルハラに来る前、旧世界にいたときが、だ。

　──あのころ、死線によってサクラちゃんとの関係を邪じや魔まされてきた。けれど、旧世界にはタクマ以外に英雄がいないはずだから、そもそも『英雄が近くにいると発動する』という条件は満たされないはず。

　よって、旧世界では死線は発動しないはず。

（…………どういうことだ？　死線の条件は、英雄が近くにいることじゃないのか？）

　困こん惑わくするタクマの思考を遮さえぎるように、

「難しいことはおいておいて、死線よりも愛の力が勝ったってことで、いいんじゃない？」

　サクラちゃんは、晴れやかな笑顔で言った。

「…………」

　サクラちゃんの言い分は、客観的には滅め茶ちや苦く茶ちやだ。んなことはわかっている。

　が、彼女の言葉を否定できるほど、タクマは自分に厳しくなかった。

　一二五回もの告白に失敗した末、やっと二人きりになる時間を取れたのだ。愛の力が奇き跡せきを起こした、と言われても信じたくなる。

　いや、理由なんて本当はどうでもいいのかもしれない。

　とにかく難しいことはおいておいて、一秒でも長く、サクラちゃんと一緒にいたいと思った。

「それで、デートってのはいったい……なんで、いきなり？」タクマは訊きいた。

「この世界に『最さい凶きようの敵』が迫せまってるの」

「最凶の、敵？」

　ずいぶん、物ぶつ騒そうな単語が出てきた。

　できれば、こんな幸せな状況で聞きたくない類たぐいの。

「そう。その敵については、またあとで説明するけど、そいつはもう少ししたらこのヴァルハラに現れるの。そいつを倒たおさないと、世界は『消去』されちゃう──だからタクマくんには力を付けてほしいんだ」

「消去？」

　全然意味がわからない。

　ただ、とても不気味な表現だ。

　こんなにも素晴らしい世界が、消え去る、というのは。

「そのままの意味だよ。それも、またあとで、実際の現場を見てもらうことになるから、そのときにわかると思うけど」

　………………。

　タクマは答える。

「まあ敵を倒すくらい、今までもやってきたことだし、いくらでも手伝うけど。でも、それとデートになんの関係が──？」

「ずっと言ってなくてごめんね……実は今、タクマくんは私があげたペンダントの効果によって、感情が昂たかぶるたび、その力をコントロールできるように『おまじない』がかけられているの」

　タクマの胸には、四つ葉のクローバーを模したペンダントがぶら下がっている。

　サクラちゃんから貰もらった、唯ゆい一いつのプレゼントだ。

「あ」とタクマは声を上げる。

「そうだ、このペンダント、そういえばずっと変だと思ってたんだよ！　勝手に葉っぱの部分が黒くなるし！」

「でしょ？　だから、私と一緒に『恋こい人びとごっこ』をして、興奮してもらえば、それがタクマくんを強化することになり、結果として世界を救うためになるんだよ」

「ん、興奮？」

　タクマは、ぱちくり、と、

　アホ面づらで瞬まばたきを数回してから、

　キリッとしたやたら渋しぶい表情で答える。

「なるほど……興奮ね、興奮か。わかったよ、仰おおせのままに。マイプリンセス！（いい声）」

　それにサクラちゃんは、笑って、返す。

「いや、さすがに興奮しすぎだよ。鼻血、出てるよ？」

「え、噓うそ!?」

　とりあえず、タクマの幸せはもうしばらく続く。




　　　　５　タクマ捜そう索さく班はん




　アッシュは、ひとまずジューダスの帰き還かんをオーディンたちに伝えようと、デジタルウィンドウを起動させた。そのときにはジューダスは転移ゲートを使って消えようとしていた。

「俺様は、あの女の力を借りてるからな。お前らには捕とらえられねえよ」

　待って、と呼び止めたのはユーナだった。

「タクマくんの居場所は、あなたならわかるの？」

「いや、今となってはもうわからねえ。あの女は、自由にこの世界をいじれるからな」

「〈全知の眼ハイム・システム〉を支配してるから？」

「ああ、多分な。だからタクマを見つけだしたいなら、とりあえず数に頼たよることだ。通信は使えるんだろ？」

「ええ」

　転移ゲートと同じく〈全知の眼〉の管理下にあるはずの通信だが、なぜか今は問題なく使える。

「──あの女、サクラが私たちの通信を妨ぼう害がいしない理由も、よくわからないのだけれど……」

「ひょっとしたら、ここまでの流れは全部、あの女の思い通りなのかもしれねえな。俺様の裏切りすら含ふくめて。キハハッ、せいぜい気をつけな」

　言い残してジューダスは転移ゲートの光に身を潜もぐらせた。

　軽く手を振ふって消えたジューダスだが、ユーナはなんとなく、彼はもう事態が落ち着くまで姿を現すつもりはないのだろうな、と思った。

　ユーナは音声通話モードでオーディンに繫つなぐ。

　オーディンはすぐに出た。

「むう、相変わらずＧＰＳは使えぬな。タクマの位置が引っ掛かからぬ」

「タクマくんを連れ去ったあの女──サクラはいったい、何者なの？　英雄？」

『あの女』が、タクマにとって願いの根幹、サクラちゃんと呼ばれる少女であろうことは、オーディンにも伝えている。

　オーディンは言いよどむ。

「いや、英雄ではない……と思うのだが、確証はない」

〈全知の眼〉のリストにないから英雄ではない、と言い切ってしまいたいが、その〈全知の眼〉自体が掌しよう握あくされている今、それもできない。

　彼女が何者なのか、誰だれも知らないのだ。

　謎なぞの女。

　情報がない。

　アッシュが言う。

「そもそも敵の目的は何だ？　なぜ英雄大戦の妨害をするのかも、タクマを攫さらった目的も不明だ。タクマは敵にとって、なにか重要なファクターを持っているのか？」

　ほむ、とオーディンが小さく息をつく。

「……あるとすれば、タクマの力の根源だ。あいつの強さの理由には、黒い瘴しよう気きが関かかわっているらしいことは前からわかっておる。つまり、力の根源が使徒と同じ──英雄ではない可能性が、あるのだ」

　黒い瘴気。それは、タクマが怒いかりに満ちたとき、超ちよう人じん的な身体能力と引き換かえに纏まとうオーラのようなものだ。

　そして、使徒が出現・消失する際に発生する現象でもある。

　アッシュが眉み間けんを狭せばめる。

「要するに、タクマが英雄としてヴァルハラに召しよう喚かんされたのは、本当に『まちがい』だったというのか？」

「可能性の話では、そう言える。タクマは英雄ではないかもしれない。使徒かもしれない」

　使徒とは、英雄の裏返し。

　いわば悪役。

　敵。

　ユーナが不快そうに口を挟はさむ。

「ちょっと待ちなさいよ。その言い方、タクマくんがもとから使徒の仲間だった、みたいな言い方に聞こえるのだけれど、そんなはずがないじゃない」

「なぜ言い切れる？」

　オーディンの問いに、ユーナは平然と答える。

「決まってるでしょう。私のパートナーだから」




　　　　＊




　タクマの失しつ踪そうは、アッシュだけでなく他ほかの七星勇グランシヤリオたちも少なからず、どよめかせた。

　音声通話モードに、カトレア、レンブラント、ポチョムキン、ユリウスが加わり、七星勇全員が繫がった。

　ロリ博士のレンが言う。

「むむむ、これは厄やつ介かいなことになったのだ……とはいえ、タクマにばかり構ってもいられないのでは？　目の前の問題として、使徒が絶えず攻せめてきているのだから」

　それには姉あね御ごキャラのユリウスが反論する。

「いや、だからこそタクマの戦力がないのは痛い、という話でもあるんじゃないかな。正直、彼の戦せん闘とう能力は、ヴァルハラの資産と言っていいから。──覚えているかい？　タクマがオーディンに拳こぶしを振るったとき」

「ああ……防ぼう護ご壁へきを侵しん食しよくし、突つき破りかけていたのだ」

「そう」

「うう……確かに、敵に回ると考えると、ちょっと笑えないのだ……」

　二人のやり取りに、アッシュが苛いら立だったように言う。

「そんなことは知っている」

　アッシュは七星勇の中で最初にタクマと戦い、そしてその力を最初に認めた七星勇だ。

　さらに、アッシュと同じくタクマと戦った経験を持つカトレア・カルラも、今では七星勇に返り咲ざいている。

「わたくしもアッシュに同意ですわ。今さらタクマの力を疑う余地はゼロですの」

　ユリウスが現状の、できるだけ客観的な事実を告げる。

「もちろん使徒の暴走は止めるべきだろう。けど、奴やつらは数こそ多いものの、それほど強くない──ジューダスの言うような一〇〇〇〇〇〇ＢＰに達した使徒でないからね。現状、攻めてきている使徒の強さの上限は、きっと六〇〇〇〇〇ＢＰほどだろう。あたしたち七星勇が対応に当たらなくても、次期七星勇候補ポスト・グランシヤリオクラスが数人で当たれば、確実に倒せる相手だ」

「そして、タクマの場合は、そうもいかない」アッシュが言った。

「その通り。彼の相手は、七星勇クラスでないと務まらない」

「タクマの奪だつ還かんがなによりの急務ですわよ」カトレアが続いた。

　──最優先は、タクマの奪還。

　その意見に、反論は出なかった。

　オーディンが今後の行動をまとめる。

「では、七星勇は各自タクマを捜索し、見つけ次し第だい報告せよ。報告後、少なくとも二人以上の七星勇で対タクマ戦にあたるものとする」

　レン、ポチョ、アッシュ、カトレアが賛同する。

　ユリウスが最後に言う。

「ま、そんなに上う手まくいけば、いいけどねえ」

　オーディンが尋たずねる。

「どういう意味だ？」

「いや？　なんとなく、嫌いやな予感がするだけさ。ほんと、なんとなくね」

「……不ふ吉きつなことを言うな。お主の勘かんはよく当たる」

　オーディンは、心底困ったように顔を歪ゆがめた。







　　　第Ⅲ章　『サクラの目的』







　　　　１　ロボットとドクターと




「タクマくんの興奮度をわかりやすく測るために、ドキドキポイントを設定します」

　サクラちゃんは言った。

　そして、その白い指で、空中にハートマークを描えがく。

　すると、その形通りにピンク色のラインが現れ、ネオンのように輝かがやく。

　ハートの中には、数値が書いてある。

「五〇ＤＰ……」

　タクマは苦く笑しようした。

　ドキドキポイントの略だろう。

「タクマくんは、ＤＰが一〇〇になったとき、『最さい凶きようの敵』にも太た刀ち打うちできる、世界最強の英えい雄ゆうになってるはずだよ！」

　これからいっぱいドキドキしていこう！　とサクラちゃんはタクマに微笑ほほえみかけた。

　その笑顔が可愛かわいすぎて、タクマのＤＰは五五になった。




　教室の中に、温かい日光が差し込んでいる。少し開いた窓から入る湿しめっぽい風が、カーテンを揺ゆらして机の上に淡あわい影かげを作っている。

　弁当を食べ終えたところで、サクラちゃんがタクマに言う。

「タクマくんも、すっかり英雄らしくなったね」

「え、そう？」

「街の人たちから英雄として認められるようになったし、とってもいいことだと思う」

「ああ、ありがとう」

　サクラちゃんの言うことは正しい。

　タクマは、ヴァルハラに来てからの活かつ躍やくによって、民衆からの支持を得ている。

　なぜサクラちゃんがタクマの近きん況きようを知っているのか。黒幕であることと関係あるのか、と思ったが、そんなことよりサクラちゃんがタクマに興味をもってくれているというのが光栄で、嬉うれしかった。

「なりゆきで、こんな立場になっただけなんだけどな」

　──なりゆきで？　いや。

　正しくは、サクラちゃんのためだった。

　タクマの行動原理にはサクラちゃんが関わっている。

　だから、タクマが今の立場になった理由は、すべてサクラちゃんのおかげとも言える。

　サクラちゃんが席を立つ。

「屋上に行ってみようか」

　タクマもそれに続く。




　サクラちゃんが屋上への扉とびらを開けると、そよ風が彼女の髪かみを撫なでた。背後にいるタクマの鼻び孔こうに、ふわりと花みたいに爽さわやかな香かおりが届く。

　屋上の柵さくにもたれかかって景観を見下ろす。

　ここはヴァルハラに浮うかぶ小さな衛星だ。地面は丸みを帯び、校庭のすぐ向こうで切れている。その先にはヴァルハラの街並みが見える。

　あくまで、ここはもとの世界を模も倣ほうしただけの領域に過ぎない。

　タクマは無意識に溢こぼす。

「もとの世界が懐なつかしいなあ」

　サクラちゃんと思わぬ再会を果たしたことで、一気に郷きよう愁しゆうが胸に満ちてきた。

　サクラちゃんとなんの変へん哲てつもない日常を過ごすのがタクマの夢だった。

　これまでそのことをあまり考えずにいられたのは、ヴァルハラでの生活に充じゆう実じつ感かんを覚えていたからだ。その理由は明確で……

　──自然に、レギオン《零落の王ギルガミス》の仲間たちのことを考える。

　ユーナ。

　ピリカ。

　ニトと、ギンジョー。

　みんなの顔が頭をよぎる、そこにサクラちゃんの声が割り込む。

「あれ？　あの影、なんだろうタクマくん」

「ん」タクマの意識が引き戻もどされる。

　サクラちゃんは、青空を指さしていた。

　遠くに、人影のようなものがひとつ、飛んでいる。

　それは徐じよ々じよに近づいてきて、子供くらいのサイズの『なにか細長い物』をこちらに向けて射出した。細長い物は急速に接近し、接近し、やがて正体がはっきりと見える。

　ミサイルだ。

　──敵の、攻こう撃げき？

　気づいた瞬しゆん間かん、タクマは瞳どう孔こうを開き、叫さけぶ。

「サクラちゃん、下がって！」

　よくわからないが、誰だれかにこの場所がバレたらしい。サクラちゃんとの甘い時間を邪じや魔まする輩やからが現れたらしい。

　タクマは柵を乗り越こえ、校舎の壁かべを蹴けって、ミサイルまで跳ちよう躍やくする。

　空中でミサイルと激げき突とつする瞬間に、タクマはそれに対し蹴りを放つ。

　ミサイルは爆ばく発はつ。

　青い空を背景に、オレンジ色の炎ほのおが散る。

　爆風が、屋上に立っているサクラちゃんのもとまで流れ、綺き麗れいな髪とセーラー服をばさばさと揺らす。

　その爆風を推進力にして、タクマは再び、屋上まで戻った。

　サクラちゃんを守るように、彼女の前に着地したときには、ミサイルを射出した襲しゆう撃げき者は頭上までやってきていた。

　タクマの足元に影を落とす、空中に浮かんだそいつは、二メートルを優に越こえる、人型ロボットだった。

　タクマはそいつを知っている。

　──七星勇グランシヤリオ、ポチョムキン。

　排はい気き音を全身の関節部からプシューと漏もらしながら、ロボットはノイズがかった音声を顎がく部ぶのスピーカーから鳴らす。

「タクマ。オマエヲ、トメニキタ」

　ははっ、とタクマは思わず笑う。

「お前、喋しやべれたのかよ」

　現れたのはポチョだけではない。そいつの背中にもう一人乗っている。肩かた越ごしに、顔を覗のぞかせたのは、白衣のロリ博士だ。幼さの残る声で、彼女は言う。

「ミスタータクマ、久しぶりなのだ。きみを連れ戻しに来たのだよ」

「レン」

　──レンブラント。こちらも七星勇だ。

　七星勇が二人。

　敵としては、ちょっと豪ごう華かすぎるな、とタクマは内心で舌打ちする。

　できれば戦わずに済ませたいが……

　レンが続ける。

「ヴァルハラを裏切るなんて、ルール違い反はんなのだ。みんなぷんぷんなのだ」

「は？　別に、裏切ってなんかいねーよ」

「じゃあ、後ろのその女は何なのだ？　その女がきみの部隊の英雄たちに危害を加えたところを、みんなが見ていたようだよ？」

　レンが顎あごで指したのはサクラちゃんだった。

　サクラちゃんは気まずそうに、無言で様子を見守っている。

　自己弁護をしないということは、なにか言いにくい事情があるのだろう。

　ならば、やはりタクマがサクラちゃんを守ってあげなければならない。戦わなければならない。

　サクラちゃんを責める相手は、すべてタクマの敵だ。まちがいない。

　タクマは言う。

「いや、それは勘かん違ちがいだって。つーか、お前らの言い分なんてどうでもよくてな、そんなことより……」

　タクマは目をカッと見開き、レンとポチョに中指を立てる。

「──攻撃がサクラちゃんに当たったらどうするんだよ、あ？」

　怒いかりを込こめて、拳こぶしを握にぎる。
















　と、指と指の隙すき間まから黒い瘴しよう気きが溢あふれ出した。

　これまでにないほど、みるみる力が湧わき上がるのを感じていた。




　　　　＊




　タクマとレン、ポチョは、屋上にサクラちゃんを残してグラウンドに降りた。

　手入れのされていないグラウンドは、少しの風で砂を舞まい上げ、視界を黄ばませる。

　その悪い視界のなか、タクマはレンに尋たずねる。

「なんで俺とサクラちゃんの居場所がわかった？　〈全知の眼ハイム・システム〉のＧＰＳは使えないはずだろ」

「〈全知の眼〉は欺あざむけても、六〇〇〇万もある英えい雄ゆうたちの能力までは欺けないようなのだ」

　レンはそう答えて、ポチョを一いち瞥べつした。

　ポチョの外観は西洋風の甲かつ冑ちゆうに似ていた。頭部は顔を隠かくすフルフェイスガードになっていて、目元に横線のような細い穴が開いている。

　その穴の内部が赤く光っている。

「ポチョノレーダー、アザムケナイ」とポチョが言う。

「なるほど、捜そう索さく系の能力スキルか」

「ソレダケジャナイ。武器モ充じゆう実じつ。Ｐ‐60Ｍファンネル起動」

　ポチョが間かん髪はつ入れずに言った。すると両肩の装そう甲こうがパカッと本体から分ぶん離りし、空中に浮かぶ。

　二つの楕だ円えん形の機構は、それぞれトンボのようなカクカクした動きで、空中を飛び回る。

　それは先せん端たんに開いた極ごく小しようの穴から、赤いレーザーを放つ。

　小型の機動砲ほう台だいだ。タクマを狙ねらっている。

「っ！　この──！」

　タクマはレーザーを避よける。レーザーは、タクマの背後の校舎に当たる。その傷きず跡あとを見る。壁へき面めんをいとも簡単に抉えぐっている。人間の腕うで一本くらいは簡単に切断するだろう威い力りよくだ。

　体勢を整え、ポチョに向き直る。

　その間にポチョは両腕をタクマに向かって伸のばしている。両手のひらをこちらに向けている。手のひらには大きな円形の穴が開いている。その両手の穴がキュインッと光った。ポチョが機械的に続ける。

「５４０オムバイト粒りゆう子し砲ほう──発射」

　さっきよりも遥はるかに太さのある光の帯が、タクマの眼前で射出された。

　──細いレーザーは誘ゆう導どうで、こっちが本命の攻こう撃げきか。そうタクマは理解する。

　避けることは？　可能だろう、今のタクマの速度であれば。

　しかし、背後には校舎がある。サクラちゃんがいる。先ほどよりも威力が高いだろうこのレーザーを避ければ、校舎が破は壊かいされる可能性が高い。屋上にいるサクラちゃんに被ひ害がいが及およぶかもしれない。

　コンマ一秒ほどの思考を経て、タクマは回かい避ひを捨てることにする。当初の予定通り、ポチョまでの距きよ離りを詰つめるために走る。

　──俺が敵に近づくほど、サクラちゃんの危険は少なくなる。

　タクマは眼前に迫せまるレーザーに対し、ストレートパンチで対たい抗こうする。その拳には、黒色の瘴気が籠こ手てのように纏まとわりついている。

　レーザーと拳、膨ぼう大だいなエネルギー同士の衝しよう突とつ。

　衝撃で空気が震ふるえる。

　舞い上がる黄色い砂。

　徐々に晴れてゆく。

　グラウンドには半球形の大穴が開いている。

　その真ん中で、タクマは傷ひとつ負っていない。学ランが少し汚よごれただけだ。

　レーザーとのぶつかり合いでも、タクマは競せり勝った。

　タクマが不敵に笑う。

「勝負は見えた。俺の勝ちだ」

「……プシュー」

　ポチョがたじろぎ、一歩退ひいた。全身から排気を吐はき出し、身体からだを冷れい却きやくモードに切り替かえているのがわかる。

「ていうか、サクラちゃんをまきこむような攻撃をするなって言ってんだろうがポンコツ！」

　タクマはその隙すきに跳とびかかり、ポチョまでの距離を一呼吸で詰める。

　しかし、そこに割り込む影かげがある。

「おっと、そうはいかないのだよ、ミスタータクマ」

　レンだ。身体が小さいため、死角からいつの間にかタクマの身体に絡からみついている。まるで軟なん体たい生物のようだ。

　急に現れたレンは、タクマの胸を右手のひとさし指でくりくりといじる。

「くあっ!?　なんだ、離はなれろ変態！」

「医い師し師しっ、タクマは恥はずかしがり屋さんなのだ。では望みどおりに離れてやるのだ──創生ジエネクト、大ピきーなスノフッルポ・のカ砂ウ時ン計ト」

　タクマが振ふり払はらおうとする動きに合わせてレンが離れる。そのとき同時に、左手に持っていたカードをかざした。

　レンが使ったのは〈神の創生ジエネシスカード〉。使い捨ての奇き跡せきを顕けん現げんする、ヴァルハラの特とく殊しゆアイテムだ。

　詠えい唱しよう直後、タクマとレンの間に頭上から降ってきたのは、高さ五メートルはある巨きよ大だいなガラス製の砂時計だった。

「物理攻撃か？　今さら、この程度、効くかよ！」

　その砂時計をタクマのストレートパンチで思い切り殴なぐった。

　しかし、砂時計は微び動どうだにしない。というか、まったくダメージが通らない。

「っ……!?」

　こんなことは初めてだった。タクマの攻撃力はヴァルハラ最強のはずだが──

　ズゥン、と着地した砂時計の向こうから、ひょっこりとレンが顔を覗のぞかせる。

「残念なのだ。この砂時計は一分間、『味方すべての物理攻撃力を〇にする代わり、敵の物理攻撃力もゼロにする』のだ」

「なに？」

　なるほど、凄すごい効果だ。でも。

「──そんなの、なんの意味もない。ただの時じ間かん稼かせぎだ」

「本当にそう思うかな？　いーや、違ちがうのだよ。なぜならきみは、既すでに爆ばく弾だんを抱かかえている──おやすみなさいアーメン」

　レンが両手をパンッと打ち鳴らして言うと同時、タクマの心臓がドクンと不自然に跳はねた。

「あん？」

　タクマを悪お寒かんが襲おそう。

　ふと自分の胸むな元もとに視線を落とすと、シャツの内側で、光がぼんやりと灯ともっているのに気づく。慌あわててシャツをはだけ、自分の胸を確かく認にんする。

　そこには、謎なぞの数字が、血管のように浮うかび上がっている。

〔00:57〕

「……ッ？」

　レンが合わせた両手を離し、ひらひらと振って言う。

「これがレンさまの能力スキル、〈鼓動の寝室デツドリズム〉。発動条件は、①自分の右手で相手の左胸に触ふれること、②自分の両手のひらを合わせて『おやすみなさいアーメン』と唱えること」

「！　だからさっき俺の胸に……」

「イエス。こう見えて、レンさまはただの変態じゃないのだよ──この能力スキルの効果は『一分後に相手の心臓を破は裂れつさせること』。相手は一〇秒ごとに心しん拍ぱく数すうが急きゆう上じよう昇しようする。六〇秒後には、心拍数は1200bpmを越こえて、どんな強固な肉体でも死に至る──まさに、きみのような体力馬ば鹿かを倒たおすには、都合のいい力なのだ」

「っ!!」

　タクマが目を見開くと同時、また心臓が大きく跳ねた。

　胸を見ると数字が減っている。

〔00:48〕

「さあ、残り四八秒。物理攻撃しか能のないきみは、どうする？」




　　　　２　レンブラントの視点：人類の可能性




　──相手は一〇秒ごとに心拍数が急上昇する。六〇秒後には1200bpmを越えて、どんな強固な肉体でも死に至る。

　レンがわざわざ、その情報をタクマに教えた理由は、二つあった。

　ひとつは、勝利のため。

　混乱、不安、怒いかり、そういった感情で興奮状態になれば心拍数の上昇に拍はく車しやがかかる。そうなれば、タイムリミットの一分を待たずに死に至る。そもそも1200bpmの半分の600bpmでも、普通の人間は意識を正常に保っていられない。

　もうひとつは、単純にレンの好みのためだ。

　教えないよりも教えた方が、タクマという人間の限界値を見られる気がしたから──研究者としての、趣しゆ味み嗜し好こうによるところ。

　レンは笑う。

「きみの身体能力は、おそらくヴァルハラでもトップクラス。野生の化物が生死の境で発揮するポテンシャルを、早くレンさまに見せてくれなのだ」

　それが世界最強の生物学者レナード・レンブラントの目的だった。

　彼女にとって戦せん闘とうなど、研究成果を得るための過程でしかない。

　しかし、それがいけなかった。

　追い詰められたタクマの眼光が黒く、化物の色を帯びる。

　レンを見み据すえて、言う。

「トップクラスじゃねえよ。俺はサクラちゃんを守るために、ダントツのトップじゃないといけねーんだよ」




　　　　３　感情のコントロール




〔00:39〕

　タクマの皮ひ膚ふから立ち昇のぼる黒い瘴しよう気きが急速に膨ぼう張ちようし、爆発した。火山の噴ふん煙えんのように辺りを黒く染める。

　ポチョは空中を浮ふ遊ゆうしていたファンネルを呼び戻もどし、肩かたではなく両手首に、腕うで輪わのように取りつけた。両手が通常の倍ほどのサイズに膨ふくれ上がって見える。そのまま両手のひらを、タクマの方へ構える。

「１０８０トランセル粒子砲──」

　手のひらに開いた穴に、これまでにないほど眩まばゆい、赤色のエネルギーが集まった。

　赤い光は球形を作り、膨張、膨張、膨張。

「発射」

　ポチョの発声とともに、標的に向かって一直線に伸びる。

　ただし、標的はタクマではなく、校舎の屋上にいるサクラちゃんだ。

　──彼女を狙うのが、攻撃をタクマに命中させるうえでもっとも効率的だ、とポチョの戦闘用ＡＩは結論づけていた。

　そして、タクマは物理攻撃力を失っている。先ほどのように打撃でこのレーザーを凌しのぐことは不可能。絶対に倒れる。

　しかし、その判断は、タクマを誘導するという意味では圧あつ倒とう的てきに正しいものの──タクマに勝つという意味では、悲劇的にまちがっていた。

「サクラちゃんに危害を加えるな、と言ったはずだ。三度目だ」

「ガ……？」

　その音声をポチョが認識したとき、ポチョがガクンとバランスを崩くずして右ひざをついた。タクマが背後からポチョの左足にしがみつき、それを後ろに掬すくい上げていた。

　ポチョは、背後から自分を腕ずくで押さえ込むタクマに言う。

「ナ……寝ね技わざデモカケルツモリカ？　残念ダガ、寝技・投ゲ技ヲ含ふくメ、柔じゆう術じゆつノ類たぐいモダメージハ無効化サレルゾ」

「だろうな。物理攻撃で倒せるつもりはねーよ」

「デハ、ナゼ──」

「お前ら、聞いてると俺の身体能力ばかりを怖こわがりすぎなんだよ──他ほかに、もっと気を配らなきゃならない力があるだろうが」

　ポチョの聴ちよう覚かく器官は、そのタクマの言葉を確かに認識した。しかし意味を理解する前に、ポチョは自分に迫る危機に気づき、戦せん慄りつする。

　目の前に、自分が先ほど放ったはずの超ちよう極ごく太ぶとレーザーが迫っていた。

　レーザーは一直線に伸のびたあと、移動するタクマに合わせて、不自然にカーブしていたのだ。おかしい。レーザーには追つい尾び機能なんて付いていないから、こんな動きをするはずがないのだが。

「ナッ!?　ナゼ──」

　タクマが、ポチョの背後にしっかり引っ付く形で、言う。

「『死線』。これが俺の、最大の武器だよ」

「ッ!?」

　正直、賭かけだった、とタクマは思う。

　サクラちゃんと一いつ緒しよにいるときには弱まっていたから、自信はなかった。

　けれど、これだけサクラちゃんから距きよ離りをとれば、きっとまた発動すると思っていた。

　やはり、『英えい雄ゆうが近くにいると発動する』という推測は当たっているようだった。

　レーザーがポチョに直ちよく撃げきする。ポチョの装そう甲こうが、凄すさまじい熱量によって焼かれる。

「ｒヴｋｈｖぶいｒん９[image: ]９ｑ３ｇｇｇ……ｄｊｍ……!!」

　要よう塞さいのような重装ロボットが、断だん末まつ魔まと呼ぶにも格好のつかない、壊こわれたラジオみたいなノイズを漏もらす。

「ｇｇ……ｇｇｄｇ…………………………」

　そして、機能を停止した。




〔00:31〕

　タクマの心臓が破裂するまで、長くて残り約三〇秒。

　そのとき、レンはポチョが機能停止する様を、距離を置いたところから見ていた。

「なるほど……下へ手たな攻こう撃げきは、逆に利用されるわけだね。ならば、このまま終わりまで守りに徹てつすればいいだけなのだよ」

　それに、ポチョの脇わきに立ったタクマは一いつ瞬しゆんでレンのもとまで移動し、言う。

「パートナーが全焼してるってのにずいぶんと冷静だな」

　タクマがレンの胸ぐらを摑つかんでいる。

　レンはその速度に、わずかに驚おどろき、目を見開いた。

　が、すぐに余よ裕ゆうの薄うすら笑いを浮かべる。

「いや……強がっても、きみの心拍数はおそらく既に600bpmを越えている。通常の人間であればまともな状態ではない。もう心臓は限界に近いはずなのだ」

　実際、タクマの額に浮かぶ脂あぶら汗あせは尋じん常じようではない量だった。顔も上気している。

「それでも、『死線』があれば、俺が手を下くださずともお前は『まきこまれて』ダメージを受ける」

　タクマが言った。見計らったように、倒れているポチョの身体からだが燃え上がる。その炎ほのおは、ポチョから流れ出たオイルに引火し、タクマとレンのもとまで迫せまってくる。

「……なるほど。なにもせずにいても、だめというわけなのだね」

「そういうことだ」

「なら、やっぱり力ずくできみを負かす方がよさそうなのだ──創生、解除」

　レンが言うと、先ほどの砂時計が光の粒つぶとなって消えた。

　──あえて、物理攻撃無効化のカードを解除した？

　タクマがそれに目を奪うばわれている間に、レンは左手でタクマの右胸に触れていた。

　そして、両手をまたパンッと打ち鳴らす。

「いただきますアーメン、〈孤独の食堂カニバリズム〉」

「な？」

「レンさまの二つ目の能力スキル──というと、語ご弊へいがあるかな。本当は、こちらがレンさまの本当の能力なのだ。『他人の能力をコピーする能力』」

　言って、レンがタクマの腕を強く摑む。その力は、幼女のものとは思えないほどに強化されている。タクマは、自分の肉と骨が軋きしむ激痛を感じた。

「がっ……!?」

「医い師し師し！　タクマの身体能力をそのままコピーさせてもらったのだ。きみは〈鼓動の寝室デツドリズム〉によりバッドコンディションにある。同じ身体能力なら、レンさまの勝ちにまちがいないのだ」

　タクマは驚く。

　なるほど、すっかり油断していた。

　能力が二つ──いや、英雄の能力は基本的にひとりひとつだから、ひとつ目の能力はきっと誰だれかから盗ぬすんだものだったのだろう。その発想はなかった。

　しかし、それでもタクマは、不敵に笑う。

「まちがいない？　いいや、お前らは最初からまちがってるよ」

「ん？　それは、どういう──」

「お前らは初めから勘かん違ちがいしてる。俺を相手にするなら、他にもっと気を配らなきゃならない力があるって言ってるだろ──本当は、それは身体能力でも死線でもない。もっとシンプルな力だ」

　──物理攻撃無効化を解除してくれるとは、予想していなかったが、好都合だ。

　タクマはレンの手を振ふり払はらった。

　さらなる怪かい力りきで再び彼女の胸むなぐらを摑み、身体を持ち上げる。

　短い脚あしをばたばたさせながら、レンが叫さけぶ。

「なっ!?　どうして……身体能力は完全に同じのはず！」

「ああ、そうだろうな。身体能力は、完全に同じのはずだ。だから、俺とお前の間に差があるとすれば、それはたったひとつ──恋の力ラヴパワーだ」

「はあ!?」

　レンが裏返った声で叫んだ。

　それをタクマは無視して、マッハに近い速度でレンの身体を地面に叩たたきつける。

　首を締しめ上げて、レンの意識を刈かり取る。

「かはっ……！」

　と、短く息を吐はいたのを最後に、レンは動かなくなった。

　タクマは、白目をむいたロリ博士に、至って真ま面じ目めな顔で言ってのける。

「サクラちゃんを危険に晒さらした時点で、お前らは俺に負けることが確定してたんだよ。これは絶対的なルールだ。覚えとけ」




　　　　＊




　怒いかりを帯びれば帯びるほど、力が湧わいてくる。

　タクマはふと、デジタルウィンドウに表示されているドキドキポイントを見る。

　七九ＤＰ。

　まちがいなく、この戦せん闘とうの間に増えていた。

　ＤＰは興奮状態を測るものだとサクラちゃんは言った。レンの能力によって心しん拍ぱく数すうを上じよう昇しようさせられたことも、興奮状態としてカウントされたのだろう。

　それに、単純に、緊きん張ちようや怒りも興奮状態に変わりはない。

　タクマの感情の昂たかぶりを力に変え、制せい御ぎよするためのアイテムだという四つ葉のクローバーのペンダントを見る。

　……三つ目の葉っぱが黒くなっている。

　タクマの戦闘力は、サクラちゃんの工作によって確実に、そして急速に上昇している。

　タクマは、校舎の屋上に目をやる。

　サクラちゃんが、優やさしい微笑ほほえみをこちらに向けて、言う。

「おつかれさま、大英えい雄ゆうタクマくん」




　　　　４　報告を受けて




　一方、ここはヴァルハイル神しん殿でんの会議室。

　乳白色の壁かべに囲まれた大部屋には、壁一面を利用したデジタルスクリーンが設けられている。

　そこにはポチョムキンに内蔵されたカメラから送られてきた映像が流れている。

　レンブラント＆ポチョムキンvsタクマの戦闘記録だ。

　──オーディンが、あの二人から『タクマの居場所を突つき止めた』と連れん絡らくを受けたのは、つい三〇分ほど前だ。その直後に、彼女らは勝手に戦闘を挑いどんでいた。きっと、はやる気持ちを抑おさえられなかったのだろう。英雄というのはえてして、身勝手だ。

　もう少しこちらの指示を待っていてくれれば、戦乙女ヴアルキユーレと英雄たちで態勢を整えられたのに、と思わずにいられない。

　しかも、まさかこうも圧あつ倒とう的てきな敗北を喫きつするとは……

　オーディンは眉み間けんを押さえる。

「さすがに驚かされるな。遠えん隔かく攻こう撃げきを得意とする〈不ふ沈ちん要よう塞さい〉ポチョムキンと、トリッキーな戦術を得意とする〈白衣の死神〉レンブラント──近接パワータイプのタクマ相手には有利なはずの二人だったが、血の一いつ滴てきすら流させられぬとはな」

　そもそも七星勇グランシヤリオに一対二で勝つ、というだけで驚きよう愕がくだった。

　七星勇は、そのＢＰ値に多少の差はあるにせよ、ほぼ同程度の強さであると、一いつ般ぱんには認にん識しきされている。だからこそ均きん衡こうが生まれ、戦い合わない状態が続いており、誰も一〇〇〇〇〇〇ＢＰに至ることがないのだ、と。

　会議室の椅い子すには、オーディンの他ほかにも白い髪かみの少年が座っている。

　その少年が言う。

「タクマに、そういった常識は通用しない。あいつは他の英雄と同じ物差しでは測れない」

「うむ、重々知っているつもりだったのだがな」

「次はオレが行く」

　白い少年、アッシュが席を立った。

　オーディンは顔を上げる。その小こ柄がらな少年を見て、うなずく。

「そうか、そうだな。ではアッシュの出撃は確定で──」

　しかし、その言葉を遮さえぎるように、慌あわててもう一人、英雄が立ち上がる。

「い、いえ、待ってくださいませ！　アッシュよりも先にわたくしが行きますわ！」

　アッシュの隣となりに座っていた、和服の似合う、黒くろ髪かみロングの美少女だった。

　それにアッシュは、せっかくやる気モードのところを邪じや魔まされて、不ふ機き嫌げんそうな顔をする。

　ジト目で少女を睨にらんで、尋たずねる。

「……誰だ貴様？」

「はあ!?　なっ、この前は普ふ通つうに覚えていたじゃありませんの！　カトレアですわよ！　七星勇に返り咲ざいたカトレア・カルラ！」

「知らん」

　スタスタ、とアッシュが会議室の扉とびらに向かう。

「ままま待ちなさいませ！　タクマが関かかわっているのなら、わたくしが行かない理由がありませんわ！」

「手出しをするな。タクマとオレは宿敵ライバルだ。一対一で決着をつける」

「それをいうなら、わたくしだって、タクマとはまだ再戦の約束を果たしていませんわ！」

「ん、約束？　なんだと貴様、そんな約束をあいつとしたのか？」

「ええ、しましたわ！　ふふん、どうです羨うらやましいでしょう？　わたくしの方がタクマに再戦を求められているということですわ！」

「ぐぬ、なんだと……！」

　アッシュとカトレアが会議室の出口手前でいがみあっている様子を、オーディンは遠くから見て溜ため息をついた。

「いや、盛り上がっておるところ悪いんだが、どっちが行くかとかじゃないからな……？　二人一組で戦えっていうルールだからな？」

　こうして、アッシュとカトレア、二人での出撃が確定した。

　会議室から出ていく二人の背中を見送りながら、オーディンはひとり呟つぶやく。

「……できれば、念のためにユリウスにも同行してもらいたかったのだがな」

　残るひとりの七星勇、ユリウスは、いつのまにか姿を消し、連絡も取れなくなっていた。一応【音声通信モード】でのコールはできるのだが、あちらが意図的に受話しないでいるようだった。

　まちがいなく七星勇の中でも最強である彼女は、七星勇一、気まぐれなことで知られているから、なにを考えているのかわからない。

　状じよう況きようは芳かんばしくないな、とオーディンは思う。




　　　　５　底辺のあがき




　烏う合ごう寮りよう、というボロ寮がある。

　タクマとユーナふくむレギオン《零落の王ギルガミス》のホームである。

　そのリビングにあるボロソファに深く座って、ユーナは愚ぐ痴ちをこぼす。

「まったくもって不服だわ。私だけ仲間外れだなんて」

　ユーナは七星勇ではないので、タクマ捜そう索さくチームから外されている。ヴァルハイル神殿で行われているであろう、報告会と作戦会議にも呼ばれていない。

　とはいえ別に、オーディンが薄はく情じようだからというのではない。

　むしろ、ユーナの身に危険が及およばないように、との配はい慮りよだった。

　でも。

　──それってつまり、足手まといってことでしょう？

　ユーナは不機嫌そうに唇くちびるを尖とがらせる。

「なんとかタクマくんのところへ向かう方法はないのかしら……」

　ソファに倒たおれ込み、クッションにぽふんっと顔をうずめた。

　そこへ、ダイニングの卓で一いつ升しよう瓶びんを呷あおっていた、赤髪のおじさんが言う。

「おいお嬢じようちゃん、あんまり自分ひとりで抱かかえ込むなよ？　いざとなればオレたちも使ってくれよな。大して役に立たないかもしれねーけどさ」

　おじさんの隣に座っていた前髪の長い少女も頷うなずく。スマートフォン型デバイスに文字を入力する。

『同意。ぼくも手伝う。タクマの料理を食べられなくなるのは困る』

「ギンジョー、ニトちゃん……」

　飲んだくれの英雄、ギンジョー。

　引きこもりの英雄、ニト。

　戦闘は苦手だと言っているが（というか英雄のくせに、今までに一度しか試合をしたことはないのだが）、そのポテンシャルは実は高い、とユーナが密ひそかに思っている二人である。

「ありがとう。そう言ってくれるのは嬉うれしいわ。けれど、具体的にどうするかよね。私たちの能力では、タクマくんを見つけることもできないし」

　と、ふいに。

　ばん、どたどたどた！　と。

　玄げん関かんが開いて、傷いたんだ廊ろう下かを歩く音。

「ただいま！　お待たせしましたー☆」

　しばらく外へ出かけていたピリカが戻もどってきたのだった。

「ピリカ。どこに行っていたの？」

　訊ききながら、ユーナは見た。

　ピリカの手にはカードの束がある。

　数十枚……いや、数百枚はあるだろう。

　しかも、すべてのカードが、金の箔はく押おしだったり、ホログラム加工だったりでとても高価そうだ。

「──ってピリカ!?　あなた、せっかく貯たまったお金をまた無む駄だ遣づかいしたんじゃあ！」

　ピリカには、そういう癖くせがある。

　いわゆるゲテモノと呼ばれる商品を買いあさり、そのせいで散財する。

　いつもはそのことをユーナに責められると、口笛を吹ふきながら目を逸そらすのだが……

　しかし、このときは違ちがった。

　ピリカは、きょとん、とユーナの目をまっすぐ見つめる。

「無駄遣い？　違いますよー」

「え？」

「これらの〈神の創生ジエネシスカード〉はすべてレア、スーパーレア、ウルトラレアカードです。使った金額は数百万ヴェムを越こえています。でも、安い買い物だったとわたしは思っています」

　ピリカは満面の笑みで、何の後こう悔かいもなさそうに言う。

「わたしたちの大切なタクマさんを取り戻すために、どう活用できるか考えましょう」




〈神の創生カード〉ならば、タクマの位置を特定できるかもしれない。

〈神の創生カード〉ならば、タクマを連れ戻せるかもしれない。

　そういう算段だった。

　ユーナは目を丸くして、ピリカを見る。

　幼い少女ながら、目的のためなら思い切った行動に出られる──なにが一番大事かをちゃんとわかっていて軸じくのぶれないピリカを、ユーナは素す直なおに尊敬していた。……普ふ段だんはそんな内心を表に出さないが。

　ともあれ、一番尊敬すべき点は、それほどまでに『英雄たちに尽つくせる』という性格だ。

　ピリカは、自分の給きゆう与よを削けずってニトやギンジョーの生活費に充あてていた時期もある。

　そんなこと、普通はできない。

　献けん身しん的すぎる。

　ユーナがソファの背もたれに身体からだを預け、言う。

「そういえば、ピリカがどうして私たちをスカウトしたのか、聞いたことってなかったわね？」

　戦乙女ヴアルキユーレは英雄をヴァルハラにスカウトしてくる役目を持っている。

　スカウトする英雄を誰だれにするかは、ある程度戦乙女に委ゆだねられている場合が多い。

　そのため、戦乙女の性格が反映されたメンバーになりやすい。攻こう撃げき力過多だったり、偵てい察さつ系能力スキルばかり揃そろっていたり。

　中でも、タクマも所属しているピリカのレギオン《零落の王ギルガミス》は、特とく殊しゆだ。

　全員が能力に『枷かせ』を持っている。

「──感情の昂たかぶりによって力を制せい御ぎよできなくなる、他のレギオンでは欠けつ陥かん品扱あつかいされるような私たちを、あえて引っ張ってきたのには思おも惑わくがあるんでしょう？」

　ピリカは、ぽりぽりと頰ほおをかく。

「うーん、思惑ってほど大それたものでもないんですけどねえ。ただの、ささやかな反はん抗こうですよ」

「反抗？」

「わたしが戦乙女になった初日、上司である総隊長フレイヤさんは、神しん殿でんに集まった新人戦乙女たちに厳しく明言しました。『英雄の役目は、この世界の救世主となること』『英雄はそのために望まれ、生まれた』。英雄の葛かつ藤とう、英雄の弱み、英雄の呪のろい……そんなものを大衆は求めないのだと。必要なのは、皆みなの不安を拭ぬぐい去ってくれるほど絶対的な力と、不ふ屈くつの精神力だと」

「英雄なんだから、それで正しいんじゃない？」

　圧あつ倒とう的てきカリスマ性に引かれる民衆は多い。

　もちろんそれが唯ゆい一いつの正解とは言わないが、納なつ得とくできる考え方だ。

「でも、わたしは疑問に思ったんです。もしそれが本当なら、英雄さんたちのことは、誰が救ってくれるんだろうって。英雄さんも人である以上、完かん璧ぺきではいられない。英雄さんを救う『役』だって必要だろう。わたしは、そういうお仕事がしたいと思ったんです」

「つまり、私たちは『救いを求めてそう』だったからスカウトされたってこと？」

「はい☆」

　悪びれもせずはっきりと言ってのけるピリカに、ユーナは苦く笑しようする。

　──私は、そんなに弱そうに見えたのだろうか？

　まぁ、確かにピリカにスカウトされたタイミングでは、兄のことで心が折れそうになっていたけれど。

「まさかピリカに同情されるなんてね」

「同情じゃありませんよ。救いを求める人の気持ちは、救いを求めている人にしかわからない。だから、弱い英雄のほうが救世主としては強い。わたしは、わたしのなかで最強だと思える英雄さんたちをスカウトしただけですよ」

　優やさしさに満ちた言葉だった。

「……ピリカ」

　ユーナは少しだけ瞳ひとみを潤うるませ、微笑ほほえんだ。やはり、ピリカはいい子だなあと思う。

　そんなピリカが続ける。

「よって、わたしは、そんな英雄さんたちに頑がん張ばっていただくために、衣い装しように凝こるのも必要なことだと考えているのですよ、うん」

　そう言って、ピリカは背中の後ろに隠かくしていたバニーガールのコスチュームを取り出した。

　………………ん？　なんだこれは??

　ユーナは呆あつ気けにとられる。
















　コスチュームは、数えれば三着。ちょうどピリカ、ユーナ、ニトのサイズのものがある。

　ユーナは嫌いやな予感がして、尋たずねる。

「え？　ちょっと待ってピリカ、今なんて？　衣装？　あなたまさか、カードだけじゃなくこんなものにお金を遣ったんじゃないでしょうね」

　ピリカは答えない。目を合わせない。

　冷ひや汗あせをかいている。

　ひゅーるるる、と口をとがらせて息を吹いているが口笛になっていない。

　ユーナはすべてを悟さとった。

　──やはり、この子はどうしようもなくアホだ。

　ジト目でそっと二丁拳けん銃じゆうを腰こしから引き抜ぬいて、言う。

「……………………断罪ギルテイ」

「違います色いろ仕じ掛かけでタクマさんを引き戻す作戦をお助けぇええええええ！」

　ボロ寮りように戦乙女の悲鳴が木霊こだました。




　　　　６　ロードムービー




　校舎の一階から出てくるサクラちゃんに、タクマは困ったような顔で尋ねる。

「サクラちゃんは、世界を消去する『最さい凶きようの敵』を倒たおしたいと考えている。そのためには俺の力が必要で、俺のドキドキポイントを高めるために、しばらくデートを続けないといけない──でも、この件については、七星勇グランシヤリオやオーディンに相談していない。ていうか、できない、という認にん識しきでいいのか？」

　サクラちゃんは申し訳なさそうに頷うなずく。

「うん。どうしても、タクマくん以外の人には説明できないんだ」

「…………」

　──こうして会って話してみると、やっぱり、サクラちゃんが悪者には思えない。

　タクマは答える。

「そっか。いや、まぁそれ自体は問題ない。きっとサクラちゃんにも事情があるんだろうし」

「ありがとう」

　彼女の微び笑しように、タクマは気き恥はずかしくなって頭をかき、続ける。

「ただ、それじゃあ、ここから移動しないとな。ポチョとレンに居場所がバレているということは、他の七星勇や戦乙女、オーディンにも、すぐに伝わる可能性が高い。また襲おそわれる」

「うん、そうだね。時間的にも、ちょうどいいよ」

「ちょうどいい？」

「もう下校時間だし、デートの続きをしよう？」

「っ……！」

　デート。

　自分でも言っておいてなんだが、サクラちゃんの口から、そう誘さそわれると、やはりちょっとたじろいでしまう。

　サクラちゃんから目を逸そらすように遠景を見れば、夕日が水平線に沈しずんでいくところだった。海面がきらきらと光り、先ほどまでの戦いが噓うそのように、平和だ。

　タクマはちょっとどきどきしている胸を押さえて、訊きく。

「デートか……じゃあ、次はどこに行く？」

　タクマの質問に、サクラちゃんは優しく微笑みを返す。

「見せたいものがあるの。ついてきて」

　サクラちゃんが空中に手を翳かざすと、目の前に転移ゲートが現れた。

　──サクラちゃんは、当たり前のように、転移ゲートを使っている。〈全知の眼ハイム・システム〉がクラッキングされている今、それができるのはこの世界でただひとりのはずだ。

　──やはり、今回の一件の、黒幕はサクラちゃんか。

（もしサクラちゃんが黒幕だとするなら……なおさら、俺はサクラちゃんから離はなれられないな）

　とにかく現状は、サクラちゃんに関する情報が少なすぎるのだ。

　彼女が言う『最凶の敵』とは何なのか、世界の消去とは何なのか、サクラちゃんはどうしてそんなことを知っているのか、どうしてこんな超ちよう常じよう的てきな力を持っているのか──詳くわしく知るまで、彼女の傍そばにいなければならない。そしてもちろん、彼女に危害が加えられるなら、それらから彼女を守る必要もある。

　タクマが考えていると、サクラちゃんが横目に声をかけてくる。

「タクマくん、どうしたの？」

「あ、いや」

「ほら、行こう」

「うん」

　ゲートの中に入っていく彼女に続き、タクマもいそいそと足を踏ふみ入れる。




　　　　＊




　今度は一転して屋内だった。

　人はいないし、全然知らない建物だ。

　けれど、そこがどういう場所かはすぐに理解できた。

　映画館の入り口だ。

「貸切だね」

　というサクラちゃんのあとについて、タクマは絨じゆう毯たんの上を歩く。

　受付のいないカウンターがある。

　そのカウンターの上に、チケットが二枚置いてある。それをサクラちゃんが手に取り、一枚をタクマに渡わたす。タクマは受け取って、タイトルを確認する。

『世界でもっとも正しい英えい雄ゆう譚たん』とある。

　……ちょっと、期待していたのとは違ちがった。ラブロマンスじゃないのか。

　これが、サクラちゃんが見せたかったものだろうか？

　店員のいない売店に入り、キャラメルポップコーンとミネラルウォーターを取る。お金はレジの横に置いておく。

　チケットを切る係の人がいないので、そのまま先に進む。

　いつも思うのだけれど、映画館の廊ろう下かは迷めい路ろみたいだ。

　でも、不安や恐きよう怖ふはない。

　常にわくわくだけがある。

　不思議な場所……非日常的な空間だと思う。

　そうして、突つき当たりの部屋に入った。

　数百人は収容できそうな館内に、人はタクマとサクラちゃんしかいない。二人は部屋の中央、少し後ろの席に隣となり合って座った。

　タクマは肘ひじかけに手を載のせようとして、あまりにサクラちゃんとの距きよ離りが近いことに気づいた。シートは充じゆう分ぶんに座り心地ごこちがいいはずなのに、まったくリラックスできない。

　管理者はいなそうだったけれど、それでも自動なのだろうか、やがて部屋の照明が暗くなった。いよいよ始まるらしい。

　予告編はない。

　配給会社の名前も出ない。

　スタッフの名前は出たけれど、異国の、見たことのない文字だった。でも〈全知の眼〉のおかげなのか、不思議と読むことができた。

　本編が始まる。最初のシーンは、長い金きん髪ぱつを結ゆった精せい悍かんな青年が、背後から別の男性に刺さされる、という情景だった。

　二時間ほどの映画で、ストーリーは、タイトルのとおり英雄譚。

　時代背景は中世ヨーロッパに近い。ある国で革命の気運が高まるなか、仕立て屋出身の青年が数すう奇きなめぐりあわせによって、革命軍のリーダーに押し上げられていく。さまざまな登場人物の思おも惑わくが絡からみ合って事件を起こし、最後は冒ぼう頭とうのシーンに戻もどってきて終わる。

　おそらく、一いつ般ぱん的てきにいうハッピーエンドではない。

　でも、バッドエンドともいえない。

　各キャラクターの行動について充分な説明がされていないため、視し聴ちよう者によって異なる受け取り方ができるし、誰だれの視点に立って見るかで感じるものも変わってくる、そういう映画だった。

　まとめると、「内容は面おも白しろいが、初デートで観みる作品ではないな」というのがタクマの感想だった。

　映画のエンドロールが流れ終わって、音も光もほとんどない、真っ暗な数秒間ができた。

　タクマはサクラちゃんを横目で一いち瞥べつする。当然、暗闇のせいで表情は見えなかった。

　じんわりと明かりが戻ると、サクラちゃんが言った。

「よかったね」

「ああ。劇的ではあった」

「行こっか」

「うん」

　短く言葉を交かわして、二人は席を立った。

　絨毯の敷しかれた長い廊下を歩きながら、サクラちゃんが言う。

「『人が人を従えるために必要なもの。それは、充分な畏い怖ふと少量の救いだ』」

　それが映画内の台詞せりふの引用だとは、すぐに気づいた。

「あ、あの台詞、気になってたんだ。実際の偉い人じんの言葉なのか？」

「さあ、どうだったかな。でも説得力はあるよね」

「まあ、そうかな」

　タクマはサクラちゃんの横に並び、その表情をまた一瞥する。いつもどおりの、やんわりとした微び笑しようがあるだけだ。

　サクラちゃんが言う。

「さ、急ごう。時間がない」

　彼女は早くドキドキポイントを上げたいと考えているのだろう。それはきっと本当だ。

　でも。

　だとしたらサクラちゃんが何を思って、映画をタクマに見せたのかわからない。少なくとも、ＤＰを上げる目的には則していないように思う。暗くら闇やみで、手を繫つなぐ、というようなシチュエーションになる映画でもなかったから、興奮する要素もない。

　だから、タクマは思う。

　このデートは、ひょっとすると本当の目的ではないのかもしれない、と。

　彼女は、こうして時間を潰つぶすことで、他ほかの何かを待っているのではないか、と。




　　　　７　消しゴムのように




　オーディンは、タクマの奪だつ還かんに向かったアッシュとカトレアを見送ったあと、神しん殿でんのバルコニーから眼下の景色を眺ながめていた。

　特とく殊しゆな遠とお見みスコープのおかげで、ヴァルハラの主要都市群が一望できるその場所で、オーディンはふと異変に気づく。

「使徒の勢いが少し、弱まったか……？」

　先ほどまでは、都市を襲う使徒の軍勢と、都市を守ろうとする英雄の軍勢が激しい攻こう防ぼうを繰くり広げていた。しかし、今になって使徒が退ひき始める。

　それだけであれば、朗報だ。

　しかし、使徒の衰すい勢せいに合わせて各都市の空中に、黒色の球体が現れた。

「む、なんだ、あれは……」

　見たこともない球体は、雲を吸い込む。

　光を吸い込む。

　空を吸い込む。

　ひととおり吸い込み終わると、今度は都市の中でもっとも近く、もっとも高く、もっとも装そう飾しよくの凝こった建物から順番に、ゆっくりゆっくりと吸い込んでゆく。

　警けい戒かいと確かく認にんのために近づいた戦乙女ヴアルキユーレが見えた──鎧よろいのデザインからして、きっと今年度から配属された新入りだろう。あんな新入りですら最前線にかりださなければならないほど、最近の状じよう況きようは異常だ。オーディンは内心、彼女らに申し訳ないと思っていた。

　その戦乙女も、球体に吸い込まれる。

　スコープのレンズ越ごしに、彼女の驚きよう愕がくと恐怖に歪ゆがんだ顔が見えた。

　吸い込まれた先は深い黒色で、もうその先は見えない。

　闇だ。

　なにもない。

　オーディンは思わずスコープから顔を離し、青ざめる。

「おい、待て……何だというのだ!?　次から次へと、この世界には何が起こっているのだ……！」

　もはや、たかが神でしかない自分の手に負える事態ではない、とオーディンは薄うす々うす勘かんづいていた。

　そのとき、オーディンの頭をよぎったのは、たかが英雄でしかないはずの少年のことだった。彼は一英雄でありながら、主神オーディンの防ぼう護ご壁へきを打ち破りかねないポテンシャルを秘ひめていた。

　確証はないが、彼ならこの状況を打破してくれるのではないか、と。

　オーディンは、自身の肩かた書がきも忘れて、神にも縋すがる思いだった。

「──頼たのむ。早く帰ってこい、タクマ！」

　小さな両手をぎゅっと握にぎり込んだ。




　　　　８　世界のルール




　映画館の出口に転移ゲートがあった。

　それをくぐると、今度は森の中だった。今日はいろんなところを回る日だ。か弱い少女であるはずの、サクラちゃんの体力がもつのか心配だ。

「映画の次はピクニック？　でも弁当はさっき食べちゃったよな」

　タクマが言うと、サクラちゃんは、

「ピクニックってほどお気楽にはならないかも」

　などと意味深げなことを言う。

　サクラちゃんが見せたかったものは、すぐあとに見つかった。

　森を抜ぬけた先に、それはあった。

　いや。

　それは『なかった』という方が正しいだろう。

　森の途と中ちゆうで、あらゆる存在が途絶えていた。道も、木も、草も石も光も、きっと大気も、そこには存在していなかった。

　ただ球形に、くりぬかれたように『黒色』だけがある。

　──『なにもない』だけがある。

　あえて例えるなら、ブラックホールに似ているだろうか。これほど常識外の現象は、さすがのタクマも見たことがない。理解不能だった。

「これは……？」

　つい指先で『なにもない』部分に触ふれようとするタクマに、サクラちゃんが叫さけぶ。

「だめ！」

「え？」

「そこに触れると、君がなくなっちゃうよ。だから、絶対にだめ。口で伝えるより、見てもらった方が早いから、危険だけどついてきてもらったんだよ」

「なくなるってのは……？」

「これが世界の消去機能、『なにもない球デリートボール』。この世界は、一定期間ごとに自らのあらゆる情報を初期化する。そういうルールを持っているの」

　世界の消去。

　前にも、サクラちゃんはその言い回しをした。

　意味はわからない。

「簡単なことだよ。この世には六〇〇〇万もの異世界が枝葉のごとく広がっているけれど、その情報量は莫ばく大だいなの。しかも、情報は常に、時間の積み重ねによって増大し続けている。だから、なんらかの処置を行わなければキャパシティオーバーを起こしてしまう。そのキャパオーバーを防ぐために、世界には、定期的な初期化機能がある」

「それが、この球？」

「そう。世界は、これまでに何百回、何千回も初期化されている。そのたびにすべての人々、あらゆる物質、神も戦乙女も英えい雄ゆうも無に帰す。その後、創つくり直される」

「創り直される……」

　タクマは眉み間けんに皺しわを寄せた。

「想像しづらいと思うけどね」

「いや……でも、理解はできる」

　もちろん細かな構造は理解不能だが、意味だけならわかる。

　そもそもヴァルハラの景観や住人たちは、オーディンの手によって作られたと聞いている。それだけでも充じゆう分ぶんにぶっとんだ話だ。フィクションじみている。

　同じように、世界が何度も生まれ変わっている、ということも有り得うるのだろう。漫まん画がやアニメで、ループもの、と呼ばれるジャンルのように。

　この世界では、なんだってありだ。そんなことはもうわかっているし、それらの複雑な事情のすべてを理解できるつもりなんて、タクマにはない。

　でも──理解できなくても、それでいいのだ。

　今までと同じように、ただ願いを叶かなえるために、最適な動きをするだけだから。

　なにも今さら、戸と惑まどうことではない。

「初期化と再創造──このループを発動させているのは、世界のマザーシステム〈全知の眼ハイム・システム〉。前回の世界についての情報は、あらゆる生命体の記き憶おくに残らない。唯ゆい一いつ、〈全知の眼〉の記憶領域にだけログとして残る」

「突とつ拍ぴよう子しもない話だ」

「うん、でも事実なの」

「サクラちゃんが言うことだ。疑うつもりはないよ」

　ただ、ひとつだけ、考えると不自然なことがある。

　サクラちゃんは、なぜその事実を知っているのか？

　タクマは、つい口にする。

「サクラちゃん。きみはいったい何者なんだ？」

　神であるオーディンですら『我が生まれたとき、気がつけばこの世界はあった』と、かつて言っていた。であれば情報の初期化という、神ですら知らない重要な情報を、サクラちゃんが知っているのは不自然だ。

　タクマの知っているサクラちゃんは、普ふ通つうの女の子のはずなのに。

　いや、やはり違ちがうのか。

　システムそのもの？

　サクラちゃんは答える。

「私だけは例外なんだよ。初期化前の、世界の記憶を維い持じしたまま、今の世界にやってきてるから」

「なんで」

　サクラちゃんは、また微び笑しようを浮うかべる。このときばかりは優やさしいそれではなく、困ったように不器用な笑えみだった。

「そうだね。それを話すためにも、私は君を連れ出したんだ──私の話を聞いてくれる？　これは私とあなたの、定められた運命ルールの話だよ」

　そうして、サクラちゃんはぽつりぽつりと話し始める。

　──このときタクマが耳を塞ふさいで目を背そむけていれば、厄やつ介かいごとにまきこまれず、もう少しの間、ラブコメみたいに幸せな夢を見続けていられたのかもしれない。でも、サクラちゃんの声は子こ守もり歌うたのように穏おだやかで、タクマは耳を傾かたむけずにはいられなかった。

　滅めつ多たなことでは戸惑わない、という自信はあったのだが、まさかその滅多なことを聞かされるとは思わなかった。




　　　　＊




　まとめると、タクマはサクラちゃんと絶対に結ばれない、という話だ。

　それ自体は聞き飽あきたルールだが、サクラちゃんの説明は、もっと詳しよう細さいに踏ふみ込んでいた。

　──初期化される以前、現在から見てひとつ前の時じ間かん軸じくにも『まきこまれ世界』はあった。そこには、ひとりの英雄がいた。

　ただし、英雄とはタクマではない。

　その名は、サクラ。

　与あたえられた役割は、この世界に災さい厄やくをもたらす化物を倒たおすこと。

　一方、英雄に敵対する使徒──化物も存在していた、

　その名は、タクマ。

　タクマは、自身の能力『まきこみ体質』によって、あらゆるものを破は壊かいし尽つくす強大な悪だという。

　──サクラが英雄で、タクマが敵。

　──サクラが正義で、タクマが悪。

　タクマは思わず尋たずねる。

「え？　俺が英雄じゃないってこと？」

「そう」

「いやいやいや、でも俺は現に『まきこまれ体質』を持った英雄で──」

「違うんだよ。タクマくんは『まきこまれ体質』じゃなく、周囲を『まきこむ体質』なの。『まきこまれ』ていたのは、私の方」

「ん…………？」

「思い返せば、そうだと思わない？　だって、いつも怪け我がをするのはタクマくんじゃなく、周りの誰だれかなんだから」

　タクマは、その言葉を上う手まく受け入れられない。

　けれど、なぜだか背中に汗あせが滲にじみはじめていた。

　──ずっと思っていた。

　自分の力は、まわりに迷めい惑わくをかける。

　サクラちゃんに迷惑をかける。

　思い返せば、サクラちゃんがいるはずの旧世界を捨ててヴァルハラに来る決断をした理由の一つも、これ以上、サクラちゃんを『まきこまない』ためだ。

「え、っと…………」

「だから、私は世界を救う英雄として、世界を災厄にまきこむ君を、倒さなければならなかったんだよ」

「…………」タクマは、つい身構える。

「一世代前の世界においては、そういう運命だったの。私とタクマくんの間には、今みたいな親しい関係はなかった。だから私は英雄として容よう赦しやなく、世界の敵であるタクマくんを倒し、世界を救った──そして私は世界救済の偉い業ぎようを認められ、ヴァルハラに召しよう喚かんされた」

　英雄として、タクマじゃなく、サクラがだ。

　やがて英雄大戦を順調に勝ち上がったサクラは、一〇〇〇〇〇〇ＢＰを獲かく得とく。

　英雄サイドの代表として使徒サイドの代表と戦うことになる。これが、『初期化』される前の──一世代前の世界で起こった、最終決戦『プレ・ラグナロク』だという。

「プレ・ラグナロクに勝利したことで、私には願いを叶えるチャンスが訪おとずれた。でも、このシステムの問題点は、その『願いを叶えるタイミング』にあるの──勝利の直後、世界が初期化されると同時に私の記憶もすべて初期化されるから、私は『どんな願いを叶えるために戦っていたのか』を忘れてしまっているわけ。そんな状態で、私はシステムから、『願いは何だ？』と質問を受けることになった」




　　　　９　回想：勝者の景色




　プレ・ラグナロクに勝利したあと。

　気づけば、サクラには肉体がなかった。ただ自らの意識が、まっさらな空間を漂ただよっているだけの状態だった。

　そこは透とう明めいの世界だった。

　空も大地も海もない。

　光もなく闇やみもない。

　右と左がなく、上と下もない。

　その場所でサクラは、何者かに伝えられる。頭の中に直接語りかけられるように。

「おめでとうございます。あなたが勝者です」

「勝者？」

　このときのサクラには何のことだかわからなかった。

　ぼんやりと、思考し、自分には記憶がまったくないのだ、と気づく。

　記憶も、肉体もなくて、サクラという概がい念ねんのみが存在していた。

　謎なぞの声が言う。

「この場所の名前は、無。すべての基き盤ばんとなる概念です」

　いや。この声も、正しくは『声』じゃない。『言葉』をダイレクトに、脳内に書きこまれているような感覚だ。まあ、その脳みそも、このときのサクラにはない、という不可思議な状態なのだが。

　声の主（とサクラは便べん宜ぎ的てきに呼ぶことに決めた）が、続ける。

「あなたには、これから創つくられる新たな世界において、なんでもひとつ願いを叶える権利があります」

「願い？」

　ああ──と思う。

　私はなんとなく、その願いというものに、ひどく拘こだわっていたような気がする。そういう『感情』が残っている。

　けれど、いつの話だったろう。思い出せない。『感情』はあっても、『記憶』がない。

　勝者って何だ？

　世界って何だ？

　私は誰だ？　自分の名前すら思い出せない。

　何の記憶もないのに、こうして言葉で会話はできるのだから、不思議だ。

　サクラは、声の主と同じく、頭の中で語るように、発言する。

「私は、なんなの？　なにもわからない。私は誰？」

「まだ誰でもありません。無とはそういう概念です」

「意味がわからないよ」

「すべてがない代わりに、すべてがあるのです」

「…………」

　サクラが声の主に尋ねたいことは多いが、声の主は疑問に、まともに答えるつもりはないようだった。声が、急せかすように繰くり返す。

「あなたには、これから創られる新たな世界において、なんでもひとつ願いを叶える権利があります」

　言われて、気づいた。

　今、サクラの頭の中には記き憶おくがない。しかし代わりに、『語ご彙い』をはじめとしたあらゆる知識なら詰つまっている。だから『願い』と言われればそれが、一いつ般ぱん的には、富、不死、名めい誉よ、名声、権力、自由──そういったものを包ほう括かつする概念だとわかる。

　ただ、だからどうしたというのだろう？

「私は、一般的に願われるものを知っているけれど、私自身を知らない。実体験を伴ともなう『願い』を有していない。だから、何を願えばいいかわからない」

　そこが、このシステムの問題点だった。

「あえて、そう仕組まれているのです。できるかぎり純じゆん粋すいな願いを抽ちゆう出しゆつできるように」

　声は言う。

「よく『意識』してください。あなたには肉体的パーソナリティはないが──唯ゆい一いつ、純粋な個人的感情だけは残っている」

「感情……」

　うむ、確かに。それだけは残っている。感情がなければこうして思考すら、できていないはずなのだから。今この状じよう況きように少なくともサクラは、『困こん惑わく』という個人的感情を抱いだけているのだから。

『記憶』でなく『感情』をたよりに、ぱっと思い浮かんだ願いを口にしてみる。

「……………………、平へい穏おん？」

「それがあなたの願いですか？」

「どうだろう。なんとなく、私は『不ふ慮りよの事故』『不運な災難』そういったものに『まきこまれたくない』という思いがとても強い」

「それが願いですか？」

　急かす声に対し、サクラは思いとどまる。

「いや、でも……」

　どうにも引っ掛かかる。事故や災難、それは私にとって、確かに避さけたいことなのだが……それだけではない、ような、気もする。

　なにか、大事なことを忘れていないか？

　……そうだ。そもそも、私はどうして、この声のいうとおりに、素す直なおに従おうとしているんだ？

　全然情報が足りないじゃないか。

　──私には知らなければならないことがあるのではないか？

　サクラは、なにひとつ記憶のない状態で、考える。

　声の発言を思い返す。

『あなたには、これから創られる新たな世界において、なんでもひとつ願いを叶かなえる権利があります』

　この言葉には疑問点が、ひとつある。

『これから』と言っているのに、私と声の主だけが先に存在しているのはなぜか。『これまで』にあたる時間は存在していないのか？

　その点に気づいたとき、サクラの中に願いが生まれた。

　なんとかして過去を知りたいと思った。

　そして、自分が本当は何を願おうとしていたのか、知りたいと思った。

　まとめると──自分を形作る原因となった、なにか『大事な思い出』を私は忘れている、そんな気がした。

　そして、その情報を知っているのは、どうやらこの、機械的な声の主だけのようだった。

　サクラは願いについて、声の主に確かく認にんする。

「願いって、本当に何でも叶えてくれるんだよね？」

「はい。あなたは、これから創られる新たな世界において、なんでもひとつ願いを叶える権利があります」

　ひとつだけ。

『過去を知りたい』と願うだけでは、意味がない。

『願いを知りたい』と願うだけでも、意味がない。

　両方の条件を満たしたうえで、さらに願いを叶えてもらわなければ。

　そのためには、ルールの穴を突つくような、裏ワザを使う必要がある。

　………………

　…………

　……

　考えた末、サクラが思いついた冴さえたやり方は、たったひとつだけだった。

　だから、サクラはこう願う。

「今から、私とあなたの役割を交こう換かんして」

　この声の主だけは、すべてを知っている。

　この声の主だけが、ルールを、神よりも上の視点から牛ぎゆう耳じっているように思える。

　だから、そのレイヤーまで、自分という存在を押し上げようと思ったのだ。

　この願いに対し、声の主は、機械的に答える。

「承知しました」

　それで、サクラというひとりの少女が、声の主──〈全知の眼ハイム・システム〉に成り代わる結果となった。




　　　　10　タクマの行動指針




「そうして、私は英えい雄ゆうサクラではなくシステム・サクラ、つまり〈全知の眼〉に成り代わる存在となり、この世の構造をほとんど完かん璧ぺきに理解した。英雄と使徒という、決められた役割のことや、英雄大戦というイベント。その後に起こる世界の初期化と、その必要性。ほとんどすべて」

　上う手まく言葉にできないタクマに代わって、サクラちゃんが続ける。

「今の私は、もう英雄どころか人間ですらない。ただのシステム。ここにいる私はシステムを視覚化した、いわばホログラム映像みたいなものだと思ってくれていい」

「………………」

　頭が、まっ白になった。

　ホログラム？　そんなの、幻まぼろしとほとんど変わらない。

　ただ、それでも目の前のサクラちゃんはまちがいなく、本人なのだ。
















　そのサクラちゃんが続ける。

「プレ・ラグナロクの勝者は、世界の初期化ラグナロクの直後に、新たな世界においてひとつだけ自分の願いを叶えられるわけだけれど──記憶が一いつ切さいない状態だから、通常、その願いの内容は、ひどく簡単な、欲望によったものになる。たとえば人がうらやむような富、不死、名誉……そして、そういった願いを叶えられる人生といえば、決まってる」

　世界を救うような強者か。

　世界を征せい服ふくできるような強者か、だ。

「つまり、次の世界でも、その人は『英雄』か『使徒』のいずれかの役割を与あたえられる。こうして、英雄と使徒は、自分たちの役割から逃のがれられない『無限ループ』に陥おちいる。主人公と悪役が、物語において決められているように、彼らは何度世界が初期化されても、毎回同じ人生を生きて、同じように戦い、同じように願う」

　──英雄大戦。

　──プレ・ラグナロク。

　──世界の初期化ラグナロク。

　すべて空くう虚きよな演劇なんだ、とサクラちゃんは言う。

　英雄も使徒も、役割の中で踊おどらされているだけの矮わい小しような存在に過ぎない。すべては運命ルールで決められているんだ、と言う。

　…………と。

　ここまでの話を聞いても、やはりタクマにすべてを理解することは難しかった。それほど頭がよくはないから。

　ただ、サクラちゃんがわかりやすい目的を告げてくれるので、それに耳を傾かたむける。

「──あのままだったら、世界が何度生まれ変わっても、私とタクマくんは戦い続けないといけなかった。『英雄』と『使徒』という敵対関係から絶対に抜ぬけ出せないままに。……虚むなしいと思わない？　そんな世界はまちがってるよ。私は、その悲劇的なルールを、終わらせたいんだ」

　そう言ったサクラちゃんは、とても悲しげだった。

　もちろんタクマだって、そんな世界は悲しいと思う。

　ただ、その理由は、タクマがサクラちゃんのことを好きだからだ。あの土手で、気持ちを救われて以降、ずっとサクラちゃんに恋こいをしてきたからだ。

　でも、サクラちゃんの方はどうなんだろう？　とタクマは考える。

　サクラちゃんが、タクマを大切にしてくれる理由に、思い当たらない。

　ただ単純に、優やさしい性格だから、というだけなのだろうか？

　…………、

　考えても、今はまだわかりそうになかった。

　だから、タクマはとりあえずサクラちゃんに確認する。

「じゃあ、『この世界のルールを変えてしまいたい』っていうのが、今の、サクラちゃんの願いなのか？」

　──重要なのはその一点だ。サクラちゃんの目的だ。

　──その目的を、タクマは全力で叶えるつもりだから。自分の願いと、たいせつなひとたちの願いをまとめて叶えると決めたから。

　タクマが訊きくと、サクラちゃんは一いつ瞬しゆん目を丸くした。

　それから苦く笑しようする。

「願い、か。そうだね、そんな風に考えたことはなかったけど。もしも今なんでも願いがひとつ叶うと言われたら、もっと自由な世界を願うかな。……って言っても、その願いは誰だれが叶えてくれるわけでもなく、自分で叶えるしかないんだけどさ」

「…………」

「だから、タクマくんに、力を貸してほしい」

「………………」

　世界の構造についてはわからなくても。とてもわかりやすい感情が、タクマの胸の中にひとつあった。

　サクラちゃんの願いを叶えてあげたい。

　──頼たよりになる人が好き。

　──動物に優しい人が好き。

　──お姫ひめ様だっこって憧あこがれる。

　──家事ができる人って素す敵てき。

　今までだって、サクラちゃんの願いに合わせてなんだって実現してきたから。

「もう時間がないの。こうして『なにもない球デリートボール』が発生しはじめているということは、既すでに世界が情報のキャパオーバーを起こしているってことだから。もうすぐ世界の消去をするために『最さい凶きようの敵』が現れる。タクマくんにはそのタイムリミットまでに、なんとか対たい抗こうできる力を付けてほしい」

「ドキドキポイント……つまり、デートで？」

「うん。時間はぎりぎりだけど、きっと大だい丈じよう夫ぶ」

「なんで言い切れるんだ？」

「だって、これから夜だもん」

　確かに、夕暮れをすぎて、空は宵よい闇やみ。

　健全な高校生が『恋れん愛あいごっこ』をするには、少しばかりいかがわしい時間帯だ。

「ドキドキするにはもってこいでしょう？」




　結果、タクマはサクラちゃんからのお願いに「もちろん、全力で協力する」と答えた。

　それから、サクラちゃんに言われるがままに、来た道を戻もどる。

　森から出る。

　そこで、タクマは尋たずねる。

「次は、どこに行けばいいんだ？」

「遊園地に行こう」

「おお……遊園地か」

　聞いたことはある。

　カップルというのは、いつか遊園地デートをするものだという都市伝説。

　サクラちゃんが腕うでを組んでくる。

「っ！　ささサクラちゃん、なにを!?」

「なにって。デートなんだから腕くらい組むよ……それとも、嫌いや？」

　首を傾かしげて、上目づかいで尋ねるサクラちゃん。

　…………バーニングかわいいっ！

　タクマは反射的に、ぶんぶん、と頭かぶりを振ふって『嫌じゃない』アピールをした。

　しかも、タクマの肘ひじはサクラちゃんの豊満な胸部に当たっている。世のなかのどんなものよりも柔やわらかく、温かく、幸福感に満ちた感かん触しよくが当たっている。

　そのまま、もう一方の手で、サクラちゃんが人差し指を立てる。

「あ、でもその前に、乗り越こえなきゃいけない障害があるみたいだね」

「ん？」

　サクラちゃんの指す前方を、タクマは確かく認にんした。

　そこは、木々の隙すき間まから見える、小高い丘おかだった。

　背の低い葦あしの葉がさらさらと靡なびいている。

　その丘の上で、なにかがきらりと光った。

　直後──前方に見えていた木々がいっせいに伐きり倒たおされた。

　丘までの視界が一気に晴れる。

　ひとりの少年が立っている。

　白はく髪はつの少年が、振るった大たい剣けんを引き戻し、にやりと笑う。

「やっと見つけたぞ、タクマ。我が宿敵ライバルよ」




　　　　11　叶かなえるために




　アッシュは、片かたっ端ぱしから森の木々を伐り捨ててタクマをあぶり出すつもりだったらしい。

「いや、環かん境きよう破は壊かいもいいとこだし、森の中にいなかったらどうするつもりだったんだよ……」

　タクマが言うと、アッシュは平然と返す。

「貴様を敵の手中から取り戻せるなら安い代だい償しようだし、森にいなければ山でも海でも切るつもりだった」

　こいつの場合、本気で言ってそうだから参る。

　日は沈しずみ、空には月が二つ輝かがやいている。

　薄うす紫むらさき色いろの月光を浴びて、少年の白髪がきらきらと輝いている。

「久々に手合わせ願おうか。宿敵ライバルとの、因いん縁ねんの再戦だ」

「別に宿敵ライバルだなんて思ってねーよ。追いかけてきてんじゃねーよ気持ち悪いな」

　タクマの冷たい返事すら、アッシュは笑って受け止める。

　まるで、会話できること自体が嬉うれしいとでもいうように。

「そうはいかん。貴様の暴走を止めるようオーディンからも言われているのでな」

「あの変態ロリ神か」

　──いらない手をまわしてくれやがって。俺がどれだけサクラちゃんを思っているか知らないわけじゃないだろうに。

「俺は暴走なんかしてねーよ。サクラちゃんのために戦うのは、最初から一いつ貫かんした俺の行動理念だ」

「フン、御ご託たくはいい。貴様が拒こばむのなら力ずくで押さえつけ、連れて帰るまでだ」

　タクマとアッシュが睨にらみ合う。

　そこに少女の声が割って入る。

「ちょーっとちょっと二人とも！　わたくしを忘れて始めようとしないでくださいませ！」

　アッシュの背後、丘の死角から現れた和服の少女にタクマは不意を突つかれる。

「カトレア？」

　ちっ、とアッシュが舌打ちをしたのがわかった。

「ちってなんですの、ちって！」

　アッシュがしぶしぶといった様子で説明する。

「今回の『タクマ奪だつ還かん作戦』は、二対一で当たれという勅令クエストだ。悪く思うな。所しよ詮せん、役立たずがひとり増えただけで、ほぼオレと貴様の一いつ騎き打うちと思ってもらって構わん」

「なんですのそれ！　タクマと再戦の約束をとりつけたのはわたくしですのよ！」

　なるほど。

　どちらもタクマに一度負け、七星勇グランシヤリオから脱だつ落らくした英えい雄ゆう。

　そして、敗北から成長し、こうして実力で再び七星勇に返り咲ざいた英雄。

　つまりタクマの戦い方を──長所と弱点をよく知っている。

　相手として不足はない。

「なら最初から本気を出しても、弱いものいじめにはならないな？」

　タクマは、前回アッシュと対戦したとき、敗北ぎりぎりまで無意識にリミッターをかけていた。本気になったのは最後の一いち撃げきだけだ。

　しかし今回は、はじめから全開でぶつかることができる。

　アッシュが楽しげに笑う。

「望むところだ。この足手まといを連れてきたのは、貴様をそうやって本気にさせるためでもある」

「足手まとわないですの！　わたくしの本気がどれほどのものか見せて差し上げますわ！　ていうかタクマ！　その、横の、その子とはどどどどうして腕なんて組んでるんですの!?　どういう関係ですの!?」

「お？」

　言われて、タクマは、まだサクラちゃんといちゃいちゃ腕組み状態だったのを思い出した。顔を赤らめ、サクラちゃんを後ろに下がらせる。

「──なんでもないよ。ちょっと、これには事情があるんだ」

　ドキドキポイントを上げるため、と言っても理解できないだろう。

　世界を救うために、と言っても信じないだろう。

　そうタクマが思ったとおり、カトレアは不満げに頰ほおを膨ふくらませる。

「う～～、どんな言い訳が出てきても、わたくしは納なつ得とくできそうにありませんわよ？」

　それにアッシュが、頷うなずく。

「うむ。この場では、言い訳の台詞せりふなど意味を持たないだろう。オレたちは英雄。戦うことで語り合おうではないか」

　その言葉で、タクマは見上げる形で拳こぶしを構える。

　土手の上のアッシュとカトレアも武器を構える。

　大剣と長ちよう刀とう。

　奇くしくも、どちらも手て練だれの剣士だ。

「「タクマ、覚かく悟ご！」」




「皇閃アスデイーグ！」

　先に仕し掛かけたのはアッシュだった。

　放ったのは三六〇度放射状に攻こう撃げき判定を持つ、拡散型遠えん距きよ離り斬ざん撃げき。

　これほどの射程と威い力りよくを持つ技わざを『剣術』として操あやつる者は、ヴァルハラ広しといえどアッシュ以外に存在しない。

　しかし、タクマはその数百本という斬撃の束を片手で弾はじき飛ばす。

「最初から本気だっつったろうが。舐なめてると一いつ瞬しゆんで終わらせるぞ」

　言うのとほぼ同時に、タクマはアッシュの頭上まで跳とんでいた。

　アッシュの頭上から振りかぶった拳を打ちおろす。

「必殺、ただの右ストレート！」

　しかしアッシュは不敵に笑うと、大剣を片手で引き戻し、もう一方の手でタクマの袖そでを摑つかんで引く。
















「貴様こそ舐めるな。何度もシミュレートした、貴様の動きは」

　アッシュのパワーは、光の速度を得ることでタクマと対等まで高まる。

　タクマは地面をとん、とんと何度か蹴けりながら、アッシュの方へ引き寄せられる。その鳩尾みぞおちに大たい剣けんの柄つかで殴おう打だをくらう。たまらず肺から空気が漏もれる。前のめりに頭こうべを垂れる。

　──あえて接近戦を挑いどんできた？

　タクマはアッシュの意外な戦術に、一瞬だけ驚おどろいて次の行動を迷った。その一瞬は、光にとっては無限に等しい時間だ。

　アッシュが光速でタクマの背後に回り、その首筋に大剣の切っ先をあてがっている。

「終わりだ」

　刃やいばが皮ひ膚ふにめり込む。

　しかし、動脈に到とう達たつするよりも早く、タクマはその刃を摑んでいる。

　タクマの両りよう眼めからは、黒い瘴しよう気きが立ち昇のぼっている。

「お前がな。俺にも、お前の動きはよく見えてるぞ」

「くっ！　化物め」

　摑まれてもアッシュは大剣を引き戻もどさない。むしろ、すかさずタクマを貫つらぬいてやろうと力を込こめる。

　しかし、大剣は微び動どうだにしない。

　見れば、タクマの腕うでにも黒い瘴気がまとわりついている。レンとポチョと戦ったときよりも瘴気の量は増している。それはときにタクマの力を後押しするサポーターのように、ときにタクマへの攻撃を妨さまたげるウォールのように振ふる舞まっている。

「──なんだ、貴様……その力、前に戦ったときには……」

「知る必要があるか？」

　刃がタクマの手のひらを斬きるが、斬りおとされるまではいかない。体内から溢あふれる瘴気がそれを許さない。タクマは力ずくで大剣を持ち上げる。アッシュの足先が微かすかに地面から浮うく。

　そのまま、放ほうり投げる。

　アッシュは数十メートル先の大木に背中を打ちつけ、かはっと唾つばを吐はく。

　タクマは否いやでも自覚している。

「──この力、戦えば戦うほど、増していってるのがわかる……この力を極限まで高められたら、俺に敵はいなくなるだろうな」

　力は確実に増ぞう幅ふくしている。そして、コントロールできるようになっている。

　タクマは先ほど投げたアッシュの位置まで一瞬で距きよ離りを詰つめる。

　しかし。

　そこへ。

「だから、わたくしが必要なのですわ。活かつ刃じん流、九九の太た刀ち〈荒覇吐アラハバキ〉！」

　カトレアの声がした。

　彼女が腰こしから引き抜ぬいたのは、自分の背せ丈たけよりも長い日本刀だ。

　カルラ家秘伝、活刃流の十お八は番こは『受け流し』。カトレアはアッシュの前に立つと、タクマの右ストレートを刃の背で、華か麗れいに滑すべらせる。

　タクマは、力の行き場を思わぬ方向にズラされ、バランスを崩くずす。

　その間に、カトレアとアッシュはいったんタクマから距離を取る。

　カトレアの横で、アッシュが舌打ちする。

「ちっ、礼は言わないぞ」

「可愛かわいくありませんわね。タクマなら素す直なおに感謝しますわよ？」

「ばかめ、タクマなら、そもそもこれくらいで窮きゆう地ちに陥おちいってすらいないさ」

　そのタクマとまさに戦せん闘とう中だということを一瞬だけ忘れて、二人はムッと睨み合った。

　しかし、それも一瞬だ。

　正面から、タクマが歩いてくるのに気づいたからだ。

「二人ともいちいちうるせーな。てかアッシュ、お前ってそんなにお喋しやべりなキャラだったか？」

「貴様との再戦に血が滾たぎっているのだ」

「……前から思ってたけど、お前、変態だろ」

　タクマは、じゃり、と土を踏ふみしめながら美少女に言う。

「んでカトレア、お前は人間相手には一分しか戦えないんじゃなかったか？　平気なのか？」

「心配されなくとも、あなたのおかげで乗り越こえられたんですのよ。わたくしはもう過去の幻げん影えいに惑まどわされることはない。あなたには感謝していますわ」

「はは。感謝してるなら、その刀を引けよ」

「引きませんわ。あなたのためにも、あなたを連れて帰ります」

　カトレアの表情は真剣そのものだった。

「──ねえタクマ、また一いつ緒しよにご飯を食べましょう。あなたの帰りをみんな待っていますわよ。わたくしたちだけじゃない。きっと、あなたのパートナーの──」

　ちっ、とタクマは顔を歪ゆがめる。

　一瞬だけ、瞼まぶたを閉じる。唇くちびるを嚙かむ。

　そこには、わずかながら迷いが浮かんで見えた。

　しかし、次に目を開いたときには、その迷いは消えている。

「もういい。早く終わらせるぞ。サクラちゃんを待たせてる」

　それ以上、カトレアからの説得はなかった。

　カトレアもアッシュも、この場でやるべきことを理解した。

　二人は、それぞれの愛剣を構える。

「活刃流、裏の太刀〈神かん無な月づき〉！」

「世界閃ヨルムンガルド！」




　…………最後の、その瞬間。

　アッシュは奥歯を嚙み、反射的に大剣を盾たてのように構えるが、その時点で詰んでいることはアッシュ自身が一番よくわかっていた。

　タクマの攻撃に対しては、こちらも『攻撃』に回って相そう殺さいしなければ一撃で肉体を破は壊かいされる──タクマと違ちがって、アッシュは『光速移動』でぶつからなければ、重い一撃に耐たえられないから。一瞬でも『防ぼう御ぎよ』に回ってしまえば負け。

　衝しよう撃げきを受けながら、頭をよぎったのは、幼少期を育ててくれた村の人々、『ファンタジー世界』を旅したときに良くしてくれた民衆、ヴァルハラに来てから応おう援えんをしてくれた者たちだった。

　そして最後に、部隊を任せてきた同レギオンの英えい雄ゆうローゼと、思いを託たくされたジューダスのことがわずかにだが思い浮かんだ。

　なぜあんな奴やつらのことが浮かぶのか、自分でもわからない。

　ただ、素直に申し訳ない、と思っている自分がいることにアッシュは気づき、苦く笑しようした。

　こんな風に丸い性格になってしまったのは、きっとタクマと出会ったからだろう。

　いつのまに変化させられたのかわからない。

　だが確かに、タクマという英雄によってアッシュは変えられたのだ。

　それが弱さなのか、強さなのか、まだアッシュには判断がつかないでいる。この戦いが終わったら、ゆっくりと確かめていく必要があるだろう。




　そして、決着。

　終わるとあっけないものだった。

　地に伏ふし、純白の鎧よろいを汚よごしたアッシュが呻うめく。

「待てタクマ……」

「んだよ。まだ何か文句あるのか？」

「無論だ。貴様、オレに情けをかけるつもりか……？」

　タクマは、二人にトドメを刺さしていなかった。

　アッシュの横では、すっかり気を失ったカトレアが倒たおれ伏しているが、彼女も命に別状はないだろう。

「──これは、ＢＰを賭かけた英雄大戦ではない。命を奪うばっても貴様が損をすることはない。むしろ、今後また挑いどまれる危険性を考えれば、オレたちを排はい除じよしておいた方が賢けん明めいな判断のはずだ」

　アッシュの言葉に、タクマは数秒沈ちん黙もくした。

　それから、これまでにないほど冷ややかな視線でアッシュを見下ろすと言う。

「違ちげえよ。これは、サクラちゃんをまきこもうとしたお前らへの罰ばつだ。俺に二度も負けたって屈くつ辱じよくを味わいながら一生過ごせ」

　屈辱？　とアッシュは顔を険しくする。

　確かに、アッシュにとって二度の敗北は屈辱的ではあるが……その言葉がタクマの本心とは到とう底てい思えなかった。

　トドメを刺さないのには、他ほかの理由があるに違いない。

　タクマが持つ、甘さか？

　まぁ、きっと、それがほとんどだろう。タクマはもとから甘い性格だ。

　しかし、なんだかそれだけとは思えない。漠ばく然ぜんとした違い和わ感かんがある。サクラを守るためであれば、タクマはその甘ささえも越こえて、冷れい酷こくになれる人物だと思っていたからだ。

　と。

　そこで不意に、アッシュは思い出す。

　先ほどタクマが言っていた台詞せりふを。

『俺は暴走なんかしてねーよ。サクラちゃんのために戦うのは、最初から一いつ貫かんした俺の行動理念だ』

『戦えば戦うほど、増していってるのがわかる……この力を極限まで高められたら、俺に敵はいなくなるだろうな』

　はっと気づき、アッシュは目を細める。

　タクマを見る。

「……そうか。ひょっとして、貴様の目的は──」

　アッシュが何かを言いかけたが、タクマは有う無むを言わさず背を向ける。

　タクマは、すべてのしがらみを振り切るように、小さく呟つぶやく。

「俺は、サクラちゃんも救ってみせるよ」




　タクマがサクラちゃんのもとに戻ると、言われる。

「甘いね、タクマくんは」

「別に。そういうんじゃないよ」

「でもそこがタクマくんのいいところだよね。優やさしいところ。弱い者いじめはしない」

「……あいつらは、弱くないよ。サクラちゃんへの思いがなければ、たぶん負けてた」

　そう言うタクマの手を、サクラちゃんが微笑ほほえみながら引く。

　その温ぬくもりに心が救われる。

　ドキドキポイントを見れば、八七ＤＰまで上じよう昇しようしている。

　二人で、夜の遊園地を目指して歩く。

　タクマは、もう決めている。

　今までにまきこんでしまった人たちの願いも全部まとめて、自分が叶かなえると。

　そのために今、やらなければならないことは──







　　　第Ⅳ章　『英雄譚たん』







　　　　１　最強vs無敵




　遊園地なんてものがヴァルハラにあるのか疑問ではあったが、事実として、あった。

　まぁ六〇〇〇万の世界が集まっているヴァルハラにないものなんてないのかもしれない。

　まともに遊園地に入るのは、タクマの人生で初めてだった。人の多い場所に行くと『死線』のせいでまきこんでしまうので、わざと避さけていたから。

　ただ、今は大だい丈じよう夫ぶだ。

　夜の遊園地に人はいない。

　もちろんそのぶん、あの浮うき足あし立だった賑にぎやかさはないが、代わりに情じよう緒ちよがあって、とても雰ふん囲い気きはいい。

　照明はついていたし、遊具も動いていた。管理者は見当たらないが、遊園地としての機能を停止しているわけではないようだ。そのへんは、昼間に行った映画館と同じだ。

　アトラクションの電でん飾しよくが、きらきらと輝かがやいている。

　ジェットコースター、メリーゴーラウンド、コーヒーカップ、それらに灯ともった光が夜の闇やみに煌きらめいて、地上に星々が落ちてきたみたいに、綺き麗れいだ。

　あるいは、自分たちが星空に浮うかんでいるみたいにすら感じる。

「あれに乗ろうよ」

　と、サクラちゃんが言った。

　それは、数あるアトラクションの中でも一ひと際きわ華はな々ばなしい電飾を施ほどこされ、色とりどりに光っていた。

　遊園地の象しよう徴ちようといってもいい遊具だ。

「……観覧車、か」

　デートには、もってこいだ。ドキドキしてきた。現在、八九ＤＰ。




　　　　＊




　タクマはサクラちゃんに手を引かれ、観覧車のゴンドラに乗り込む。

　それを合図に、どういう理り屈くつか観覧車が動き出す。

　ゴンドラがゆっくりと上昇してゆく。

　夜景が一望できる。

「わーっ、綺麗だね！」

「ウ、ウン」

「こうしてると、自分たちが異世界にいるだなんて忘れちゃいそうだよ」

「マッタク、ダネ」

　タクマの口調はぎこちなかった。

　理由はひとつ。

　なぜかサクラちゃんがタクマの向かいではなく『隣となり』に座っているからだ。

　映画館のときは肘ひじかけが二人のパーソナルスペースを分断する機能を発揮していたが、今回はそれがないため、さらに近く感じる。

　というか実際、観覧車の室内は思ったよりも狭せまく、二人の距きよ離りは密着している。たぶん、あえてそういう作りなのだろう。

　カップル用に。

　サクラちゃんが身体からだの横についた手と、タクマの太ふと腿ももが触ふれ合いそうな距離にある。

「ア、ガガ、ガガ……」

　タクマは緊きん張ちようのあまり、上う手まく喋しやべれないでいた。

「どうしたの、タクマくん？　顔が赤いけど」

「っ……イ、イヤ、照明の関係だヨ。ほら外、ジェットコースターの電飾が赤いカラ」

　そう苦し紛まぎれに言って、タクマは外に目を向ける。

　黒い球体──『なにもない球デリートボール』が、空中にいくつも浮かんでいた。

　それらはとてもゆっくりではあるが、次し第だいに数を増やし、また肥大化しているようだった。つまりそれだけ、世界の情報がどんどん消去されているということだ。

　それに気づくと、さっきまでのカップルムードも少しだけ落ち着き、シリアスな空気が流れる。

「…………もう少し。あと少しで、完成するから」

　サクラちゃんが夜空に浮かぶ球体を見ながら、真しん剣けんな表情で呟いた。

　タクマの聴ちよう力りよくが黒い瘴しよう気きによって高められていなければ、聞こえないくらい小さな声だった。彼女自身、意思を持ってでなく、使命感につきうごかされて喋っているようだった。

　タクマは、なんだかその言葉に反応するのは気まずくて、聞こえていないふりをする。

　──あと少しで完成。

　まちがいなく、タクマのＤＰのことだろう。

　今、ＤＰはちょうど九〇になった。

　着実にタクマの力は増している。

　ただ、これで本当にいいのだろうか？

　こんなやり方で、本当にすべてを救えるのか？

　タクマだって、なにも考えなくサクラちゃんに従っているわけではない。誰だれもが救われる未来を目指して、最適な方法を選ぼうとしている。

　これまでに倒たおした七星勇グランシヤリオを思い出す。

　ポチョムキン。

　レンブラント。

　アッシュ。

　カトレア。

　彼らを下したのは、正しかったのか。

　それとも、まちがいだったのか。

（いや。これで、問題ないはずだ）

　と、タクマは自分に言い聞かせる。

（これまでは全部、思いどおりに進んでいる）




　　　　＊




　頂上が迫せまってきた。

　サクラちゃんが、今度ははっきりとした声で言う。

「ずっと夢だったんだよね」

「なにが？」

「こうやって観覧車に乗るの」

「………………」

　こうやって、というのが夜に、という意味なのか。

　それとも、タクマと一いつ緒しよにいるこのシチュエーションを多少なりとも含ふくんでいるのか。

　尋たずねなかったし、尋ねようとも思わなかった。

　夢、というのなら、タクマにとってはまさにこの状じよう況きようこそが夢だ。

　理想郷だ。

　でも。

　それだけでは足りない。

　ここは確かにタクマにとっての理想郷だが、まだ『みんな』にとっての理想郷ではないから。みんなには当然、サクラちゃんも含まれている。

　ぼーっと窓の外を見る。

　そして、ふたたびサクラちゃんのほうに視線を戻もどして、驚きよう愕がくした。

　──か、顔が近ちけえ!?

　サクラちゃんが、タクマの顔をじっと覗のぞきこんでいるのだ。

「どど、どうしたの、サクラちゃん!?」

「あ、いや……ごめん、つい見み惚とれてて」

　サクラちゃんは一度俯うつむき、それから上目づかいでタクマを見る。

　二人の視線が交わり、沈ちん黙もくがおりる。

　互たがいに興奮しているからだろうか、息がかかる。

　ドキドキっぷりがヤバかった。

　これまでにないドキドキ度だ。

　きっとＤＰは、もう一〇〇をふりきって一億くらいになっているだろう、と、タクマはなかば現実逃とう避ひ気味にデジタルウィンドウのＤＰを見る。

　が、ＤＰはまだ九一だった。

　前に見たときから一ポイントしか上がっていない。

（あれ……意外とそうでもない、な。なんでだ？）

　そうタクマが違い和わ感かんを覚えるのと、ほぼ同時に、観覧車が頂上に着いた。

　そして、そのときだった。

　──どんっ、と、

　音がしてゴンドラが横に揺ゆれた。

　外から揺らされたのだ。タクマは驚おどろき、椅い子すから数センチ跳とび上がる。

　窓ガラスを見る。

　そこには──恐おそろしいほど美しい顔の女性が、恐ろしく美しくないポーズで、大の字に、蜘く蛛ものごとくへばりついていた。

「っっ、キモぉ!?　え、なに、誰!?」

　思わず叫さけんだが、よく見ると、タクマはその女性に見覚えがあった。

　白いＴシャツにデニムのホットパンツというラフな格好。

　七星勇ユリウスだ。

　ユリウスは拳こぶしで、ゴンドラの窓ガラスを割った。内側に手を突つっ込んで扉とびらの鍵かぎを開けると、ゴンドラの中に一歩、足を踏ふみ入れる。

「やあやあ、久しぶりタクマちゃん。あたしのこと、覚えてるかな？」

　ユリウスは軽い口調で言った。

　タクマは立ち上がる。質問には答えない。

「ずいぶんと楽しそうだねー。世界がこんな状況だってのに、デートとはまた」

　サクラちゃんはタクマの横で、まだ椅子に座っている。

「……何しに来た？」

　とタクマが訊きいた。

「みんながもたもたやっているみたいだから、正義の英雄ヒーローが満を持して、終わらせに来たのさ」

「ひとりでか？」

「まあね。本当は、アッシュたちと共きよう闘とうしてもよかったんだけど、きみとはどうしても一対一でやりたくてさ、時期を待ってた。オーディンは二人以上でかかれって言ってたんだけどね」

「凄すごい自信だな。今からでも仲間を呼んだ方がいいんじゃないのか」

「わざわざ怪け我がをさせるために連れてくる必要はないでしょ」

「ああ、それはそうかもな。今の俺は、力加減を上手くできる自信はない」

　タクマの言葉に、ユリウスは、はっ、と鼻で笑う。

「ちっちっち。タクマちゃんのことを言ってるんじゃあないんだな、あたしは」

　言いながら、ユリウスは「ちっちっち」とやっていた右手の人差し指を、こちらに向けた。

　反射的に、だった。

　タクマは傍そばにいるサクラちゃんをかばうように、横に倒れ込んだ。

　二人は狭いゴンドラの中で、壁かべに密着する。

　先ほどまでタクマとサクラちゃんがいた椅子を、なんらかのエネルギーが通ったのがわかった。それが椅子を円形にくりぬく。ゴンドラの窓ガラスが、衝しよう撃げきで割れる。

　タクマの背中に、ガラスの破は片へんがぱらぱらと載のる。

　ユリウスが言う。

「避よけて正解。あたしの攻こう撃げきは受けない方がいい」

「っ……攻撃、だと？」

　そう呼ぶには、あまりにラフだった。ただ指をさしただけに見えた。それだけで、なんらかのエネルギーが放たれ、この威い力りよくだ。

　なんらかのエネルギー──炎ほのおでもレーザーでもない。見えない『衝撃そのもの』というのが一番近い気がするが、それも不正解に思える。
















「ふふ、悩なやましげな顔をしているね。あたしの攻撃は打撃や斬ざん撃げきや、ましてや熱や電気の類たぐいじゃない。あたしのこれは、『損傷という結果』を与あたえているだけ──だから、いくらあんたの身体からだが頑がん丈じようだろうとダメージは避さけられないよ」

「それが、お前の能力か」

「損傷させるのが、かい？　うーん、間ま違ちがっちゃいないけどね、これは一部でしかない。あたしの能力の本質は、もっと平和的な効果さ」

　ユリウスは思わせぶりに焦じらしたが、その焦らしに付き合ってやる筋合いはない。

　次の一撃は、タクマが先に動いた。相手の能力がわからないから様子見という戦術は、ある程度低いレベルの戦闘でしか通じない。怪かい物ぶつひしめく七星勇のトップクラスともなれば、様子見をしている間などない。その一いつ瞬しゆんで、敗北する可能性があるからだ。

　先手必勝が、ここでの最適解だ。

　これまであらゆる敵を一撃のもとに倒たおしてきたタクマの右ストレートが放たれる。

　スピードには自信がある。ゴンドラ内の、これだけ近い距きよ離りなら避けられないだろう。

　しかし、ユリウスは避けようとしない。

　むしろ一歩も動かなかった。

　待ち受けていた。

　そして──タクマの右手を、左手の人差し指一本で止めてみせる。

「なっ……!?」

　さすがに信じられなかった。

　タクマは、身体能力だけでいえばヴァルハラトップとオーディンにも言われた。ユリウスすら上回るはずだ。なのに、その全力を指一本で？

　レンブラントのときみたく〈神の創生ジエネシスカード〉を使われた様子もない。

　意味がわからない。

　ユリウスが笑う。

「せっかちだなあ、タクマは」

「どういう仕し掛かけだ」

「知りたい？」

「訊けば教えてくれるのかよ」

「えー、どうしよっかなー」

「…………」

　タクマは奥歯を嚙かみ、全力で拳を押し込もうとするが、微び動どうだにしない。

　ユリウスの指一本が、まるで巨きよ大だいな壁のように感じられる。

「はは、そんな怖こわい顔しないでよ。いいよいいよ、別になにか変わるわけじゃないしね、特別に教えてあげるよ──あたしの能力スキルは〈無敵エース〉。文字どおり、『敵はあたしに傷ひとつ付けられず、あたしは敵に的確な損傷を与えられる』って効果さ」

「無敵、だと？」

「そ。発動条件は、相手を『敵』だと認にん識しきすること。そして既すでにあたしは、あんたのことも、その横の女のことも、敵と認識した。覚かく悟ごはＯＫ？　もう、きみたちはあたしに『敵かなわない』よ」

　これまで、反則級の能力ならいくつも見てきた。

　が、これはちょっと本気で反則じゃねーか、と言いたかった。

「そんな効果が有り得ていいのかよ」

「いいんだよねえ。だって平和的でしょ？　なにせ一方的に勝負が決まるんだからさ」

「ただのいじめっていうんだ、それは」

　ユリウスの説明が本当だとしたら、さすがにヤバすぎる。タクマの直感が、全力で危機を知らせている。

「お、いい顔になったねー。あたしもあんたと戦えるのは嬉うれしいよ。さあ、この絶体絶命の状じよう況きようをなんとか打破してみせてよ、最強の悪役さん♪」

「っ……いじめっ子のくせに、正義のヒーローぶるんじゃねーよ」

　いまだに、タクマの拳はユリウスの人差し指を押しきれない。

　ユリウスの細身が、まるで凶きよう悪あくな軍事兵器のように思える。

　タクマはいったん諦あきらめ、拳を引く。サクラちゃんの身体を抱かかえて、割れた窓から飛び出す。ゴンドラを離はなれ、落下する。

　地面に降りる。

　サクラちゃんを適当な物もの陰かげに誘ゆう導どうする。

「ここにいてくれ。俺は、あの正義の味方を倒してくる」

　サクラちゃんは、素す直なおに頷うなずいた。

　ユリウスはまだゴンドラの中にいた。扉から顔を覗のぞかせ、タクマたちのほうを見下ろしている。

「あ、女の子を守るんだね、かっくいー！　ま、別にいいよ。あたしはタクマちゃんとタイマンで戦ってみたかっただけだから」

「なら、こっちについて来い」

　タクマは凄すさまじい脚きやく力りよくで跳とび上がると、ジェットコースターのレールに降り立った。

　巨大なループを描えがいている、その頂点だ。

　このアトラクション上で戦えば、サクラちゃんに余波が行くこともないだろう。

　ユリウスが軽々と、いくつかのアトラクションを飛び石のように踏みつけ、ジェットコースターのレールまでやってくる。

　ループの上で、タクマとの距離は一〇メートルも離れていない。

　ユリウスが着地すると同時にタクマは全力で、殴なぐりかかる。

「だから、効かないってばさ」

　タクマが両の拳を全力で振ふるうたび、ユリウスはそれを平然と平手で受ける。

　ぱしん、ぱしん、と間の抜ぬけた音が鳴る。

　まるで小学生と、それをあやしている年上のお姉さんという図だった。

「軽いねえ、あんたのパンチは」

　そう言って、ユリウスが左足に体重を乗せた。右足をひく。直後、ホットパンツから覗く白い脚あしが、タクマの鳩尾みぞおちに蹴けりこまれる。

　流れるような、あまりにも自然な一連の動作だった。タクマはそれが攻撃だと認識するのさえ、蹴られた後だった。それほどに敵意も殺意も感じられない、呼吸のような一撃だった。

　ただし、威力は暴力的だ。ミサイルじみている。

　マジで、洒落しやれにならない。

　タクマの腹部には、今、ユリウスの足と同じサイズの穴が開いていた。

　そこから泉のように血が溢あふれ出す。

　──損傷を与えるったって、なんて威力だよ。

　タクマは足を踏ん張ったにもかかわらず、衝撃の余波でループの上から落とされ、その先の低くなっているレールに着地した。ガギンッと鉄が少し歪ゆがむ。

　逃にがすまいと追いかけてきたユリウスが、もう目の前にいる。

　タクマは腹の穴を押さえながら、顔を歪めて、言う。

「……へえ。さすが、ヴァルハラの正しよう真しん正しよう銘めいトップ。まちがいなく、これまでで一番強いな」

「だろうね。あたしも、あたしより強い人間なんて見たことないし」

　ユリウスは平然と言ってのけた。

　タクマは、苦く笑しようする。

「ああ。だから、さぞ孤独だったろうな」

「…………は？　なにそれ」

　ユリウスが怪け訝げんそうに首を傾かしげた。

　タクマは、やはり笑う。

「別に。ただ思っただけだよ。俺も、俺より強い人間に会ったことはないから気持ちはわかる」

　タクマには、化物と呼ばれていた時期がある。

　その孤独感を救ってくれたのはサクラちゃんだが、ユリウスには果たして救いはあったのだろうか？

　いや、きっとなかったろう。

　それは能力の内容を聞いたときから、わかっていた。

　ユリウスが肩かたをすくめる。

「はは、なに勝手に親近感を覚えてるのさ。生憎あいにくだけど、そういう同情で動どう揺ようを誘さそおうとしたって、あたしには効かないよ」

　それにタクマは返す。

「だろうな。『敵』と認識した相手にだけ無敵の効果ってことは、世界中を『敵』と思わなければ、自分を守れないってことだ。それがどれだけ悲しい能力か──」

　しかし、そのタクマの言葉を、ユリウスは遮さえぎる。

「あーうるさいうるさい！　もういいってば。あんたの目もく論ろ見みはわかってるよ。『敵』と認識するのが発動条件だから、無理やり『仲間』だと思わせようとしてるんでしょ？　残念だけど、そういう浅はかな戦術をとってくる相手とも、あたしはこれまで何百回と戦ってきたの。裏切られた回数だって、少なくはない。もう慣れてるんだってば！」

　そう言った一瞬だけ、ユリウスの表情が、悲しげに歪んだ。

　しかし、すぐにまた、先ほどまでの飄ひよう々ひようとした顔に戻もどって続ける。

「──でも、結局はすべての戦いにおいてあたしが勝ってきたんだよ。だからもう、そういう手はあたしには通じないのさ。あんたにあたしの能力は破れないし、あんたじゃあたしには勝てない」

　それを、タクマは鼻で笑う。

「はっ、早とちりもいいところだな。誰だれがお前と仲間になるなんて言ったよ、そんなつもりは最初から微み塵じんもねーし。それに──俺じゃあ勝てないだと？　強いのは認めるけどな、あんまり過信すると足をすくわれるぞ」

「なんだって？　どうやって──」

　ユリウスは目を細め、そこでやっと気づく。

　背後から近づいてくる、ガゴゴォォ、という不ふ吉きつな金属音──

　ユリウスの背後を指さして、タクマが笑う。

「ほうら。化物がそこまで迫せまってるぞ──俺にも制せい御ぎよできない、『死線』だ」




　　　　２　英えい雄ゆうさえ救うもの




　七星勇グランシヤリオ最強、ユリウス・カエサル。

『戦争世界』の英雄。

　旧世界での戦績──兵を率いての戦争においては二四七戦二四七勝。個人的な戦いにおいては多すぎて算出不能。

　ヴァルハラでの戦績──三戦三勝（対使徒戦除く）。

　たった三回の対戦で九〇〇〇〇〇を越こえるＢＰを獲かく得とくした、生ける伝説。

　三戦での総試合時間、わずか一〇秒。

　試合内容があまりに壮そう絶ぜつすぎて、以降、誰も彼女に試合を申し込まなくなった。

　スタンスは『面おも白しろければなんでもいい』。

　旧世界に戻るよりもヴァルハラにいた方が面白いから、という理由で、あえてＢＰを稼かせがずに七星勇のトップに君臨し続けること二年半。

　彼女が停てい滞たいを望むせいで、他ほかの英雄の誰もが一〇〇〇〇〇〇ＢＰを目指せずにいた。彼女を怒おこらせるよりは、他の者も停滞を選んだ。

　自身の壮絶な半生を赤せき裸ら々らにつづったエッセイ集『ガリア戦記』をヴァルハラ中央書しよ房ぼうから出版。これがエッセイとしては異例の三〇〇万部を越すメガヒットとなったことからもわかるように、彼女の人生はまさに『覇は道どう』と呼ばれる波は瀾らん万ばん丈じようなものだった。

　無む謀ぼう──飄々としていて、なんの考えもないようでいて、その行動は破は天てん荒こうそのもので。

　無敗──型破り、なのに戦事であれば常勝。ゆえに誰も彼女に刃は向むかえない。

　無敵──彼女のカリスマ性は大衆を魅み了りようしたし、ときには敵すら心しん酔すいさせて味方に引き込んだ。まさに、絵に描かいたような英雄。

　しかし。

　英雄だからこそ。

　ずっと勝利を求め続けられる存在だったからこそ。

　彼女は孤独だった。

　タクマの言うとおりだ。ユリウスの能力は反則で、まちがいなく無敵だが、穴がないわけじゃない。

　単純なことだ。その効果は『敵』と思った相手にしか通用しない。

　逆に言えば、味方に裏切られれば異常に脆もろい。

　だから彼女は、誰のことも信用してはならなかった。親、兄弟、友人、あらゆる人間を『敵』だと切り捨てて初めて、ユリウスは『無敵』の地位を確固たるものとした。

　周りは敵ばかり。ゆえに当然、ユリウスは自分の願いについても、誰にも話したことはない。同じレギオンの英雄にも、戦乙女ヴアルキユーレにも話したことはない。

　どんな願いを叶かなえるためにヴァルハラに来たのか？

　そんなこと、もう長い間、ユリウス自身も忘れていた。

　その願いは即そく物ぶつ的なものでなく、ユリウスの心情を救済する内容であるため、〈全知の眼ハイム・システム〉でも叶えられないと諦めていた。

　もう、どうでもいい。

　楽しければいい、と逃げていた。

　でも、本当は。

（……諦めきれてなかったんだよなぁ）

　と、ユリウスは思い返す。

　ヴァルハラにずっととどまり続けたのは、その『絶対に叶わない願い』を叶えてくれる相手を、心の底ではずっと待っていたからだ。

　こうして、久々に戦場に出てきたのも──

　この少年なら、叶えてくれるかもしれないと思ったから、だ。




　　　　＊




『死線』と、少年は言った。

　直後、ユリウスの背中にとてつもないスピードでぶつかってきたのは、それまで停止していたはずのジェットコースターだった。

　ユリウスは、前へと倒たおれ込むように、バランスを崩くずす。

　少年は、闇やみのように黒い瞳ひとみでユリウスを見み据すえている。

「死線に『まきこむ』。それが俺の体質だ。お前は俺を『敵』と認にん識しきしたが、さすがに、この遊園地というフィールドまでは敵と認識してなかっただろう？」

「…………」

「だから、ジェットコースターが俺をめがけて走ってくる、その位置にお前を誘ゆう導どうした」

〈死線の化物〉の能力。

　ユリウスも確かに聞いてはいたが、生でその効果を体験するのは初めてだった。

　ユリウスは今、レールの上で、片かた膝ひざをついている。

　戦場で、膝をつかされるのは初めてだった。

〈無敵〉の能力スキルがなくとも並の英雄以上の鍛きたえ方はしているユリウスだが、背後から一トンを越える鉄の車体を、時速約二〇〇キロメートルでぶつけられては、さすがによろめきくらいはする。

　コースターの車体前方は、追つい突とつの衝しよう撃げきで大きくひしゃげている。

「……ははっ、なるほどねえ。確かにあたしの能力は『敵意』には反応できるが、『不ふ慮りよの事故』には対応できない。一本取られたね……といっても、あたしに膝をつかせるほどの事故なんて、世の中にそうそう溢れちゃいないから、今までは警けい戒かいする必要もなかったんだけど」

　こんな事態になっている理由はあくまで、タクマが持つ『死線』が、考え得うる限りすべての条件──衝突のタイミング、角度など──においてユリウスの痛いところをついてくる『最悪の災さい厄やく』だったからだ。

　ユリウスは俯うつむき、自分の足先をまじまじと見つめる。

　──なるほど、敗者が見る視界とは、こういうものなのか。

　新しん鮮せんな光景に、なんだか嬉うれしくなって笑う。

「あたしを救ってくれるのは、やっぱりあんただったんだね。やっと出会えて嬉しいよ」

「あ？　なんの話だ」

「ふふ。いや、なんでもないさ。さあ、勝負の続きをしよう」

　と、言ってはみたものの、そのユリウスの言葉を合図にしたかのごとく、二人の足場であったレールが崩ほう壊かいしはじめる。どうやらタクマの死線によって、大して老ろう朽きゆう化かもしていなかったレールの支柱が、運悪く折れたようだ。

　ユリウスは難なく着地する。

　が、タクマもすぐ近くに着地している。そのせいで、また死線が発動する。

　頭上からワイヤーの切れた空中ブランコ型遊具が、巨きよ大だいなフレイルのように落下してくる。当然、その事故にもユリウスの〈無敵〉は通用しない。

　素すの身体能力で対応するしかない。ユリウスが拳こぶしで弾はじく。タクマほどではないが、さすがにヴァルハラトップだけあって、人にん間げん離ばなれはしている。

　しかし、続けて、遊具に通っていた電気ケーブルが運悪く千切れる。そのケーブルが踊おどり狂くるい、人間の肉体を一いつ瞬しゆんで炭すみ屑くずに変えてしまうほどの高電圧が、ユリウスを襲おそう。

「ぐっ……！」ユリウスの顔が歪ゆがむ。

　まだだ。

　まだ『死線』は続く。

　大地が割れる。

　ユリウスはまきこまれないよう割れ目の縁ふちに、片手でしがみつく。その横を、ジェットコースターの車体が、レールごと地下へと吞のみ込まれてゆく。それを目で追って、ユリウスは息を吞む。

　マントル。

　地ち殻かくの隙すき間まから、マグマが噴ふき出す。

「ははっ、限度を越こえてるよ……まるで世界の終しゆう焉えんじゃないか！」

　直後、一二〇〇℃の粘ねん着ちやく物質が脚あしにまとわりつき、ユリウスはうめき声を上げる。

　ホットパンツは溶とけ、Ｔシャツも破れ、もはや裸はだか同然の格好になったところでユリウスは、いつのまにかタクマがちゃっかり安全圏へ逃にげていることに気づいた。

　彼は身体能力だけで言えば、ヴァルハラ随ずい一いち。

　そして、死線に慣れてもいる。

　一方、ユリウスにとって死線は完全な未知。予測不能。敵と認識することも不可能。

　敵と認識できなければ、ユリウスは脆い。

　割れ目から這はい上がったユリウスは、しかし全身にダメージを負っている。さすがにマグマに焼かれて無事ではいられない。意識だけはなんとか保っているが、肉と骨が悲鳴を上げているのが、自覚できる。

　ただ、どこか清すが々すがしかった。

　ユリウスは地面に仰あお向むけに倒れ込み、すっきりした表情で呟つぶやく。

「ふう……どうやらあたしの負けみたいだね。タクマ、あんたには感謝するよ」

「感謝？」

「うん、よく来てくれたね。まあ、遅おくれて来るっていう様式美のとおり、ずいぶんと遅おそい登場だったけどさ」

「なんの話だよ。さっぱり意味がわからん」

「ふふ……」

　後こう悔かいはない。

　未練もない。

　ユリウスはずっと待っていたのだ。

　勝者の孤こ独どくから、自分を救ってくれる誰だれかを。

　つまりは、英えい雄ゆうにとっての英雄の登場を。

　アトラクションの崩壊する音が響ひびいている。それに吞まれて、もはやユリウスの声はタクマに届かない。

　しかし、思いを言葉にせずにはいられない。

　だから、ユリウスは目を閉じて、微笑ほほえみながら続ける。

「──これでようやく休めそうだ。ありがとう……あたしの英雄ヒーロー」




　遊園地の一角だけが、原形をとどめていない。

　まるで嵐あらしに襲われたかのようだった。

　その嵐──死線がひととおり落ち着いてから、タクマは仰向けに倒れるユリウスに歩み寄る。

　そして、彼女の寝ね顔がおを見て苦く笑しようする。

「おいおい、七星勇グランシヤリオってのは本当に変態ばっかだな。負けたのになんで笑ってんだよ」

　おそらく生まれて初めて土で汚よごれただろうその顔は美しく、そしてとても安らかだった。




　　　　＊




　ユリウスを倒したあと、サクラちゃんのもとに戻もどると、彼女は言った。

「タクマくんは、六〇〇〇万の世界それぞれで最強とされる英雄たちの中でも、もっとも強いユリウスを倒した。これで正しよう真しん正しよう銘めい、タクマくんが全世界最強だね」

「ん？　ああ……そうなるのか」

「身体からだの調子はどう？」

「ずいぶんいい。怖こわいくらいだ」

　ユリウスの蹴けりで開いた胸の穴は、もうすっかり塞ふさがっていた。いくらタクマといえど異常な回復速度だ。

　傷口からは黒い瘴しよう気きが立ち昇のぼっている。全身をうっすらと黒が覆おおっている。

　しかし、これまでのように怒いかりに支配された感覚はない。

　むしろ感情が抑よく制せいされて、とても落ち着いている。

　今であれば、どんな事態にも冷静沈ちん着ちやくに対応できる気がする。

　感情の昂たかぶりが力になると聞いていたが、同時に、感情を制せい御ぎよできるとも聞いていたので、それほど混乱はない。

　ただ、自分自身が、まるでシステムのように──

　感情のない機械のようになっていく感覚がわずかにあり──

　その点だけは、なんだか怖いのだった。

　サクラちゃんは意味深げに微笑む。

「ならよかった。タクマくんには、『最さい凶きようの敵』を倒してもらわないといけないからね」

「………………」

　夜はすっかり深まり、濃のう紺こん色のカーテンが空を覆っている。ちりばめられた星がきらきらと瞬またたいている。

　遊園地に煌きらめく装そう飾しよく、地上の星と相まって、まるで宇宙の真ん中に放ほうり出されたかのような、奇き妙みような浮ふ遊ゆう感かんがある。

「なら、デートの続きが必要だな。次はどこに──」

　尋たずねようとしたタクマの言葉を、サクラちゃんが遮さえぎって言う。

「いや、もういいんだよ」

「え？」

「今の一戦で、完成だから」

　言われて、タクマは反射的にドキドキポイントに目をやった。

　一〇〇ＤＰ。

　ペンダントも、既すでに四枚の葉がすべて、真っ黒に染まっている。

　つまり、終わったのだ。

　サクラちゃんは、うっすらと、儚はかなくも美しく笑う。

「──ほんものの英雄の、完成だよ」

　途と端たん、タクマの身体から。

　黒い瘴気が、炎ほのおのごとき勢いで立ち上った。




　　　　３　外野の風景




　などと。

　タクマやサクラちゃんが繰くり広げている事件のメインストリームとは全然別のところ──ヴァルハラの名もなき下町に、彼はいた。

　裏切りの英雄ジューダスだ。

「へへ……」

　彼が向かったのは、地下への階段を下りた先にある、隠かくれ家が的なバーだ。

　黒いフードをかぶり、顔がバレないようにしている。

「──ま、俺様ごとき英雄の顔なんて、こんな田舎いなかまで知られていないだろうが、一応な……」

　演技がかったひとり言を呟きながら、ジューダスは自じ嘲ちよう的な笑みを浮うかべた。

　扉とびらを押す。

　カランコロンと、ドアの上部にぶら下がった真しん鍮ちゆう製の鐘かねが申し訳なげに小さく鳴る。

　照明は暗い。壁かべ紙がみは深い紅あか色いろ。煙草たばこの煙けむりが充じゆう満まんしており、こじゃれた雰ふん囲い気きはない。どちらかというと、怪あやしい物品の取引場所と言われた方が説得力がある店内だった。

　見るからに常連然とした近所の酒飲みたち数人が、カウンターに座って、グラスを拭ふくマスターと会話している。

　彼らはジューダスの来店に一瞬だけ視線を寄こしたが、すぐに目を逸そらす。壁にとりつけられたテレビに流れるニュース番組を、酒の肴さかなにしているようだ。

　旧式のブラウン管テレビに、中ちゆう継けいカメラが映し出している場所は、ヴァルハラでもっとも栄えた街、その中でも一番の大通り、グラズストリートだ。

　一部の、抗こう議ぎに熱心な民衆たちがプラカードをもって練り歩いている。

　残りの、ほとんどの住民は、その様子を不安げに道どう路ろ脇わきからうかがっている。

『──正体不明の球体による被ひ害がいが相次ぐ中、七星勇の中でも最強と名高いユリウス・カエサル氏が、未知の敵に敗北したとの噂うわさも流れ、民衆たちは主神オーディンに説明と今後の対策方針の発表を求める抗議運動を──』

　その映像に、ジューダスは微び笑しようする。

「おーおー、偉えらい騒さわぎだな。いよいよヴァルハラには駒こまがなくなってきたか。結局アッシュもやられちまったようだし……泣けるぜ」

　注文は？　と尋ねてくるマスターに、「キールを」と頼たのむ。

　白ワインとカシスを４：１の割合で。そこにガムシロップを二滴てき、垂らしてもらう。

　甘めの酒で唇くちびるを湿しめらせながら、ふと思い出す。

「──ああ、駒といえば……まだひとりだけ、残ってたか。誰も会ったことないっていう最後の七星勇が。いや、本当に実在すればの話だがな」

　いや、まぁ俺にはもう関係ない話だ、キハハ……とジューダスは一人ごちた。

　そうしてアルコールの心地ここちよさに身を委ゆだねながら、彼はひっそりと物語の表おもて舞ぶ台たいからフェードアウトしてゆく。

　これからの夜は、物語の主役──主人公とヒロインたちのための時間だ。




　　　　４　サクラの回想：興味／好意／恋こい




　時間は少し戻って、観覧車の中──

『ずっと夢だったんだよね』

『なにが？』

『こうやって観覧車に乗るの』

　──そう言いながら、サクラは考えていた。

　英雄大戦、プレ・ラグナロク、世界の初期化ラグナロク。この虚むなしいシステムを終わらせたいが、そのためにはシステムを壊こわしてくれるだけの、圧あつ倒とう的てきな力を持った英雄が必要だ、と。




　世界の初期化の直後、サクラは〈全知の眼ハイム・システム〉──すなわちシステムそのものとなった。

　システムは世界のすべてをコントロールできる存在だ。そして世界の事こと柄がらの、ほとんどすべてを理解している存在だ。

　しかし、初期化される前の世界で、自分が『何を願おうとして英雄大戦に参加したのか』だけはわからなかった。いくら〈全知の眼〉といえど、初期化前の、個人の感情までは記録していない。

　だからサクラはシステム・サクラとなってすぐに、自分がいたころの世界──一世代前の世界を完かん璧ぺきに再現しようと考えた。そうすることで、かつての自分が『何を願ってヴァルハラに召しよう喚かんされたのか』思い出そうとしたのだ。

　そのためにサクラは、英雄の世界・ヴァルハラと、使徒の世界・エンデを創つくった。

　ヴァルハラとエンデには、それぞれ主神を置き、管理させた。

　そして、二つの世界から枝分かれしている六〇〇〇万の世界を創った。

　六〇〇〇万の異世界の中には、当然、『まきこまれ世界』もある。

　そこには、英雄としてのサクラがいる。

　英雄サクラとはすなわち、システム・サクラ自分と役割を交こう換かんした、元〈全知の眼〉のことだ。

　ただ、サクラが再現した世界において彼女は、意思ある個人でなく、決められた行動をなぞるだけの傀かい儡らいみたいなものでしかない。

　システム・サクラは英雄サクラの様子を、別次元から眺ながめる。

　そうして一世代前の自分が体験した人生を、出生から順番に追体験する──一度忘れてしまった、自分が子供の頃ころのビデオ映像を眺めるような感覚だ。

　眺めながら、システム・サクラは自分が何を思い何を願ったのかを知ろうとした。

　その過程で、システム・サクラは自分の心理に深くかかわる、『ある人物』の存在を知ることとなった。

　──花はな形がたタクマである。

　二人が出会うのは必然であり、ある意味で運命的だった。花形タクマは英えい雄ゆうサクラの『敵』としての役割を運命づけられているから。

　ただし彼は、悪意を持ってサクラを殺そうとしてくるような、そういう敵ではない。

　あくまで体質上、無意識のうちに周囲を災さい厄やくへと『まきこんでしまう』だけ。

　そしてタクマ自身も、その体質を嘆なげいている。悪意はないのだ。

　なのに、排はい除じよされなければならない運命を背負っている。

　小学一年生の頃に起こった天変地異が、すべての始まりだった。

　そのとき火山は噴ふん火かしていて、地面は割れていて、街々は水に沈しずんでいた。

　昔からいろんな災難にまきこまれる体質だったけれど、このときは特にひどかった。

　地面と瓦が礫れきの間に挟はさまれ、足を怪け我がして身動きできないでいる英雄サクラを救ったのは、同じくらいの年ねん齢れいの、幼いタクマだった。

　タクマは六歳そこそことは思えない怪かい力りきで瓦礫をどけて、サクラを助けてくれる。

「あ、ありがとう」

　タクマの背中にサクラは言ったけれど、タクマはサクラを一いち瞥べつだけすると、また他の怪我人を救いに向かう。

「なんで、俺の周りばかり、酷ひどい目に遭あうんだ」

　小さいけれど大きな背中が呟つぶやいた、嘆くようなその声が、とても印象に残っている。

　あまりに報むくわれない、可か哀わい想そうな化物だった。

　…………これが、サクラの忘れていた記き憶おくだった。

　──自分を形作る原因となった、『大事な思い出』。

　はっきりと思い出したサクラは、タクマに興味を持った。

　興味？　いや、好意というのが正しい。

　命の恩人への、好意。

　同時に、サクラは確信した。

　かつて自分が何を願って、ヴァルハラに赴おもむいたのか。

　──花形タクマに、恩返しがしたかったのだ。

　そのためなら、システムなんて、くそくらえ。

　世界のルールなんて、ぶっ壊す。

　タクマを化物だなんて呼ばせない。『タクマ英雄化計画』を思いついた瞬しゆん間かんだった。




　今、計画は大おお詰づめに入っている。

　世界の破は壊かいは既に、『なにもない球デリートボール』によって深刻化しており、人々の心は不安に包まれている。大英雄の登場を待ち望んでいる。

　一方で、タクマは世界最強の英雄たちを降くだし、圧倒的な力をつけている。大英雄と呼べる存在に、確実に近づいている。

　残るステップは、ひとつ。

　タクマが、世界をこんな事態に陥おとしいれた──黒幕システムを倒たおすことだけ。

　システムが倒されれば初期化はなくなり、

　未来はずっと続いていって、

　いつか遠い未来、誰だれかが語り継つぐこの物語のあらすじには、こう書かれるのだ。

〝これは、孤こ独どくだった主人公タクマが、最後には人々に認められ、世界を救う物語です〟




　　　　５　イレギュラーヒロイン




　ほんものの英雄の完成だよ、とサクラちゃんは言った。

　タクマの身体からだからは、トリガーを引いて銃じゆう弾だんが勢いよく放たれるように、黒い瘴しよう気きがとめどなく立ち上っている。

　タクマはその瘴気に驚おどろき、目を丸くしながら言う。

「完成？　なら、これから俺は──」

「そう。最後の敵、『最さい凶きようの敵』を相手にするだけ」

　サクラちゃんが微笑ほほえんだところへ。

　しかし、割って入る声があった。

「ちょっと待ちなさいよ、私を除のけ者にしないでもらえるかしら？」

　半はん壊かいした夜の遊園地。

　観覧車も、既すでに動きを停止している。

　その観覧車の頂上、ゴンドラの上に、人ひと影かげがあった。

　青白い月光に輝かがやく、プラチナブロンド──

　白と青を基調とした衣い装しよう──

　サクラちゃんはその少女を見上げて、怪け訝げんそうに眉まゆ根ねを寄せる。

「……ああ、いつか来ると思ってたけど、やっぱり来たんだね」

「遅おくれて悪かったわね。ナントカは遅れて登場するっていうでしょ、許しなさい」

「まさかヒーローのつもり？　七星勇グランシヤリオですらないあなたに、今さらなにができるっていうの」

「別に、ただパートナーを迎むかえに来ただけよ。晩ご飯の時間は、もう過ぎてるもの」

　ユーナだった。

　サクラちゃんが訊きく。

「君じゃ、タクマくんには到とう底てい勝てないよ。敗北覚かく悟ごかな？」

「黙だまれば？　というか、あなたに話していないし。私が用があるのはタクマくんだから、外野はすっこんでなさい」

　冷たく言って、ユーナは腰こしの二丁拳けん銃じゆうを抜ぬいた。

　タクマは反射的に、サクラちゃんを自分の背後に下がらせる。

　ユーナを見上げる。

「ユーナ……」

「タクマくん……」

　二人は意味深に見つめ合う。

　そこでタクマが、溜ため息いきをついて言った。

「……お前、パンツ見えてるぞ」

「っ!?　な──」

　ん、まぁ見上げる形になったので仕方ない。

　ちなみに白だ。

「ばかっ！　このシリアスな状じよう況きようで何を考えてるのよ！」

「や、だってシリアスな状況で、ずっとパンツが見えてる方が気になるだろ……注意しないままの方がよかったか？」

「そ、それは困るけど！」

「だろ」

　いや、まあ。

　話を戻もどそう。

　恥はずかしそうにスカートをつまんで下ろすユーナに、タクマは言う。

「まさか、お前まで来るとはな」

「当然でしょ。でも、私だって忙いそがしいのよ？　無む駄だな運動で汗あせをかくのは好きじゃないから、できれば手て荒あらな真ま似ねをしないで済むうちに、戻ってきて欲しいのだけれど」

「それはできない」

「にっくを作ってくれないの？　いつもみたいに」

　その言葉は、なんだかずるかった。

　タクマの胸が締しめ付けられる。

　けれど、だからといってサクラちゃんのもとから離はなれるわけにはいかない。ここでタクマがいなくなれば、サクラちゃんがひとりになってしまう。

　だからタクマはユーナに言う。

「……ここはいったん、引いてくれないか？」

「無理。だって私はあなたと約束したもの。一いつ緒しよに願いを叶かなえるって」

「もちろん覚えてるよ。でも、今はそれどころじゃないんだ。ヴァルハラに現れたあの球体を見ただろ？　お前にもヤバい事態が起こってることくらいわかるはずだ。その解決のためにも、俺はサクラちゃんと一緒にいなければならない」

　もうすぐ『最凶の敵』が現れるから、と。

　少なくともタクマは、サクラちゃんからそう聞いていた。

「へえ？　でも、そのヤバい事態の元凶こそがサクラだ、というのがヴァルハラ上層部の見解だけれど」

「違ちがうよ、それはない」

「サクラがそう言ったから？」

「それも違う。俺個人のカンだ。サクラちゃんは悪者じゃないって確信がある」

「生憎あいにくだけれど、私にとっては悪者以外の何者でもないわよ。だって、私からタクマくんパートナーを奪うばったのだから」

　タクマは答えなかった。

　代わりに拳こぶしを握にぎり込む。

　ユーナも、それで理解したようだった。

「──言っても、しょうがないようね」

「だな。俺たちはどっちも、コミュニケーションが得意じゃないから」

「否定はしないわ」

「なら、やることはひとつだ」

　ユーナが頷うなずいて、銃をタクマに向ける。

「タクマくん。私は、どんな結果になろうと、あなたを大切に思ってるわ。パートナーとして」

　タクマもユーナに、右手の拳を向ける。

「俺もだよ。お前は俺の大切な、パートナーだ」

　だからこそ、二人はお互たがいに譲ゆずれない。

　タクマを取り戻そうとしているユーナはもちろん、タクマにも、考えがあるから。

　戦せん闘とうが始まる。




　当然ながらユーナの猛もう攻こうが来る、と思っていたタクマは、戦闘開始早々、裏切られた。

　ユーナが言う。

「じゃあ、本気で行くわよ。ピリカ」

「え？」

　ユーナの言葉を合図に、彼女の背後から幼い天使がひょっこりと顔を覗のぞかせる。

　タクマをこの世界に召喚スカウトした張本人、ピリカだ。

「ずっと黙っていてすみません、タクマさん。今回ばかりは責任をもって全力でお相手させていただきますっ！」

「ん？　黙っていたって、なにを……」

　ピリカは答えない。

　代わりに、彼女の象しよう徴ちようでもある、二つにくくった髪かみのリボンを外した。

　首の赤いチョーカーも外した。

　両手首の白い腕うで輪わも外した。

　すると、ピリカの全身が眩まばゆい光に包まれた。

　その光が消えたとき、目の前にいたのは、

「なっ、お前、その格好は……」

　黄金こがね色に輝く鎧よろいに身を包んだ、二〇歳くらいの大人っぽい女性だった。

「──って、誰だよっ!?」




　　　　６　零落の王




　ヴァルハラに長くいる人々の間では、有名な噂うわさだ。

　──七星勇の最後のひとりは、ある意味では、あのユリウスよりも強い。

　ただし、『彼女』は表おもて舞ぶ台たいに決して姿を見せない。

　主神オーディンと一部の戦乙女ヴアルキユーレのみがその存在を知っているが、他ほかの英えい雄ゆうたちに知られないよう、一いつ切さいの情報は隠いん匿とくされている。主神たちですら連れん絡らくも取らないし、勅令クエストを与あたえることもない……

　そこまでして隠かくす徹てつ底ていぶりゆえ、英雄たちの間では「本当は存在しないのではないか？」「英雄たちが神に反逆しないよう抑よく止し力りよくとしてハッタリをかましているだけではないか？」などと揶や揄ゆされることもあった。

　しかし、事実は違う。

　神と戦乙女は、彼女の存在を恥じ、隠したのだ。

　彼女は『英雄大戦を辞退した英雄』だったから。

　彼女の能力はとても珍めずらしく、それゆえに一〇〇〇〇〇〇ＢＰを狙ねらえるんじゃないか、と将来を期待された……が、彼女自身はそう思っていなかった。

　彼女の能力は、優ゆう秀しゆうな仲間がいないと全然役に立たないものだったし、実際、彼女は不運にも、よい仲間に恵めぐまれなかった。

　そしてなにより──平和を愛する彼女の願いは、『すべての英雄たちを戦いから解き放ち、救うこと』だった。

　だから彼女は、英雄をサポートする立場──戦乙女の役職につき、自分の代わりに『みんなを救ってくれる英雄』をスカウトしてくることに全力を注いだ。

　そんな彼女が指揮するレギオンは、皮肉を込こめた名で呼ばれたが、彼女は気にしなかった。

　彼女は《零落の王ギルガミス》代表。

　信しん仰こう系中間管理職戦乙女ヴアルキユーレ。

　またの名を〈英雄王〉ピリカ・ギルガメシュ。



















　　　　７　王の器うつわ




「というわけで、じゃじゃーん！　七星勇グランシヤリオピリカ、真の姿モードです☆」

　そう言って両手を広げ、ナイスバディなピリカはおどけてみせた。

　美び麗れい、という言葉がまさにハマる容姿だった。そのわりに顔にあどけなさが残っていて、そこがまた、彼女がピリカであることのまちがいない証明だった。

　タクマは動どう揺ようする。

「変身……だと？」

　いや、変身自体にはさほど驚おどろくまい。彼女は過去に一度、背中の翼つばさを大きく変化させたこともある。

　それより。

「──お前が、最後の七星勇……本気で言ってるのか？」

「はい☆　驚きました？」

「当たり前だ！　一言も聞いてねえ！」

「言ってないですからねー。あ、でもそんなに身構えないでください。わたしは他の英雄さんたちと違って、ものすごい強い能力スキルを持ってるわけじゃないんですよ。なんというか、がんばってたら、いつの間にか運よく勝ちあがれたタイプの英雄でして」

　運よく？

　運よくと言ったか？

　苦く笑しようする。

「運だけで勝ちあがれるほど、英雄大戦が甘くないことはお前が一番よく知ってるだろうが」

「ははは☆　いえいえ、運ですよ。わたしじゃなくて、当時のわたしの仲間が強かったんです──まあその皆みなさんも、今ではみんな負けて、旧世界に戻っちゃいましたけど」

　負けてんじゃねーか。

　やっぱり、ピリカが強かったのだろう。

　そう思うが、とはいえタクマもこれまで、反則級の能力を持った英雄とは幾いく度ども戦ってきた。

　光の性質を得る、勇者。

　あらゆる攻こう撃げきを受け流し、能力を打ち消す、剣けん士し。

　絶対に敵かなわない敵を作りだす、天敵。

　一分間で敵を必ず殺し、敵の能力をコピーもできる、医者。

　敵の攻撃を一切受け付けず、一方的に敵に致ち命めい傷しようを与えられる、無敵。

　ピリカの能力がそれらよりも強いというのは想像しづらいし、たとえそうだとしても対応できる気がしていた。今やタクマの身体能力は、黒い瘴しよう気きによって異常を通り越こしたスペックになっている。死線という弱点も、この耐たい久きゆう性せいを持った肉体であれば、よほどのことがないかぎり敵をまきこむための武器としてのみ考えることができる。

　うん、とタクマは拳を握る。

「大だい丈じよう夫ぶ。今なら俺は、誰だれにも負ける気がしねえ」

　しかし、それにピリカはいつもの笑え顔がおで返す。

「でしょうねえ。だってタクマさんをスカウトしたのはわたしですもん。わたしが一番、タクマさんの強さを知っています。それに、弱さも☆」

「あ？」

「来ないなら、こちらからいきますよ☆」

　タクマは眉まゆ根ねを寄せる。

「俺の、弱さだと？」

　しかし考える間もなく、ピリカが両手を天に掲かかげた。

　手には紙し片へんが握にぎられている。

　──〈神の創生ジエネシスカード〉。

　タクマは言う。

「……今さらだな。どんな効果を顕けん現げんするつもりか知らないが、あんまり派手な効果だと俺より先に、お前らの方がくたばって──」

　しかし遮さえぎって、ピリカは平然と言う。

「効果は、わたしも知りません」

「なに？」

「そのへんはタクマさんの不運に委ゆだねます。信じていますよ、タクマさんの弱さを☆」

　可愛かわいらしく笑うピリカ。

　そして、紙片を空に投げ、唱える。

「創生ジエネクト、All Cardsオールカーズ」

　それは、特とく殊しゆコマンドの詠えい唱しようだった。──持ち主が触ふれているすべての〈神の創生カード〉を同時に起動する、という。

　タクマも、何かの折にその話を聞いたことはあったが……いや、それよりも。

　宙を舞まうカードの束を見て、タクマは目を見開く。

「なっ？」

　枚数が異常だ。一〇枚や二〇枚じゃない。

　一〇〇──いや、三〇〇枚は優に越こえている。

　こんな枚数、どこからの金で用意した？

　こいつまた無む駄だ遣づかいしやがって。

　……じゃなくて。

　いま問題なのは──

　ピリカが不敵に笑う。

「いい能力だと思いますよ。圧あつ倒とう的てき身体能力だけなら単調になる試合運びに、死線を利用したランダム性を加えて相手を翻ほん弄ろうする」

　これまでチームの管理者としてタクマを見守ってきたピリカは、ひょっとするとタクマ自身よりも、『タクマの上手な使い方』を知っている。

　そして、タクマの『弱点』も、きっと知っている。

「お前、俺の『死線』を！」

「ええ、利用させていただきます☆」

　宙を舞うカードが光を強める。

　カードの効果が、発現する。




〈髪の創生アートネイチヤー〉

　髪の毛がふさふさになる。

　→タクマだと全身の毛が獣けもののように伸のびて視界不良になる。

〈龍角酸のど飴ドラゴンキヤンデイ〉

　舐なめるとどんな激げき辛から料理にも耐たえられる強きよう靭じんな喉のどが手に入る。

　→タクマだと喉に詰つまらせてそれどころじゃない。

〈怒濤の珈琲ドトウ・ル・コーヒー〉

　ほどよいカフェインで、頑がん張ばりどきの夜を越せるコーヒー。

　→タクマだと強きよう烈れつなカフェインで身体に異状をきたし、むしろパフォーマンスが低下する。

〈エースの右手トウキユウ・ハンド〉

　どんなノーコンでも、一球だけメジャーリーガー並みの投球ができるようになる。

　→タクマだと右手がムキムキになって、うまくバランスをとれなくなる。

〈二者択一のキノコ・タケノコチョコレート・ウオーズ〉

　舌がとろけるほど美お味いしいチョコを二つ作り出す。どちらを食べるかで、その日の運勢を占うらなえる。

　→タクマだとどちらを食べても舌が実際に溶とける。運勢は当然、大だい凶きようで固定。

　……などなど、以下略。




　ピリカがにこっと微笑ほほえむ。

「ぷくく、〈死線の化物〉タクマさん。一度に、この数の死線に対応できますか？」

　──死線を、逆手に取られた。

　タクマは、もはやカードの効果で身体からだをいじられすぎて、人間かどうかも怪あやしいビジュアルになっていた。

「おまっ!?　頭おかしいんじゃねーの、殺す気か！」

　死ぬ！　本気で殺しにきてる！

　あれだけ可愛らしくタクマを慕したってくれていたピリカが、今は──

「タクマさん、大好きですよ☆」

「行動と矛む盾じゆんしてるんだよ！」

　逃にげたくても逃げようがない。

　死線はタクマの、どうしようもない体質だ。どこまでもタクマを追ってくる。

　さまざまな『災さい厄やく』を必死に走って回かい避ひするタクマに、ピリカは笑いかける。

「大好きなタクマさんには、《零落の王ギルガミス》に戻もどってきてもらいたいのです。だから全力です、手は抜ぬきません☆」

「っ、そう言ってもらえて嬉うれしいね……！」

　とにかく、司し令れい塔とうであるピリカを止めなければ。

　ピリカの策略が、敵に回ったときどれだけ厄やつ介かいか、タクマは知っているのだ。

「でも、大丈夫だ、所しよ詮せんは小細工。お前がどんな手を使おうと、俺のスピードには反応できない」

　カードの効果で上う手まく動けないが、なんとか逃げ回った。

　そうしている間に、カードの効果がきれる。タイミングを見計らって、タクマは地面を蹴ける。

　凄すさまじい脚きやく力りよくでピリカの背後まで回る。

　あとは捻ねじ伏ふせるだけだ。

「さっすがタクマさん、ご名答！　所詮わたしは無力です！　だから、あらかじめ罠わなを仕し掛かけておきました──ニトさん、お願いします☆」

「はっ!?　ここで、ニトだと──」

　タクマの背筋に鳥とり肌はだが走る。

　その直後、ピリカの足元で、スマホの照明が不気味なくらいくっきりと夜の闇やみを切り取っているのが見えた。

　それを持っているのは、前まえ髪がみで目元を隠かくした中学生くらいの少女だ。

　ニト。

　いつのまに現れた？　と、彼女に対して訊きくのは愚ぐ問もんだ。ニトは自分の周囲数メートル以内を自由に、認にん識しき不可能にするステルス能力を持つ──答えは、『最初からいた』だ。

　ニトは片手で、ピリカの脚あしにしっかりとしがみついている。

　もう一方の手に持つメール画面には、文字が打ちこまれている。

『がってんしょうち。手加減なし』

　気づいたときには既すでに遅おそく、タクマの足の裏には違い和わ感かんがある。

　視線を落とす。

　地面がない。

　落とし穴だった。

「くっ、しくじったあ！」

　非力なニトに、こんな穴を掘ほれるとは思えない。タクマが認識できないでいる間に、〈神の創生ジエネシスカード〉でも使って用意していたのだろう。あるいは──戦いが始まる前から仕掛けられていた可能性すらある。

　最初から、ピリカは翼つばさをつかって地面スレスレを浮ふ遊ゆうしていた。

　最初から、ニトはピリカの脚にしがみついていた。

　タクマは、最初から完全に油断していた愚おろか者ものだった。

　自じ業ごう自得だ。

　穴に落ちる。

　落下点には──水のような、透とう明めいな液体がある。着水する。いったん頭のてっぺんまで浸つかり、口の中にそれが入ってくる。呼吸が苦しい。怪かい力りきで壁かべを殴なぐって凹へこみを作り、そこに手をかけて溺おぼれないようにする。

「大丈夫。驚おどろきはしたが……こんなもの」

　タクマの脚力なら壁を蹴ってすぐに脱だつ出しゆつできる。

　そう思った瞬しゆん間かん、タクマの身体にさらなる違和感。

　頭がくらくらする。

　視界が定まらない。

　心臓がバクバクと脈打つ。

「──けほっ……おい待て、まさかこれ……酒か？」

　匂においも色もないのに──それはまちがいなく酒だった。アルコールが身体に回る。

　ふと見上げれば、穴を覗のぞき込む男がいた。

　赤髪のおっさん、ギンジョーだ。

「ようボウズ。どうだ、オレの特製大だい吟ぎん醸じよう『英えい雄ゆう殺し』は。無色無味無む臭しゆう、水と区別つかねーだろ」

「……俺は、未成年だって、言ってるだろうが！」

　言いながら、キツすぎるアルコールにやられ、意識が朦もう朧ろうとしてくる。眠ねむ気けで瞼まぶたが重い。

　ギンジョーの顔が四つくらいに見える。彼は「異世界にお前の世界の法律なんざ……」と、なにやら言い訳をしているっぽかったが、タクマはもう、まともに聞き取れる状態ではなかった。

　どこからかピリカの声が聞こえる。

「タクマさん。力を得たせいで英雄大戦の基本を忘れてしまいましたか？」

　鼓こ膜まくの近くでぐわんぐわんと反はん響きようしている。

「──英雄大戦の基本、それはチームワークですよ☆」

　タクマは、苦く笑しようとともに理解する。

〈英雄王〉ピリカの能力スキルとは、彼女自身の強さでなく、他ほかの英雄の長所・短所・武器・弱点を熟知し、上手くコントロールできる点にあると。

　英雄を救うために、英雄を辞やめた英雄。

　なるほど、これは手て強ごわい。




　　　　８　目算どおり




　ピリカの目は、あらゆる英雄のパラメータを数値化し、ほぼ完かん璧ぺきに戦術に組み込んで活用できる。そこには力や技術といった要素だけでなく個々の性格や感情の推移傾けい向こうも含ふくまれている。

　そのうえで、だからこそ、ピリカははじめから知っていた。

（この戦い、負けますねー☆）

　ユーナは優ゆう秀しゆうだ。ニトもギンジョーも、適材適所をまちがえなければかなりトリッキーに活かつ躍やくできる逸いつ材ざいだ。つい数日前までなら、タクマを相手にしても圧勝できた確信はある。

　が、今は無理だ。

　現在のタクマは、どういうマジックを使ったのか、さらに力を増しているからだ。きっと、あのサクラという少女が何かを仕組んだのだろう。

　これほどの急激な成長なので、ひょっとすると、ピリカとタクマが出会う前からそのための伏ふく線せんは張られていたのかもしれない。たとえば、特定のアイテムをタクマに持たせて、徐じよ々じよにリミッターを外していくような。

　とにかく。

　なんにしろ、もう手て遅おくれだ。

　彼を止められる英雄は、この世には存在しないだろう。

（でも、諦あきらめるわけにはいかないんですけどね……タクマさんがサクラさんを強く思っているのは知っていますが、わたしにとってもタクマさんは同じくらい大切な存在ですので）

　だから、ヴァルハラ全土を敵に回すような暴挙を見て、放ほうっておくわけにはいかない。

　ピリカは微笑み、結果が敗北と知りながらも、この勝負を最終局面へと誘ゆう導どうしていく。




　　　　＊




　タクマは酒さけ浸びたしになりながら、穴から這はい上がる。頭を押さえて、呻うめく。

「くっそ……やってくれるじゃねーか、お前ら」

　言いつつ、タクマは自分の足取りを確かめる。

　苦手だったアルコールですら、もう引いてきている。

　大だい丈じよう夫ぶ。

　まだ戦える。

「──じゃ、今度はこっちから……」

　そこで、タクマの正面に立っていたピリカが言う。

「ユーナさん、後は頼たのみますよ」

　タクマの両りよう脚あしにワイヤーがまきつく。

「なに？」

　アルコールの抜けた直後で、上手くバランスを取り損そこねた。

　機械がワイヤーを巻き取るさいの強い力に反応しきれず転び、地面を引きずられる。アスファルトに肩かたと顔を一度ずつ、がんがんと打ち付ける。

　慌あわてて地面を摑つかんで耐たえようとするが、引っ掛かかりがなさすぎて無理だ。

　自分が引っ張られていく先を見ると、遊園地の敷しき地ち内でもかなり広い面積を占しめるマリンカイザーというアトラクションの内部だ。

　深海の生態系を模した、深度一六〇〇〇メートルにも及およぶ溜ため池いけがあり、その水中を四人乗りの潜せん水すい艇ていが進んでゆく。ドラゴンフィッシュ、ダイオウイカなど滅めつ多たに見られない深海生物がガラスの向こうを泳いでみせ、客を楽しませるという。

　その潜水艇の中に、ユーナはいた。

　蓋ふたはもう閉まっている。

　ワイヤーは潜水艇の外部機構にくくりつけられている。その状態で潜水艇が池の中に潜もぐり始める。

　つまりタクマは足を縛しばられ、潜水艇にも入っていない状態で深度一六〇〇〇メートルの深海に放り込まれる。

　──無呼吸と水圧による、死線。

　タクマがそれに気づき、分厚いガラスの向こうにいるユーナを見ると、彼女は笑え顔がおで手を振ふっていた。ガラス越ごしのくぐもった声で言う。

「あの女と楽しいデートをしていたんですって？　私とも水族館デートとしゃれこみましょう」

「目が笑ってねえ!?　あと怒おこってるポイントがおかしい！」

　着水。

　怪力でワイヤーをちぎろうと試みたのだが、それは不可能だった。ワイヤーは何らかの呪じゆ詛そによって守られており、触ふれる直前にタクマの指さきを弾はじき飛ばした。

　みるみるうちに深くまで潜ってゆく。軽口を叩たたくことさえできなくなる。

　そして、あっという間に到とう達たつする、深度一六〇〇〇メートル。

　人間が無呼吸の素す潜もぐりで到達できる距きよ離りはふつう、一〇〇メートルに満たない。呼吸の面でも、水圧の面でも、こんな場所で通常、人間は生きられないはずなのだが……

　しかし、ここまでされて、なお。

　タクマが感じるのは、ちょっとした痛みくらいだ。

（耳がキーンってするな……）

　さらに周囲は、潜水艇のライトと、それに照らされる深海生物以外は視界に存在しない。音も、ゴオゴオと潜水艇が鳴らす重低音が継けい続ぞくしているだけだ。この世の終わりみたいな光景に、パニックになるのが普ふ通つうだが。

　タクマにとっては、思考をまとめるのにちょうどよいとすら思える。

　人間の限界を越こえた死線に瀕ひんしたせいで、タクマの肉体はそれに耐えようと、むしろ成長を続けている最さ中なかだから。

　ここまで容易に身体能力が向上するのは、サクラちゃんがくれたペンダントのおかげなのだろうか？

　潜水艇を見る。

　中にはユーナがいる。

　タクマは今、選せん択たくを迫せまられているのだ。

　──サクラちゃんに付き従うか、ユーナのもとに戻もどるか。

　ユーナと戦うことに葛かつ藤とうはある。仲間だから。自分を思って迎むかえに来てくれたのがわかるから。少し前までのタクマであれば、その葛藤が感情の不安定を生み、戦いに支障をきたしただろう。

　しかし、今は気持ちに反して力が安定している。

　自分でもわかる。

　──俺は今なら、誰だれにも負けない。

　ではそれは、何のため？

　サクラちゃんのため？

　当然、その答えは正しい。

　が、同時にまちがいでもある。

　タクマが狙ねらっているのは、もっともっと先の答えだ。

「そろそろ頃ころ合あいか。ここで退ひくと、これまで倒たおしてきた奴やつらも全部台無しになっちまうからなぁ……息も持たなくなってきたし、ユーナたちには悪いけど」

　タクマは決意したようにひとり呟つぶやいた。

「──反はん撃げき開始だ」

　ワイヤーをねじ切れなくても、別に問題ない。

　タクマは脚にワイヤーを結ばれたまま、普通に泳いで水面を目指す。ただそれだけで水中に渦うずを生むほどの怪かい力りきは、あろうことか潜水艇が深海に留とどまろうとする推進力を上回る。

　やがて、水面に豪ごう快かいな飛沫しぶきが上がった。

　タクマは『ただのクロール』で、深海一六〇〇〇メートルから脱だつ出しゆつした。




　　　　９　ユーナにとって




　──ユーナから見ても、タクマに勝てる確率は、小数点以下だった。

　それでも、タクマと戦おうという意思が、変わることはなかった。

　ユーナにとってタクマは、やはり取り戻さなければならないパートナーだからだ。

　ユーナが子供を守ろうとしたとき、タクマは自ら進んで厄やつ介かいごとに『まきこまれ』てくれた。

　ユーナがヴァルハラから追放されそうなときは庇かばってくれた。

　使徒が現れてユーナがピンチだったとき、他の英えい雄ゆうを『まきこんで』でも、助けに来てくれた。

　それに、美お味いしいにっくを作ってくれた。

　ユーナにとって幼いころの家族は兄だけで、兄は小さなころから忙いそがしく働いていたので、まともな家庭料理を食べたことがない。

　ユーナは自分が育った街で、生いけ贄にえになることを強制され、それゆえ兄以外の誰にも心を開けずにいた。

　ユーナのために死んだ兄が残した言葉を思い出す。

『いつかお前には、俺以上に大切な人ができる』

『そのときは、そいつを全力で守れ。全力でぶつかれ。全力で愛せ』

　──愛なんてわからない、というのが正直なところだった。

　この世界に来るまで、兄以外の人に心を開いたことがなかったから。

　でも今は、全力でぶつかって、全力で守ろうと思う。

　もちろん、タクマにも事情があるのだろうし、あの女にも事情はあるのだろう。細かいことはわかっていない。

　ただ、ここでタクマを放っておくと、彼はそのままユーナと違ちがう世界──遠いところに行ってしまう気がするのだ。

　だから、タクマを知らない女に渡わたしたりしない。

　大切な人を、また失うなんて嫌いやだから。

　わがままだけれど、躊躇ためらいはない。

　後こう悔かいはしたくない。

　そして、できることなら受け止めてほしい。この思いを。




　　　　＊




　タクマが勢いよく地上に出たことで、引っ張られた潜水艇が空中に弧こを描えがいて舞まう。一足先に体勢を整えたタクマは、そこへめがけて駆かけ出す。

「待ってろ。楽に終わらせてやる」

　両りよう腕うでを、黒色の瘴しよう気きが覆おおう。

　タクマが本来持つ筋力に加え、膨ぼう大だいな未知のエネルギーが集約されているのがわかる。

　ユーナは潜水艇の中、しかも空中で、避さけられない。

　そこへギンジョー、ニトが、二人がかりでタクマを押さえ込もうと飛びかかる。

「させねえぞ！」

『断固阻そ止し』

　彼らは肉体的な戦せん闘とう能力でいえば並以下の英雄だが、それでもユーナがやられてしまえばタクマを倒せるものがいなくなることを理解したうえで、決死の攻こう撃げきに出たのだ。

　ユーナを逃にがすために一いつ瞬しゆんの隙すきさえ作れれば、それでよかった。

　しかし、摑みかかろうと迫る二人を、タクマは走りながら身体からだを回転させ、避ける。左腕を払はらうと、黒い旋せん風ぷうが発生する。

「家に帰って休め。飲んだくれと引きこもり」

　その旋風で二人は吹ふき飛ばされる。街角に捨てられたピンクちらしのように呆あつ気けなく。

「二人がかりで一秒すら足止めできねえのかよ!?」

『無念！』

　ギンジョーとニトが米こめ粒つぶに見えるほど遠くまで飛んだ。

　タクマはそのままユーナのもとまで猛もう進しんしようとする。

　今度はピリカが立ちふさがる。

「今のわたしは戦乙女ヴアルキユーレじゃない……いち英雄ですから、タクマさんにも刃やいばを向けられますからね！」

　言って、彼女が顕けん現げんしたのは、光り輝かがやくチャクラムだ。きっと彼女の魔ま力りよくか天使力か、そういったものを消費して出現させた武器だろう。

　しかし、タクマには確信がある。

「お前は指揮官型の英雄だ。直接戦闘向きじゃない。もし、お前が英雄の一個大隊でも引き連れてきてたなら俺の方がヤバかったかもしれないが、それも無理だ。あいつらは『なにもない球デリートボール』への対応で手いっぱいのはずだから」

　すべてが、タクマにとって追い風に働いている。

　タクマは、ピリカが放ったチャクラムを、いとも簡単に拳こぶしで砕くだく。

「ふう、やっぱり、べらぼうに強いですねー。さすがタクマさん☆」

「……？　意外に、動どう揺ようしてないな」

　ピリカの表情は、むしろやりきった風で、安らかとも言える。

「ええ。予想はついていましたから──それに、タクマさんの表情を見ていてわかりました。やっぱりタクマさんはまちがっていない。わたしたちの希望です」

「希望？　俺はお前らを倒すぞ」

「はい。でも今のタクマさんには、敵であるわたしたちへの『怒いかり』がない。逆に、わたしたちを倒すことへの『後悔』もない──タクマさんにも考えがあるんでしょう？　わたしたちは、そのために敗北する。そのはずです」

　タクマは思わず、目を丸くする。

「はっ、敵かなわねえな。天然ぶってるくせに全部お見通しか」

「この観察眼と頭脳だけで、わたしは七星勇グランシヤリオになったようなものですから」

「じゃ、悔かい恨こんはないな。大人しく沈しずんでくれ」

「はい、おやすみなさい☆」

　黄金の鎧よろいを微み塵じんに砕かれ、膝ひざから崩くずれ落ちるピリカ。表情は穏おだやかだ。

　その背後に、タクマはプラチナブロンドの少女を見る。

　二丁拳けん銃じゆうをこちらに向けて真っ直すぐ構えている。

　右手に黒くろ鉄がね銃──名は罪ロジオン。

　左手に白しろ銀がね銃──名は罰ソフイア。

　少女がフッと笑う。

「私の全力。あなたは一度も受けたことがないでしょう？」

「見せてくれるのか？　光栄だな」

「撃うち込んであげるわ、私の思い」

　ユーナが、真正面に構えた二丁拳銃の銃口をカン、カンと打ち鳴らす。それで銃口の周りに蒼そう炎えんで縁ふち取どられた魔ま法ほう陣じんが現れる。

　中央に大きな円。

　そのまわりに、花びらのように無数の小さな円が咲さく。

　すべてが魔力を撃ち出す砲ほう門もんとなる。

「──七二連式獄煉ケーニヒスカノネ大帝門完全開放・フルスロツトル」





　蒼蒼蒼蒼蒼蒼蒼蒼蒼蒼

　蒼蒼蒼蒼蒼蒼蒼蒼蒼蒼

　蒼蒼蒼蒼蒼蒼蒼蒼蒼蒼

　蒼蒼蒼蒼蒼蒼蒼蒼蒼蒼






　燃えたぎる蒼あおの奔ほん流りゆうが、極ごく太ぶとのレーザーとしてタクマに襲おそいかかる。

「そんな言い方されちゃ、受けないわけにはいかねーな」

　タクマは避けず、それを両腕をクロスさせて受ける。

　今やタクマの身体から昇のぼる黒い瘴しよう気きはなんらかの責任感を持ったように──タクマの身体の一部であるかのように振ふる舞う。タクマに迫せまる攻撃を弱める緩かん衝しよう材ざいとして、機能している。これがなければ、全身を一瞬で焼かれて塵ちりすら残らなかったろう。

　それくらい熱い、思いだった。

　思いは止まらず、ずっと熱を放出し続ける。

　タクマも避けず、ずっと受け続ける。

　止やまない蒼い魔力を、最後の一いつ滴てきまで絞しぼり出すように放ちながら、ユーナは言う。

「一いつ緒しよに願いを叶かなえようって言ってくれたじゃない」

「ああ」

「あなたのパートナーは、私でしょう？」

「ああ。まちがいない」

「だったら、私と」

「…………」

「…………」

「…………」

　ユーナは言いかけて、やめた。

　決意を込こめて目を見開く。

「いえ、やっぱり無む駄だな言葉は慎つつしむわ。私は今でも、あなたを信じてる。これからもずっと」

　蒼い熱線が、最後のあがきとばかりにドクンと勢いを増した。

　タクマは瞼まぶたを閉じ、息を吸い込む。

　焼けた空気が肺に流れる。

　吐はき出す。

　目を開く。

　──ちょっと前までは、サクラちゃんに告白するという、自分の願いさえ叶えられればいいと思っていたのだが、と思う。

「きっとヴァルハラで居い心地ごこちのいい場所を見つけちゃったせいだな。いつのまにか、いろいろなものを背負っちまった」

　クロスしていた両腕を力強く払う。蒼の光が散る。輝く。煌きらめく。消えてゆく。

　タクマの突つきだした拳が黒い瘴気を、激流のごとく放ち、蒼い光の残ざん滓しごとユーナを吞のみ込む。ユーナは綺き麗れいなその顔に微び笑しようを浮うかべ、背中から倒たおれる。




　　　　10　ラストボス




　タクマは結果として、《零落の王ギルガミス》を圧あつ倒とうした。

　けれど誰だれにもトドメを刺さしていない。これまでの七星勇も、命を奪うばうまではしていない。

　ただ戦って、勝って、そのぶん力を増しただけ。

「甘いね、タクマくんは」

　などと、脇わきで見ていたサクラちゃんが歩み寄ってきて、言う。

　甘い。

　確かに、サクラちゃんとタクマの恋こい路じを邪じや魔まする障害に、情けをかけたという意味では甘いと言える。

　タクマは、サクラちゃんが怒おこっているかな？　と思い顔を窺うかがったが、彼女はむしろ困ったように微笑ほほえんでいる。

「──でも、まあいいや。これで正しよう真しん正しよう銘めい、あとは最さい期ごの儀ぎ式しきを行うだけだから」

「儀式？」

「ラスボス戦だよ」

「ああ、言ってたな。もうすぐ『最さい凶きようの敵』が現れる……そいつを倒さないと世界は救われない」

　でも、その敵に関しての情報は、これまで一いつ切さい伏ふせられていた。おそらくは、意図的に。

　サクラちゃんが笑う。

「さあ、もうわかってるよね？」

　感情の読み取れない、屈くつ託たくのない、どこまでも純じゆん粋すいな笑顔で言う。

「私を殺して、タクマくん」







　　　第Ⅴ章　『まちがい英えい雄ゆうの異世界召しよう喚かん』







　　　　０




　伝説の英雄は、強大な悪の討とう伐ばつによって完成する。

　ならばまさに、私こそが、その悪にふさわしい。

　彼が英雄に、私が悪になろう。

　そう決めた。




　　　　１　必要悪




　サクラちゃんから溢あふれ出したのは、桜色をしたオーラだった。それは花びらのように散って舞まい、あたりを美しく照らす。

「この世界の無限ループを断たち切るためには、そのルールを作っているシステムを壊こわさなければならない。でも、システムはセキュリティ上、自じ壊かいできない。だからはじめから、私は壊されることが決まっていた」

　タクマは苦々しげに、サクラちゃんの顔を見る。

　彼女の笑顔は純粋すぎて、どこか悲しい。

「誰が決めたんだ、そんなこと」

「私。この計画は最初から、私がラスボスとして立ちはだかる想定だった。化物とかつて呼ばれていたタクマくんを世界一の大英雄に成長させて、世界最凶の悪であるシステム・サクラを倒させる」

「そんな想定は聞いてない」

「そうするしかないんだよ、世界を救うには」

「そのために、今日一日、七星勇と戦わせてきたのか？」

「ん？」

「とぼけないでくれ。俺が何も気づかないでいたと思うか。デートだとかドキドキポイントだなんて言って、目的はそっちにあったんだろ？　ＤＰは、サクラちゃんといるときよりも、七星勇と戦ったときの方が増えていた。デートによって時間を稼かせぎ、あいつらをおびき寄せ、戦わせた」

「ああ……そっか。わかっちゃった？」

　タクマの力は、感情の昂たかぶりに呼応して強まる。ただし、感情的になるとコントロールできなくなる。

　でも、それでは『最凶の敵』に敵かなわないから、ＤＰとペンダントを使って、タクマを成長させてきた。すべては戦せん闘とう時のパフォーマンスを向上させるため。

　だから、デートよりも戦闘で、ＤＰは急きゆう上じよう昇しようする。ペンダントも黒く染まる。

「正解。頭のいい人は、好きだよ」

　戦わせて、成長。

　戦わせて、成長。

「ペンダントが完全に黒くなった今、タクマくんは感情のせいで力が不安定になることはない。感情は単純にタクマくんの糧かてとなる──それに、これは君が成長するためでもあるんだよ」

「俺の？」

「タクマくんが私に手を出せないのは、幻げん惑わく使いのヴラドとの戦いでも証明されている。タクマくんにとって唯ゆい一いつの弱点は、私だから。君が私を倒せたとき、君に敵はいなくなる。肉体的にも精神的にも最強の英雄となり、この英雄譚たんは幕を閉じる」

「俺が英雄に……どうしてそこまで、俺にこだわるんだ？」

「君が私の命を助けてくれたから」

「助けた？　危険に晒さらした、のまちがいだろ」

　タクマの死線がサクラちゃんを危険に晒すたびに、毎回タクマが救ったわけじゃない。なかにはタクマ以外の手によってサクラが一命を取り留めたこともある。

　どちらかといえばタクマは、サクラに恨うらまれるべきだ。

　その方が正しい。

「危険に晒した回数が何百回だろうと、私が本当に助けを求めた一回に、君は駆かけつけてくれた。それで充じゆう分ぶんすぎるくらいに、君は私にとっての英雄なの」

「理り屈くつがおかしい」

「理屈なんて私にもわからない。けどきっと、この感情はそれでいいんだよ。簡単に言葉にできるものじゃない」

　サクラちゃんは言う。まるで映画のクライマックスを待ち望むように。

「さあタクマくん、英雄譚のラストシーンを盛り上げよう。これまで私の英雄だった君は、今日、最凶のラスボスを倒して、みんなの英雄になる」

　馬ば鹿かな、と言いかけて言えなかった。

　サクラちゃんの表情が本気だったから。

　彼女は、タクマが見たことのない本気の覚かく悟ごを、瞳ひとみに滲にじませていたから。

「君の勝利条件は簡単。一いち撃げき、入れること。それで私は消えてなくなる、そういうふうに、ルールを設定した」

「一撃、入れる」

　その勝利条件は、タクマとサクラちゃんがあの土手で出会ったときと同じだった。

　──サクラちゃんは、思い出と同じ設定を用意して、再現している。

　過去ではサクラちゃんがタクマに勝ったけれど、今回は違ちがう結末を、彼女は望んでいる。

「美しいと思わない？　過去を繰くり返す無限ループを断ち切るために、過去と同じ状じよう況きようで、今度はタクマくんが勝つ。それで新しい未来を切り拓ひらく」

「美しくなんかない。サクラちゃんを相手にできるわけない」

　何度尋たずねられても、どれだけ誘さそわれても、タクマの答えは同じ。

　サクラちゃんと戦えるはずがない。

　タクマはそう言ってみるけれど、サクラちゃんはその答えに、不満げに口を尖とがらせる。

「君ならできるよ。しないといけないんだ。じゃなきゃ、今すぐ君の仲間が死ぬよ？　世界だって死ぬ。君以外のすべてが死ぬ。すべては私の手のひらの上にある」

　そういってサクラちゃんは桜色のオーラを、球体状に集めて、手のひらの上で灯ともらせた。それをひょいと前方に投げる。

　球体はものすごいスピードでタクマの頰ほおを掠かすめて通り過ぎ、背後の地面に触ふれて爆ばく発はつする。地面が抉えぐれる。

　抉れた地面のすぐ横には、倒れたユーナがいる。吹ふき飛んだ小石と砂が、寝ねているユーナの頰にぱらぱらと降った。

　──さじ加減ひとつで、彼女を呆あつ気けなく殺すことができる、とサクラちゃんは言っているのだ。

　ユーナだけでなく、この世界のあらゆるものを殺すことが、サクラちゃんにはできる。

「今のタクマくんには、もう仲間がいる。そろそろ私を捨てて先のステップへ進む時期だよ」

　仲間。

　そのことも知ってるのか。

「もしかして」

　とタクマは気づく。

「俺がヴァルハラに来られるように仕向けたのもサクラちゃんなのか？　俺は本来、使徒で、化物で、英雄じゃないはずなのに、この世界に来てしまった」

「そうだよ」

　サクラちゃんはあっさり認めた。

「システムを書き換かえたの。超ちよう人じんばかりのヴァルハラは、タクマくんにとっても過ごしやすかったでしょう？　仲間もできたし、英雄としてのサクセスストーリーをここまで築いてこられたし」

「…………」

「さあ、もうお喋しやべりは充分だよね？　私を殺して。大英雄タクマくん」

　サクラちゃんを殺すなんて、タクマにとっては世界がひっくり返っても有り得ない選せん択たく肢しだ。かといってこのままタクマが何もしなければ、サクラちゃんは本気でユーナやピリカ、ニトやギンジョー、他ほかにも世界中の人を殺すつもりだ。世界を壊すつもりだ。

　どちらを選んでもバッドエンド。

　ならば今この状況でタクマにできる選択は何だ？

　決まっている。

　決まっている。

　今日一日、ずっと考えてきて、決めていた。

　あるいは、ずっと前から決心はついていた。

　答えは、

「どっちも手に入れる、だ。俺はサクラちゃんを救って、世界も救う」

「…………へえ？」

　はじめてサクラちゃんが、意外そうな顔をした。

「生憎あいにくだが、サクラちゃんの思い通りにはさせない。俺は俺の好きなようにさせてもらう」

　その言葉に、サクラちゃんは目を丸くした。

　そして嬉うれしそうに笑う。

　愛情たっぷり、タクマを見つめている。

　愛は自分を変えてくれる救いだが、恋こいは世界を変えようという意志だ。

　タクマは選ぶ。

　今、

「俺が運命を変えてやる」




　　　　２　打開策




「運命を変えてやるって、手段はあるの？」

「あっても教えない」

「そりゃそっかー」

「けど、ひとつ言っておく。俺はサクラちゃんへの思いだけは、誰だれにも負けないんだ。なんとかしてみせるよ」

「思い、ね。ロマンティックで好きな言葉だけど、生憎この物語はロマンスじゃなくて英えい雄ゆう譚たんだから」

　タクマはもう、答えなかった。

　タクマの全身から、これまでにないほどの黒い瘴しよう気きが溢あふれ、身体からだを鎧よろいのように覆おおう。瘴気は空気とこすれ合うたびに、小さく火花と破は裂れつ音おんを生んでいる。際限ないエネルギーが発散の方法を求めて、燻くすぶっているようだ。

　タクマは既すでに駆け出している。わずか五〇メートルほど離はなれた、サクラちゃんのもとへ走る。一撃を入れたら勝ち、という勝利条件を満たすために。

　サクラちゃんの、桜色のオーラがうねりを上げてそれを阻はばむ。一撃を入れるだけという条件だけを聞くと簡単そうだが、サクラちゃんはそう簡単に負けるつもりはないようだった。

　あくまでタクマに、大英雄の器うつわにふさわしい力をもって、この困難を乗り越こえさせたいらしい。

　タクマは桜色のオーラを拳こぶしで払はらいながら、言う。

「俺が何も考えずに、仲間たちを倒たおしたと思うか？　全部、力をつけるための布石だってわかって従っただけだ」

　わざと挑ちよう発はつ的な口調で言う。

「その先にこんな状況があることまではわからなかったけど、でもなんとなく予想はできてた」

「なにそれ」

「サクラちゃんの笑え顔がおが、俺の知ってるものと違った。上う手まく言えないけど、達観してて、楽しそうじゃなかった。ずっとサクラちゃんを見てきた俺には、それくらいの表情の差は読み取れた」

　逆に言うと、タクマにはこれまで、ずっとサクラちゃんを遠くから見ることしかできなかった。それが今、やっと少しだけ、近づけたのだ。

　救いたいと思うのはごく自然な感情だろう。

「……なに、それ」

　とサクラちゃんは繰り返した。

「だから、俺は今日一日、サクラちゃんに従った。サクラちゃんが困っているときに傍そばにいないなら、花はな形がたタクマに価値はない」

　ルール？　システム？　関係ない。

「たとえサクラちゃんの計画だとしても、そう簡単に手のひらの上で踊おどってはやらない。俺はすべてを救う。俺はすべての願いを叶かなえる」

　桜色のオーラが次々と形状を変え、剣けんや銃じゆう、炎ほのおや電撃となってタクマを襲おそうが、そのすべてにタクマは対応し、払い落とす。

　タクマは進む。一歩一歩、地面がそこにあることを確かめるように、踏ふみしめる。

「なるほど。言うだけはあるなあ」

　サクラちゃんが感心の息を漏もらす。

「──でも、私も負けてられないよ。ラスボスってのは、理り不ふ尽じんなくらい強いからこそ、倒されたときに価値があるんだから。まだまだ、苦しんでもらわないと」

　サクラちゃんが、片手を天に翳かざす。桜色の光が彼女の身体から溢れ、タクマを照らす。その光に包まれると、急に自分の動きが緩かん慢まんになるのを感じた。

　肺がちゃんと動かず、呼吸が苦しい。手足も重い。

　遅おくれて、この力は、いつか海辺でタクマの部隊が無力化されたときのものと同じだとわかった。

（時間の進みを、極限まで遅おそめているのか……）

　対象の動きが止まって見えるこの技わざの、タネはどうやら、そういうことらしかった。

　しかし、タクマは本来、目にも留まらぬほどの速度で動けるため、まだしも完全に停止することなく活動できる。この技を受けて、やっと並の英雄と同じほどの速度になる。

　サクラちゃんが言う。

「私はシステムになる前、英雄だったけど、そんなに強かったわけじゃない。それでも戦えてたのは、この能力をもってたから」

「時間操作の？」

「だいたい合ってる。厳密には、操作ではないんだけど。巻き戻もどしたりできないし」

「その能力で『なにもない球デリートボール』の侵しん攻こうを遅めたらよかったのに」

「それもあまり意味ないよ。周囲五〇メートルくらいにしか使えないから」

「いろいろ制限が多い能力だな」

「うん。だけど、タクマくんを困らせることは充じゆう分ぶんにできる」

「いや、もうだいぶ慣れてきた」

　タクマは動く。極限まで動きを遅められ、それでも並の人間より遥はるかに高速で、動く。

　足を踏み出し、手を伸のばし、サクラちゃんに近づこうとするタクマを、サクラちゃんはかろうじて、ぎりぎりのラインで避よけていた。

　サクラちゃんの動きは、それほど速くないように見える。本人の言うとおり、肉体の戦せん闘とう能力は高くないのかもしれない。それを時間操作の能力でごまかし、底上げして戦うタイプなのだろう。

「……届く、もうすぐ」

　タクマが呟つぶやいた。

　黒い瘴気が増ぞう幅ふくし、またタクマの速度が上がる。

「いや、まだ無理だね」

　でも、サクラちゃんが答えた。それに反応してまた桜色の光がタクマを包み、速度を落とす。そのせいで、やっぱりサクラちゃんには避けられる。

「ちっ」

　とタクマは舌打ちする。

　厄やつ介かいなのは、彼女が回かい避ひするたびに、桜色をした光の花びらが、彼女の周囲に舞まうことだ。その光は鋭するどくて、触ふれるとタクマの身体は、斬きり刻まれる。

　ランダムな動きの、光の花びら。

　敵への追つい尾び性能がまったくないぶん、当たったときの威い力りよくが高い、という性質だ。

「タクマくんは、自分から私の方に向かってきてくれるから、こういう攻こう撃げきで充分だと思って」

「はは、いい性格してるな、まったく」

　まあ、サクラちゃんの言うとおり、それでもタクマは彼女のもとへ進むしかないのだけど。それが、女の子に惚ほれてしまった男の弱みだから。

「らちが明かないな」

　いつものように、死線を使って打開するしかないようだ。

　そう思い、タクマは足元を、思いきり踏み砕くだく。

　地面が割れ、穴の底からマグマが噴ふき出す。

　タクマは、できるだけサクラちゃんに走り寄る。

　──予定では、そのタクマめがけてマグマが降り注ぐはずだった。

　しかし、おかしい。

　マグマは普ふ通つうに、ランダムに降るだけで、タクマへの指向性を持っていない。

「死線が……発動しない？」

　サクラちゃんが首を振る。

「前に言ったよね。私はもうシステムと化した。英雄じゃないんだよ。そして、タクマくんの死線は、英雄が近くにいないと発動しない。なぜならそれは、使徒として、英雄を倒すためにある体質だから──つまり、今の私を死線にまきこむことはできない」

「っ……！」

「指向性を持たない攻撃を防ぐくらいなら、簡単にできる」

　サクラちゃんの周囲には桜色のオーラがあって、それがマグマに触れると、空中から降ってくるマグマの落下速度が落ちた。映像をスローで再生するように。

　時間操作の効果は、生物以外にも効果があるようだ。

　でも。

「それでも、充分だ！」

　と、タクマは返す。

　死線が発動しようがしまいが、この攻撃がサクラちゃんに防がれることくらい、予想はついていた。そして、防がれようと問題はなかった。

　なぜなら、

「その桜色のオーラには、利用面積に限界がある」

　見ていてわかった。自在に動くオーラだが、その量は無限じゃない。マグマに対応しなければならないぶん、タクマに対して使用できる量が減る。

　つまり、タクマの動きを遅める力が、弱まる。

　そこを突つけば、打開できる。

　タクマは地面を踏み砕いた推進力を利用し、サクラちゃんのもとを目指して、駆かける。

「ああ、なるほど……確かに正解だね。でも、ひょっとして忘れてない？　君が私の能力を分ぶん析せきしている以上に、私は君の能力を知っている。だって、その体質のおかげで、私たちは出会えたんだから──こういう戦術をとってくることは、予想できてた」

「なに？」

　サクラちゃんの、その言葉を認にん識しきすると同時。

　桜色のオーラがマグマから離れた。

　代わりに、サクラちゃん自身に纏まとわりつく。瞬しゆん間かん、彼女の速度が目に見えて上がった。

「遅くできるなら、当然、逆に速めることもできる」

「自分を加速させたのか！」

　その方が効率的だ。サクラちゃんはタクマの至し近きん距きよ離りまで近づき、スカートから覗のぞくその白い脚あしで蹴けりを放つ。細みの、筋肉の乏とぼしい脚だが、加速しているぶん威力は冗じよう談だんみたいに上がっているはずだ。光の速度で動くアッシュの攻撃が、重いのと同じ原理だ。

「──でも、それも想定内だ！　やっと近くまで来てくれたな、サクラちゃん！」

　予想していたから、目で認識するよりも速く動けた。タクマはサクラちゃんの蹴りを手で受け止めようとする。しかし、それに対してもサクラちゃんは──

「なーんてね」

　と余よ裕ゆうの表情で言って、蹴りを途と中ちゆうで止めてしまう。

「え」

「本当の狙ねらいは、こっちでした」

　などと、おどけるサクラちゃんの声。合わせて、タクマの足元が揺ゆらぐ。大地がぼろぼろと砂と化し、まるで蟻あり地じ獄ごくのように崩くずれてゆく。タクマはそれに吞のまれる。見れば、桜色のオーラが地面を覆おおっている。

「時間を進めて、地面を風化させたの。私は君の強さをよく知ってるからね、ちゃんと警けい戒かいするし、まともにぶつかり合う気はないよ」

「っ……！」

　君の能力はよく知ってるんだ、と彼女は繰くり返す。

「たぶん、君自身よりも知ってる。たとえば、君は英えい雄ゆうじゃないから、その力は厳密には能力スキルじゃないこと。でも、今は運命が捻ねじ曲げられているから、限りなく能力に近い形で使いこなせていること」

「…………」

　ふと脳のう裏りに、幼い頃ころから今までの災さい厄やくがフラッシュバックする。確かに、タクマは年を経るにつれて死線を理解し、武器のように使えるようになっている。特にヴァルハラに来てからはそうだ。でもそれも、サクラちゃんの思おも惑わくによるところだったのだろう。

　胸むな元もとまで蟻地獄に吞まれるタクマを見下ろして、サクラちゃんが言う。

「さて、死線は攻こう略りやく完かん了りよう。高い身体能力も、時間を遅めることで殺してる。あとはどんな方法で、私を殺してくれる？」

　タクマは口に入った砂をぷっと吐はき出す。

「殺さない。一撃を入れるだけで、いいんだろ」

「じゃあ、どんな方法で一撃をくれる？」

「今考えてる」

　サクラちゃんが、ふふ、と嬉うれしげに微笑ほほえんだ。

　──まったく困った女の子だ、とタクマは思う。

　強くて、強くて、強くて、なのにどこか儚はかなげだ。

　はやく救ってあげたい。なのに、自分の力不足で、なかなかうまくいかないから歯がゆい。

　タクマは頭まで、砂に埋うまった。息ができない。

　口も目も耳も塞ふさがれた、闇やみの中。

　闇は暗い。

　闇は怖こわい。

　でも、闇が濃こければ濃いほど、些さ細さいな光を見つけられることもあるだろう。その大切さに気づけることもあるだろう。

　小学生の頃、うじうじと悩なやんでいたとき、土手でサクラちゃんに救われたときがまさにそうだった。他人から見ればきっと些細な、彼女のちょっとした行動に心を明るく照らされた。大げさな表現でなく、あれが人生の活路だった。

　そして今も、そうだ。

　手て探さぐりで、ポケットの中を漁あさる。

　闇の中で、些細な、でも唯ゆい一いつの活路を見出みいだした。




　　　　＊




「ああああああああああああああああああ、鬱うつ陶とうしいんだよもう、砂ごときが！」

　叫さけんだ。

　砂まみれの口で叫んで、感情を無理やりに爆ばく発はつさせた。

　全身を包んでいた黒い瘴気が膨ぼう張ちようし、弾はじけた。それが周囲の砂を怒ど濤とうのように巻き上げ、周囲にクレーターみたく空間ができた。

　そしてあっけなく、タクマは蟻地獄から脱だつ出しゆつした。

　数メートル離はなれたところに立っていたサクラちゃんが、その様子をぽかんと見つめてから、

「はは」

　と笑う。

「なにそれ。結局、力ずくじゃん」

　タクマは答える。

「やっとわかったよ。小難しいことを考えないほうがいいって。脳みそより感情で動いたほうが、力をうまく使える」

「そのための、ペンダントだからね。感情の爆発を、うまく使いこなすための」

「仕切り直しだ。今度は全力で行く」

「今までも全力だったでしょ」

「でもまだ、恋こいの力が足りてなかった」

「ん？　それがあれば、私のもとに辿たどり着けるの？」

「いや、辿り着くってのはちょっと違ちがう。知ってるか？　恋っていう字は、糸を引き合う様子を表してるらしいぞ」

「……？　何の話？」

「もちろん、恋の話だよ」

　と短く答えて、タクマはもう踏ふみ出している。

　とりあえず、できるだけサクラちゃんに近づくことが大事だ。だから前へ進む。ばかみたいに、これまでよりもさらに、策もなく。

　当然、その一歩のたびに、舞まう桜色の光がタクマの身体からだを斬きり刻む。一〇〇〇回、二〇〇〇回、三〇〇〇回と斬り刻む。さすがに黒い瘴しよう気きがあるとはいえ、守りきれない。全身から血が噴き出す。

　痛い。

　痛くない。

　痛い。

　痛くない。

　歯を食いしばり、笑う。はたからみれば不気味な表情だろう。英雄とは程ほど遠とおい、化物みたいな顔だろう。でも見た目はどうでもよくて、俺の痛みなんて、もっとどうでもいい。

　サクラちゃんへの最短距離を真っ直すぐ進むことだけ考える。

　サクラちゃんは、それを見て、笑っている。

「さあ来て、タクマくん」

　なぜか少し悲しげな、笑顔だ。

　彼女が悲しげなのが、タクマには悲しくて、だから答える。

「言われなくても行く。今までだってそうしてきただろ」

　ずっとサクラちゃんを目指して進んできた。何も変わらない、これまでもこれからも。

　唯ゆい一いつ違うのは、今のタクマには、前よりちょっとだけ力があるということ。

　力とは意志だ。

　全部まとめて叶かなえるという意志。

　サクラちゃんのもとまで、あと三歩というところまで迫せまった。

　けれど、その三歩がひどく遠い。

「ほら、もう少し。もう少し」

　初めて歩く赤子を呼ぶように、サクラちゃんが言った。やはり悲しげな、泣きそうな表情だった。なにをそんなに辛つらそうにしているのだろう。俺の怪け我がなら、どうってことはないのに。

　それをわかってもらうためにも、はっ、とタクマは笑いかける。

「あんまり子こ供ども扱あつかいしないでくれよ。もう小学生の頃とは違うんだ」

　言って、さらに前へ足を出す。

　あと二歩。

「──あの頃とは違う。この世界に来て、学んだことは多い」

　学んだぶん、少しだけ、救いたいものが増えた。

　そのためには、サクラちゃんの示すルールに従っていてはだめだ。

　変えないといけない。

　きっと、ルールだとか、世界だとか、そういった大きなものを。

　そして今のタクマはきっと、あともうちょっとで、それを変えられるというところまで来ている。

　思いきり、大きな一歩で、さらに距離を詰つめる。

　サクラちゃんまで。

　あと、一歩。

　サクラちゃんが言った。

「遠いでしょう？　これが、私とあなたの距離」

「全然近いよ」

　と、タクマは返す。

「じゃあ、私に触ふれてみせてよ」

「ああ、やってやるよ、簡単だ」

「噓うそ。できないよ」

「なんでだ」

「タクマくん自身が一番、よくわかってるでしょう？」

「できるよ」

「噓」

「できるって」

「嫌いやだよ。だって、よく見てよ。そんな身体じゃあ、もうあと一歩も──」

　サクラちゃんの泣きそうな表情はもう、悲しいのか、悔くやしいのか、寂さびしいのか、わからない。

　あるいは彼女自身にも、わからないのかもしれない。

　ただひとつわかっているのは、彼女はきっと、ラスボスなんかじゃなくて、救われるべき少女だということ。

　だからこそタクマは、歯を食いしばって笑う。

　切れた額から流れる血が、目に沁しみるが気にせずに、

「できるよ」

　そう言って、拳こぶしで自分の右みぎ脚あしを殴なぐる。

　太ふと腿ももから、鈍にぶい音がして血が散る。

　でも痛みはない。

　感覚がないから。

　どうやらもう、この脚は使いものにならないようだった。踵かかとをあげようとするが、地面から離れない。けれど、そんなことどうでもいい。

　タクマは、また、拳で自分の右脚を殴る。

「できるよ。待ってろ、今すぐに、行く」

　殴る。血が散る。

　殴る。血が散る。

　殴る。血が──

「ちょっと、なにしてるの！」

　サクラちゃんが叫んだ。やっぱり泣きそうな顔で、もう我が慢まんできないという風に言う。

「やめて」

　だからタクマは尋たずねる。

「なんだよ？　その、まるで、この世に救いはない、みたいな顔」

「そんなこと、ないけど」

「英えい雄ゆうを信じてるんだろ」

「うん」

「俺を、英雄だと思ってくれてるんだろ」

「うん」

「じゃあ、最後まで、俺を見てろ」

　そうタクマは言って、やっぱり笑う。

「英雄なんてどうでもいい。俺はサクラちゃんに、笑ってほしいだけの幼おさな馴な染じみだ」

　そしてタクマは、素す早ばやくポケットに手を突つっ込んだ。そこに入れていた紙し片へんを摑つかみ、取り出す。間かん髪はつ入れずに叫ぶ。

「創生ジエネクト、〈夜行性キユーテイ・の恋キテイ・キス〉！」

「…………え？」

　と、サクラちゃんが怪け訝げんそうに、タクマの手元から放たれる光を見る。

「このタイミングで……〈神の創生ジエネシスカード〉？」

「このタイミングだから、だ。死線が発動してないって教えてくれて感謝するよ」

「え、待って、意味がわからな──」

　タクマは言う。

「死線が発動している限り、カードは自動的に『災さい厄やくを招く効果』に変わるから使えない。でも、死線が無効化されている今なら、俺はこうして『本来のショボい効果』を使える」

「ショボい効果……」

「このカードの発動条件は、①時間が夜であること、②二名の対象が異性同士であること──効果は『二人の距離を、一歩ぶんだけ引き寄せる』だ」

　ヴァルハラに来てからの約二か月で、使い勝手の悪い色物でも、ちゃんと使いこなせば役に立つのだと教えられた。自分みたいな、〈死線の化物〉でも人の役に立つのだと教えられた。このカードは、それを教えてくれた最初の戦いで、ネコの亜あ人じんの少女からもらったものだ。ずっとポケットに入れていた。

　これを使えばいいと気づけたのは、ピリカが身体をはって、タクマにカードの有用性を教えてくれたからだ。

　そうやって仲間の無言の声に気づけたのは、ユーナがこれまでの長い時間をかけて、タクマの心を開いてくれたからだ。

　カードが光り、効果の発動が終わる。

　一歩ぶん、サクラちゃんとの距離が詰まる。

　やっと、手の届く距離。

　タクマは腕うでを伸のばし、サクラちゃんの肩かたに触れる。

「よし、触さわった。俺の勝ちだ」

　タクマは笑って言った。

　それにサクラちゃんは、眉み間けんを寄せる。

「……触れるだけじゃダメだよ？　一いち撃げきを入れないと勝ちと認めない」

「いや、それはおかしいだろ。昔、サクラちゃんも同じことをしたし。ちょっと触っただけで『私の勝ち』って」

「昔とは状じよう況きようが違うよ！　これは真ま面じ目めな戦いなんだよ？　タクマくんが悪役なんかじゃないってみんなに知らせるための。タクマくんは英雄だって、みんなに認めさせるための、大事な戦いなんだ。私をちゃんと倒たおしてくれないと、困るよ」

「そんなことを言われてもな」

　返す言葉は、やはりひとつだ。

「俺は、英雄なんて興味がない。そんなことのために、俺がサクラちゃんを殴れるはずがないだろ？」

　タクマは、どうしてもそこは譲ゆずれない。

　そのタクマに、サクラちゃんは唇くちびるを一文字にして、顔を赤く染める。

「っ～～、でも、そうしないといけないルールなの！　それが勝利条件だから！」

「ルールに縛しばられるのは嫌きらいだ。それより、さあ、俺はゲームをクリアしたんだ。俺のやりたいことをやらせてくれ」

「っ…………や、やりたいこと？」

「そう。こんだけ頑がん張ばったんだ、ごほうびくらいあってもいいだろう」




　　　　３　ごほうび




　やりたいこと。

　ごほうび。

　その単語と、状況から、サクラの中に残る女子のカンがピンと察知した。

　──タクマは今サクラの肩を摑んでいて。

　──互たがいの顔は、息がかかりそうなくらい近い。

　こういった状況で、男子が求める行動といえば、ひとつだ。

　サクラは慌あわてて返す。

「だだだ、ダメだよっ！　タクマくんは、まだ『一撃を入れたら勝ち』っていう条件を満たしていないんだから、そういうのは、早いよ！」

　早いってなんだ。条件を満たしたら許すつもりだったのか。サクラには、我ながら言ってる意味がよくわからなかった。

　とはいえ、そうやって拒こばんでいるようでいて、しかしサクラはタクマの手を振ふり払はらわなかった。抵てい抗こうしなかった。

　したくなかったから。

　サクラは自然と、自分の心と身体からだが求めるままに、瞼まぶたを閉じていた。

　そして、まだそんな人間らしい心というものが、システムと化した自分の中にあることに驚おどろいた。

　──私はもう、人間であることは捨てたはずなのに。

　──世界最さい凶きようの敵として、悪役として、殺されるためだけの存在になったはずなのに。

　けれど、タクマに肩を摑まれると抵抗できなくて。

　自ら進んで、顎あごを少し上げる。

　いつ、それをされてもいいように、唇を少しだけつきだすようにして、待った。

　…………

　…………

　…………

　…………？

　しかし、いつまで待っても、唇に、思っていた感かん触しよくはない。

　なにもないままに、タクマの手が、サクラの両肩から離はなれた。

　代わりに、左手を握にぎられる感触がある。

　その手をひょいともちあげられ、

　そして薬指に何かを通される。

　で、タクマの手が離れる。

「……………あ、え？」

　サクラが目を開けると、自分の左薬指には、銀色の指輪が嵌はめられていた。

　シンプルなデザインに、ワンポイントだけ小さく、桜の花びらの形にカットされた宝石が埋うまっている。

「これは…………？」

　全然意味がわからない。

　なんで、このタイミングで指輪？

　いろいろな行程をすっ飛ばしすぎじゃないか？

　というか、いつのまにこんな物を用意していた？

　わからないことだらけで、困こん惑わくするサクラに、目の前のタクマが真面目な表情で言う。

「ずっとお返しをしたいと思ってたんだよ。ペンダントを貰もらったときから」

「…………あ、ペンダント……」

　それで、わかった。

　タクマが言っているのは、小学六年生の頃ころの話だ。

　だから、もう五年も前のことになる。

　あのペンダントは確かにサクラからタクマへの、最初にして最後のプレゼントで、それを貰いっぱなしだったことを、タクマはずっと気にしていたのだ。

　ただ、あれは純じゆん粋すいなプレゼントではなくて、タクマに力をコントロールしてもらうために渡わたしたアイテムだったのだけれど。

　──そんなことを、何年間も……。

「え……あ、ありがとう」

　と、サクラは言って、

「どういたしまして」

　とタクマは返した。

「いつのまに、こんなプレゼントを用意してくれたの？」

　サクラが訊きくと、タクマは当たり前のように言う。

「用意しようと思ったのは、五年前だよ。サクラちゃんがプレゼントをくれた翌日に、街中を──いや、日本中を飛びまわって探した。結局いいものが見つからなかったから、特注で作ることにした。お小こ遣づかいが足りなかったから、買えたのはもっとあとだけど──本当は中学卒業のときに渡すつもりだったんだ、桜の木の下で」
















「そんなに、前から……」

「それより、サイズが合ってよかった。サイズは中学の時期に合わせて作ったから、変わってたらやばかった」

「あ、そうだ。どうして今の、私の指に合うの？　サイズなんて言ってないはずだけど」

「サクラちゃんのことならずっと見てきたから、だいたいわかるよ」

「……………………」

　その一言で片づけてしまうタクマは、明らかに異常だった。

　それに。

　──小学校のあのときから、このプレゼントを考えていたのなら、なんともまぁ気の長い話だ。

　どれだけ一いち途ずで、どれだけ純じゆん朴ぼくなのだろう。

　他ほかの人がこんな感じだったらストーカーだ、と気持ち悪く感じるのかもしれない。でも、相手がタクマなら不思議と嬉うれしくて、ありがたかった。

　命の恩人だから？

　いや、きっと、もう少し複雑な感情で──

　そんな風に考えているサクラは、ふと自分の顔を、タクマが真しん剣けんな表情で見つめていることに気づく。

「なに？」

　と尋たずねると、タクマは、「あ、あー、こほん」と咳せき払ばらいをしてから。

　ぎこちない、緊きん張ちようのあまり叫さけびに近い口調で言った。




「ずっと好きでした！　付き合ってください！」




「………………っ!?」

　その唐とう突とつさにサクラは驚いて──でも、すぐに納なつ得とくする。

　ああ、そっか。ずっと言ってたもんな、と。

　ずーっと、ずっと。

　タクマは言い続けていた。

『俺の願いは、サクラちゃんに告白すること』

　だから一応、これでタクマの願いは叶かなったのだ。

　あとは、サクラがなんと答えるか。

　………………でも、それにしても、とサクラは笑う。

「タクマくんは、チェリーボーイだなあ。さっきの勢いは、てっきり唇くちびるを奪うばわれるものだと……」

「え？」

「あ、ううん、なんでもない。気にしないで」

　言いながら、サクラは、ふふ、とまた笑う。

　そして気づく。

　今、自分は心から笑っている。どれくらいぶりかもわからないほど、久々に。

　それで、サクラの中にあった使命感──自分が悪役になって、タクマを大英えい雄ゆうに仕立てあげるという使命感が、満たされてゆくのを感じた。

「──あー、そっか……タクマくんは、こんな風になっちゃった私さえ救ってくれるんだね」

　サクラが言うとタクマは頷うなずく。

「当たり前だ。俺はサクラちゃんもみんなも、全部を救う。みんなの願いを叶える。そう決めてる」

「うん。……やっぱり最高だなあ、タクマくんは」

「お、本当に？　なら、俺と付き合って──」

　タクマの言葉に、サクラは笑い──今度は悲しみなんてなく純粋に、素す直なおに笑う。

　そして、なんの慈じ悲ひも、未練もなく──首を振る。

「それはダメ。できない」

「え！　なんで……」

「私はもうシステムであって人間ではないから。さっきは少しだけ、人間だった頃の感情を思い出して嬉しくなっちゃったけど、でもやっぱりそれはただのバグでしかないから。システムエラーでしかないから──私は消えてなくなるのが正しいんだよ。まちがったものは全部消えて、まちがいのないものだけが残る」

　たとえば、正しよう真しん正しよう銘めいの大英雄だとか、そういうものだけが残るべきで。

　サクラがタクマに抱いだいた感情は消えてなくなるのだ。

　それでいい。

　それがいい。

　そう思った途と端たん、サクラの肉体は桜色のオーラと融ゆう合ごうし、大気に溶とけ始める。

「え、おいっ……サクラちゃん、身体が──！」

　消え始めた。

「──待て待て、なんでだよ！　一いち撃げきを入れたら勝ちっていう条件は満たしてないはずだろ！　システムは消えないですむはずだ！」

　タクマはサクラちゃんの肩かたを摑つかむが、その感触が不安定だ。肉体を触さわっているというより、空気の層を触っているかのように、おぼろげだ。

　サクラは言う。

「あー、これはあれだね。私が負けを認めちゃったからだ」

「はあ!?」

「タクマくんには敵かなわないって、認めちゃったもん。君が私の計画よりも予想よりも想定よりも遥はるかに成長した、大英雄だって認めちゃったから。私は、私の役目を終えたんだよ」

「そんなことはない！　俺はサクラちゃんも救うって決めて──」

　それにサクラちゃんは、満面の笑えみで言う。

「もう充じゆう分ぶんに救われたよ」

「っ…………！」

「大だい丈じよう夫ぶ。もうあなたに、私は必要ない」

「待て、まだ話が──」

　サクラの身体からだが、桜色のオーラと混ざり合って消えてゆく。

　きらきらと、まるで散る花びらのように美しく世界を彩いろどって、消えてゆく。

　それをタクマにはどうしようもない。

　サクラは消えながら、言う。

「思えば、『私を殺して』っていうお願い……タクマくんが素直に私のお願いをきいてくれなかったのなんて、今回が初めてだったね。ルールに縛しばられるのが嫌きらいだなんて言いながら、いつも私のお願いは聞いてくれてたのに」

　頼たよりになる人が好き。

　動物に優やさしい人が好き。

　お姫ひめ様だっこって憧あこがれる。

　家事ができる人って素敵。

　これまでタクマはサクラの願いに合わせてなんだって実現してきた。

　けれど今回だけは、サクラを殺してくれというお願いを、タクマはきかなかった。

　しかし、タクマは首を振ふる。

「いや、今回だってそうだよ。俺はサクラちゃんの言うとおりにした──弱い者いじめはよくないってサクラちゃんが言ってたから、それを守っただけだ」

「え？」

「俺にとって今のサクラちゃんは、今までで一番、弱く見えたんだ。だから、救いたいと思った」

　……。

　ああ、なるほど、とサクラは笑う。

「君のことばかり見ていたから、自分のことは、よく見えてなかったよ。そういう、英雄の形もあるんだね」

　サクラは笑って、左手の人差し指と親指で丸を作って、言う。

「一〇〇点満点を、あげましょう」

　そして、その言葉を最後に。

　サクラが消えた。

　丸を作った手が消えた。

　その薬指にはめられていた指輪が落ちる。冷たい地面ではねて、コツン、と小さな音を立てる。

　タクマは視線を落とし、指輪を見つめる。

　自分の胸むな元もとで揺ゆれている、ペンダントに気づく。

　サクラちゃんとの戦せん闘とうの間に傷ついたのか、ぼろぼろになっていた。ひび割れ、四つ葉のうち三つがなくなってしまっていた。

　残ったひとつだけの葉が、まるでハートマークのように、そこにぶらさがっていた。







　　　終章　『未来へ』




　世界のルールを支配しているシステム〈全知の眼ハイム・システム〉は消えた。

　サクラという少女と共に。




　システムが消えたことで、キャパシティオーバーへの対応策である、『何もない球デリートボール』も消えた。世界は初期化を免まぬかれた。

　つまり、これからの未来では世界はひたすらにデータを蓄ちく積せきしていくことになる。

　いずれキャパシティオーバーが起こり、致ち命めい的てきなバグが発生することもあるだろう。たとえば世界と世界の境界線が歪ゆがみ、混こん沌とんと化すかもしれない。

　それが一〇〇年後なのか一〇〇〇年後なのか、あるいは明日あしたなのかわからないし、どんな危険が待っているかもわからない。

　ただ、しばらくは大丈夫だ。

〈全知の眼〉という巨きよ大だいなシステムが消えたことで、世界には、まだしばらく情報の増加に耐たえうるだけの空きキャパシティができたから。




　英雄と使徒の軍勢の戦いは、収まりを見せた。

　サクラという指導者が消え、英雄大戦というイベントの真実もヴァルハラ中に周知された以上、もはや彼らが争う理由はない。

　そしてヴァルハラにいる意味もない。

　彼らはエンデへと帰き還かんした。




　　　　＊




　サクラが消えたのは深夜のことで、その翌朝、早い時間からヴァルハラはあわただしかった。

　全都市、村々、集落の上空に、巨大な、テレビ電話のような映像が投とう影えいされている。

　それはオーディンが、ヴァルハラの民衆たちに対し事情の説明をし、混乱を収めるために流しているものだ（〈全知の眼〉が消えた今、デジタルウィンドウは使えない。映像は戦乙女ヴアルキユーレたちの魔ま法ほうによって作られている）。

　オーディンが言う。

「英えい雄ゆう大戦というイベントは、もともと〈全知の眼〉が世界の初期化ラグナロクを行うために開かい催さいしていたものだ。そしてヴァルハラは、英雄大戦を行うために存在している舞ぶ台たい装置だった。つまり、初期化ラグナロクがなくなった今、ヴァルハラは存在意義を失うことになる」

　小難しい話だが、とオーディンはまとめる。

「ぶっちゃけ、この世界ヴアルハラはもうすぐ消えてなくなる」

　それで民衆たちからは、どよめきが上がる。

　オーディンは笑って、頷うなずく。

「うむ、動どう揺ようはよーくわかる。しかしこの状じよう況きようを悲観的にとらえる必要はない。それぞれの英雄や使徒たちは、自分のいた世界に戻もどるだけだ。ヴァルハラの民衆たちについては、各世界に均等に割り振られて、一いつ般ぱん人として生活できるよう、我が手はずを整える。なーに、我はこれでも神だ。それくらいのことはやってやれないことはない」

　英雄たちは、もとの世界へ戻る。

　これから彼らは、正義だ悪だの、英雄だの使徒だのという役割でなく、自分を生きる。

　定められた運命はなくなり、代わりに、自由意志による選せん択たくと、不確定な未来が生まれる。

「唯ゆい一いつ悲しいのは、ヴァルハラというパイプの世界が消えることで六〇〇〇万の各世界に繫つながりがなくなってしまうことだな。ヴァルハラが消えるまで、我の見立てではあと一週間ほど。めいめい、後こう悔かいのないよう過ごすがよい」

　民衆たちは、自おのずと、互たがいの顔を見合わせた。

　特に英雄同士は、それぞれが別の世界から来ているので、必ず離はなれ離ばなれになることが決まっている。慣れ親しんだレギオンの仲間とも、唐とう突とつだが、あと一週間で別れてしまう。

　そうなったら、もう二度と会えない。

　同じ寮りようで、同じご飯を食べることなんて、今後、絶対にない。

　タクマとユーナ、ニトやギンジョー、アッシュ、カトレアも、みんな、別れる。




　　　　＊




　街の一角でオーディンの放送を見ていたカトレアが言う。

「英雄対戦は勝ち上がれば願いが何でもひとつ叶かなう……などという甘い話は、はじめからありえなかったということですわね」

　隣となりでアッシュが返す。

「本当に叶えたい願いは、自分の力で叶えるしかない。ただそれだけの話だ」

　二人は戦い傷を負ったが、取りあえず致ち命めい傷しようではなかった。すべてタクマが上う手まく急所を外していたからだ。

「自分の力で、ですか。それをタクマはやってみせようとしたんですのね」

「いや、『やってみせようとした』ではない。奴やつは現に叶えた」

「……サクラという少女は、消えてしまいましたけれど？」

「しかし、告白という願いは果たしたと聞いている。まあ、オレたちは気を失っていたから詳しよう細さいはわからないままだがな。その件について詳くわしく尋たずねようとも思わないし……ともかく、少なくとも、あいつはあいつなりに、運命を変えてみせたのではないか？　その結果が、この現状だ」

「ええ、そうとは言えるでしょう。でも……確かに世界は変わりましたけれど、あんなに頑がん張ばったのに、恋こいした相手と、結ばれないというのはあまりにも……」

「それも、オレたちがどうこう言うべきことではないのだろうな。自分の力でしか願いを叶えられないのと同じように、叶えようとして生まれたこの結果を、どう受け止めるかも本人次し第だいだ」

「…………でしょうか」

　カトレアは、オーディンの放送が消えて広くなった青空を見上げて、続ける。

「アッシュ。あなたはこれから、どうするんですの？　旧世界に戻ってから──」

「無論、世界にはびこる邪じや物ぶつ・魔ま物もの・化物の類たぐいを斬きり捨てて回る。奴らは常に生まれ続けている」

「正義や悪の役割は、もうなくなったのに？」

「それでもだ。オレは両親を奴らに殺された。仮に一〇〇匹ぴきいる魔物のうち九九匹が悪意を消失したとしても、残る一匹を許さないためにオレは戦う。人々がそれを求めるから。オレに世界を守れと求めるから。救ってくれと求めるから」

「…………」

　無言になったカトレアに対し、アッシュは咳せき払ばらいをする。

「いや、少し話しすぎたな。貴様に言う必要はないことだった……それで、貴様は？　旧世界に戻ってどうするのだ」

「わたくしですか」

「ああ。大して興味もないが聞いてやろう」

「っ、相変わらず酷ひどい言いぐさですわね……」

　と、カトレアは苦く笑しようしつつ答える。

「わたくしは、できるだけ多くのものを守りたいと思います。人や文化や自然、故郷ふるさとの川を泳ぐ魚の一匹まで、わたくしにとっては大切なものですから。──もしかすると、ちょっとあなたと似ているかもしれませんわね」

「勝手にシンパシーを感じられても困る」

「なっ！　そんなつもりはありませんわよ！　だいたい、わたくしには他ほかに心に決めた人が──」

「ん？」

「あっ。い、いえ、なんでもありませんわ……」

　カトレアが言葉を濁にごし、それで二人の会話は終わった。

　最後にぽそりと、カトレアが呟つぶやく。

「ところで、タクマは今、どこでどうしているのでしょうね？」




　　　　＊




　その頃ころ、花はな形がたタクマはレギオン《零落の王ギルガミス》の住すみ処か、烏う合ごう寮りようの屋根に座っていた。

　昨日の夜から、ずっとそこにいる。

〈全知の眼〉──サクラが消えた後、怪け我がの治ち療りようを受けることもなく、一いつ睡すいもせず、食事もとらず、そこにいる。

　怪我は、驚きよう異い的てきな自己治ち癒ゆ能力によって治ってはいるが、やはり周囲の人間に心配はされていた。

　ただ、サクラという少女がタクマにとってどれだけ大事だったかは、タクマを知る者であれば充じゆう分ぶんに聞き及およんでいたため、彼になんと声をかけたらよいかわからず、そっとしておくしかなかった。

　そんなタクマのもとに、痺しびれを切らしてやってきた少女がいた。

　ユーナだ。

　窓を開け、屋根に身を乗り出したユーナが言う。

「こんなことを言うとタクマくんは怒おこるだろうけれど」

　タクマは視線を合わさず、青空を見上げている。

「私、あの子が悲しんでいたとは思えないの」

　タクマは視線を合わさず、沈ちん黙もくで返す。

　構わず、ユーナは続ける。

「好きな人に救ってもらうことばかりが幸せじゃない。女の子ってそこまで受け身じゃないし、弱くないよ。特に、恋に関しては」

　もちろん私なんかに、すべてはわからないけれど、とユーナはつけたす。

　やはりタクマは沈黙のままだ。

　それでも、ユーナは続ける。

「好きな人に最さい期ごを見届けてもらうだけで、すごく幸せだったと思う」

「………………」

　タクマは空を眺ながめている。

　雲が速いスピードで流れてゆく。

　それは形をみるみる変え、やがて千切れてなくなる。

　霧む散さんした雲の残ざん滓しがまだ網もう膜まくに残っているうちに、タクマは立ち上がると、ユーナに言った。

「ありがとう」

「え？」

　きょとんとするユーナの目を見て、続ける。

「俺はもう大だい丈じよう夫ぶだ。心配かけたな」

　ふっ切れたような、晴れやかな笑え顔がおで言った。




　──もちろん、最初は絶望した。

　サクラちゃんがいなくなっては生きる意味がない、と思った。

　しかし、それは違ちがった。

　既すでにタクマには、自分でも言ったように仲間がいる。救ってきたものもある。タクマの力が──災さい厄やくにしかならないと思っていた力が、誰だれかに必要とされたり誰かを守れたり誰かを救えたりするのなら、その救う相手がサクラちゃんでなかったとしても、充分に価値があるのではないか。

　なんのとりえもなく、孤こ独どくで、根暗で、ひとりの女の子をストーキングし続けるしかできなかった少年を、サクラちゃんはその身を挺ていして、解き放ってくれたのだ。広い世界に。

　未来には光がある。

　五年前、暗い土手にいたタクマが、一面のクローバーに気づけたように、まだ見ぬ光がある。

　だから、タクマは歩き出さなければならない。

　そうしろ、とサクラちゃんが言っている。

　背中を、温かい手のひらが押している。




「もう大丈夫だ、本当に」

　もう一度、確かめるように言って、タクマは頷うなずく。

　それにユーナは、

「うん、わかった」

　と返した。

　それで二人は、屋根から寮の中に戻もどった。




　　　　＊




　それからの一週間は、ヴァルハラに来てからこれまでで、いちばん平和だった。

　唯ゆい一いつ、タクマに限っては死線が発動して相変わらず災難つづきだったが、英えい雄ゆう大戦がないぶん、ずいぶんと、のどかだった。

　アッシュやカトレア、ローゼ、ハインツ、街まち娘むすめのキキちゃん、関かかわったみんなに挨あい拶さつをして回るだけの余よ裕ゆうもあった。

　ひとしきりのあいさつ回りを終えて、落ち着いた頃には、オーディンが言っていた期日がやってきていた。

「今日の二四時になったら、ヴァルハラはなくなる」

　信じられないことだが、本当に、消えてなくなるらしい。

　実感はない。

　タクマは、いつもどおり寮のソファに座りつつ、ピンク髪がみの少女に言う。

「ついに、お別れだな。ピリカ、お前はどうなるんだ？　一応、元英雄だし、出身世界に戻れるのか？」

　ピリカは首を振ふる。

「いえ、あくまでわたしは元英雄でしかないですから。タクマさんと戦ったときも、天使力を使って裏ワザ的にもとの姿に戻ってただけですし。──前にオーディン様がちょろっとお話ししていたように、わたしたちヴァルハラの住人は、六〇〇〇万の各世界に魂たましいが再分配される予定です」

　そういえば、そんなことをオーディンが放送で言っていた気がする。

　けれど、よく意味がわからない。

「生まれ変わりです、簡単に言うと」

「生まれ変わり？　そんなことが可能なのか」

「神様ですからね、オーディン様は」

「ていうか、それ、ピリカという存在は死ぬってことじゃあ……」

　不安がるタクマに、ピリカは笑う。

「あはは、死ぬって。わたしはこれでも今や天使ですよ？　死なんて超ちよう越えつしてますって。まぁ確かに、生まれ変わりというのは、ちょっと言い方が悪かったですかね、もっとラフに考えてもらったほうがいいかもです。たとえば、『お引っ越こし』とか？」

「……世界規模の引っ越しか。大スペクタクルだな」

「いや～、そんなに褒ほめられても」

「ぜんぜん褒めてはいない」

「いやまあ、とはいえ引っ越し先で、わたしの記き憶おくがどの程度残っているかはわかりませんけれどね。ただ、〈全知の眼ハイム・システム〉がなくなったことで、既き存そんデータの消去は基本的に行われないはずですから、そのぶん、わりと多量の記憶を持ちこせるんじゃないかと踏ふんでいるんですよ。『強くてニューゲーム』みたいで、ズルいですよね。むふふっ」

　──〈全知の眼〉は、消えた。

　──サクラちゃんは、消えた。

　そのことは悲しいが、もう乗り越えた。乗り越えるしかないから。いつまでも、足踏みしていても仕方がないから。

　そんなことはサクラちゃんも望んでいないだろう。

　サクラちゃんが望まないことを、タクマはしない。

　これまでも、これからもずっと。

　だからタクマは、いろんな過去を受け入れて、前に進めるように、

「強くてニューゲームか。そんなに上う手まくいくかねえ」

　と、笑った。




　　　　＊




　夜、二二時。

　ヴァルハラが消えて元の世界に飛ばされるまで、あと二時間。

　タクマはユーナに誘さそわれて、とてつもなく高い塔とうの最上階にいた。

　そこは、タクマとユーナが初めて共きよう闘とうしたバトルステージで、ヴァルハラの街を一望できる。

「寂さびしくなるわね」

　とユーナが言った。

「だな」

　とタクマは返す。

「もう、二度と会えないのね」

「ああ、そうらしいな」

「本当を言うと、私は、もとの世界に戻りたくはないのだけれど」

「…………」

　ユーナの旧世界は、『祓魔法エクソシズム世界』。悪あく魔まが跋ばつ扈こしていた世界だ。

　今や、使徒や悪役という概がい念ねんはなくなったから、悪魔は悪魔でなくなっているのかもしれないが、詳くわしいことはわからない。

　それに、悪魔がどうなろうと、ユーナの兄がすでに亡なくなっていることに変わりはない。

　その世界に、ユーナの肉親はいない。

「お前は、もとの世界に戻ったら、どうするんだ？」

「にっくを広めるわ」

「え？」

「タクマくんが振る舞まってくれた、にっくの作り方、私、実はやっと覚えたのよ」

「マジかよ。お前、料理とてつもなく下へ手ただろ」

　下手というか、タクマの記憶が正しければ、料理というレベルまで達していなかったはずだ。水道をひねろうとして、蛇じや口ぐちを壊こわしていた覚えがある。

「むっ、心外ね！　あれから練習して、ちょっとはマシになったのよ！」

「そ、そうか」

「あなたが教えてくれたにっくの力で、世界を笑顔にしてみせるわ」

　ユーナは、こう見えて真ま面じ目めな少女だ。

　きっと、本気で言っているのだろう。

　自信ありげに微笑ほほえむユーナが、なんだかとても可愛かわいらしく思えて、タクマも笑って頷き返す。

　これから二度と会うことはないけれど、世界のどこかで、ユーナが笑顔でい続けられたらいいな、とひそかに願う。




　そして、約束の時刻。

　タクマ、ユーナ、ピリカ、ニト、ギンジョーはみんな寮のリビングに揃そろって、二四時を迎むかえる。

　空から強きよう烈れつな白い光が降ってくる。

　それは寮の窓から射さしこみ、部屋を眩まばゆさで満たす。

　タクマたちは笑うように目を細め、互たがいに顔を見合わせる。

　ゆっくりと、瞼まぶたを閉じる。

　ヴァルハラ全土は溢あふれんばかりの光に包まれ、そして──完全に消失した。




　　　　＊




　ひとりの少年とひとりの少女の恋こいによって始まった、まちがった英雄譚たんは、とりあえずここで完結だ。

　あとの物語は、蛇だ足そくというか、おまけでしかない。

　ただ、どうせなら語ってもいいだろう。

　大きな物語のあとに芽め吹ぶいた、小さな物語について。




　視界から強烈な光が消えたとき、タクマが見たのは、懐なつかしい、本当に懐かしい世界だった。『まきこまれ世界』。

　タクマの生まれ育った世界だ。

　立っていたのは、太陽射す昼間の、見慣れた通学路だった。

　緩ゆるやかな坂道。

　車道の脇わきにある、歩道。

　民家の庭に植えられた桜の花びらが散っている。

　…………。

　桜？

　昼間？

　おかしい。

　先ほどまでいたヴァルハラは夏で、夜だった。

　今、ここは春で、昼だ。

　ひょっとして、とタクマは思う。腕うで時計を見る。そこにはカレンダーの機能もついている。日付を確かく認にんする。

　四月二五日。

　…………、

「時間が、戻もどってる？」

　あるいは、進んでいるのか、だ。

　しかし、前者の確率の方が高いことは、深く考えなくてもわかった。

　ヴァルハラが消え、そこにいた英えい雄ゆうたちが元の世界に戻ったのだ。情報の帳ちよう尻じりを合わせるために、ヴァルハラで過ごした時間もなかったことになり、もとどおりになった可能性は充じゆう分ぶんにある。

　四月二五日は、タクマがヴァルハラに召しよう喚かんされた日にちと同じだ。

　しかし、だとすれば──今、タクマの記憶が残っているのはどうしてだ？

　周囲の時間は戻ったのに、英雄たちだけは例外的に、情報を持ちこせるのか？

　とにかく。

　今は、自分の置かれた状じよう況きようを正確に理解することが肝かん心じんだ。

　ここは、『いつ』なのか。

　タクマの知っている『まきこまれ世界』と、どこまでが同じで、どこからが違ちがうのか。

　ひょっとすると、いろいろ世界が組み変わったせいで、またよからぬ大事件にまきこまれているのかもしれない……。

　まだ、視界に通行人はいない。車もない。不安だ。

　──まずは、誰だれでもいい。人を探そう。

　タクマは、ゆらりゆらりと一歩を踏み出す。

　歩きなれたはずの通学路、踏みなれたはずのアスファルト、それがずいぶん新しん鮮せんに感じられた。

　車道を渡わたる。

　信号は確認した。青だった。

　まちがいなく、青だった。

　でも、そんなことに意味はないのだ、という当然の事実をすっかりタクマは忘れていた。

　旧世界に戻ったことで、いくらか緊きん張ちよう感かんが薄うすれていたのだろう。すっかり自分の体質を失念していた。

　──『死線』。

　タクマは、どうしようもなく、災さい厄やくにまきこまれる。

　気づいたときには、プァー！　と高く鳴り響ひびくクラクションが、左耳を叩たたいていた。

「あっ……」

　視線を向けて、大型トラックを目視する。

　やべえ。完全に油断していた。

　回かい避ひ？　おそらく可能だ。でも、今から回避可能な脚きやく力りよくで跳とべば、その衝しよう撃げきで地面に穴を開けてしまう。それにハンドルをとられたトラックが、横転してしまう危険性がある。

　受け止める？　それも可能だ。でも俺の身体能力が、どの時間まで戻っているかわからない。あるいはヴァルハラを出る直前のままか？　それともヴァルハラに召喚される直前の状態か？　力加減をまちがえれば、トラックを全ぜん壊かいさせてしまう。

　どうする。

　どうする。

　頭はパニックだが、迷っている暇ひまはない。

　よし、とタクマは決める。

　──受け止める、だ。力を弱めに調節すれば、最悪、俺が死ぬだけで済む！

　タクマが覚かく悟ごを決めて、トラックの前に仁に王おう立だちし、両手を広げた──

　そのときだった。

　頭上から、声が聞こえた。

「しがみつきなさい！」

「え」

　少女の声だった。

　直後、タクマの身体からだになにか紐ひものようなもの──金属ワイヤーが絡からみついた。タクマは反射的に、そのワイヤーにしがみつく。

　タクマの身体は、巻き上げられるワイヤーによって驚きよう異い的な推進力を得て、上じよう昇しようする。

　民家の、屋根の上に膝ひざをついて着地する。

「な、え……助かった、のか？」

　タクマは、自分を助けてくれた、少女の方を見上げる。

　その顔は、

　透すき通るような白い肌はだで、蒼あおい目で──

　その髪かみは、

　きらきらと輝かがやくプラチナブロンドで──

　もうそれは明らかに、どこかで見たことのある美少女だった。

　唯ゆい一いつの違いといえば、ファンタジックな戦せん闘とう衣い装しようでなく、現代風のセーラー服を着ていることくらいか。

　その美少女が言う。

「どうやら、間に合ったようね。よかったわ」

「え、え、お前、どうしてここに……ユー」

　しかし遮さえぎって、少女は言う。

「その制服、巻まき駒こま学園の生徒ね？　私の名は、斎さい藤とう優ゆう奈な。今日からあなたと同じ高校に通うことになっている、転校生よ。でも学校までの道がわからないから、案内してほしいの」

「は？」

　美少女に、ふざけている様子はない。

　困こん惑わくするタクマは、さらに、おかしな存在に気づく。

　少女の肩かたに、摩ま訶か不ふ思し議ぎな、ピンクの毛色をした子こ猫ねこが乗っているのだ。

　その猫が、ふにゃ、とあくびをしながら、言う。

「さっきのワイヤーアクションに驚おどろくのも無理はないですにゃ。優奈さんは、ちょっと普ふ通つうの女子高生じゃないですからにゃ。あ、ちなみにわたしは優奈さんの相棒、喋しやべるインテリキャットこと、ピリニャですにゃ、以後よろにゃっ☆」

　喋った。

　猫が。

　しかも、どっかで聞いたことのある口調で。

　だが、そんなことにはまったく驚いた様子もなく、横のプラチナブロンドの美少女──ていうか、もうどう見てもユーナだろこいつ──が、続ける。

「そうね。この姿を見られてしまった以上、仕方ないわね。あなたにだけ教えてあげる……実は、私たちは、どこか他ほかの世界からやってきた異世界人なの。でも、記き憶おくの一部を失ってしまって自分たちが何者なのかわからない。だから、それを取り戻すための手がかりを探しているの。あなたはどうやら、他の人とは違う力を持っているようだし、ぜひ、その力を貸してもらえないかしら。よろしく頼たのむわ」

「よろしくにゃ～☆」




　…………………………。

　………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………。




「えええええええええええええええええええええええええええええええええええええ!?」
















　　　あとがき




　お久しぶりです、河かわ端ばたジュン一いちです！

　さて、『まちがい英えい雄ゆうの異い世せ界かい召しよう喚かん』シリーズは、今巻で完結です。

　一巻が導入編、二巻が拡張編、三巻が終幕編ということで、適切なかたちに収まっていればいいなぁと思います。

　もとをたどれば今シリーズのコンセプトは、「やっかいな恋こい物語」でした。

　はたして、誰から誰への恋がやっかいなのか？

　それは受け取り方次し第だいですが、ともあれ「異世界召喚」だの「運命改変」だの「正義と悪の戦い」だのといった、大おお仰ぎようなテーマを掲かかげている風に見せかけて、その実、中心にあるのは結局ただの恋、という、手のひらサイズのお話にしようと決めていましたので、その点ではちゃんと、思い描えがいていた位置に着地できたかな、と一息ついております。

　ふう、よかった。

　これから、それぞれのキャラクターたちはどうなるのか？　については、いずれどこかで書くことがあるかもしれません。

　が、今しばらくは休息のときです。彼らには、とりあえず、ゆっくり休んでもらいたいところです（なんだか体質的にも性格的にも、無理そうな気はしますが）。

　あと、私のこれからについて。やっぱり小説を書きます。幸運なことに、次のお話をいただけそうな予感なので、がんばります。思えば、ファンタジア文庫さまでは、かれこれもう五冊も出させていただいていて、感謝が尽つきません。

　そういえば、たまに、ファンレターをいただくことがあります。手順としては、まず編集部に届き、それを担当編集さん伝いで受け取るのですが、もう、そのときのテンションの上がりっぷりといったら凄すごいです。だいたいの場合、担当さんとは打ち合わせでお会いするのですが、打ち合わせ中ずっと、にやにやしていて気持ち悪い感じです。いや、家に帰ってもずっとかも。ハイテンションすぎて、衝動的に新作のプロットとか練っちゃいます。それくらい嬉うれしいです。本当に、ありがとうございます。

　以下、みなさまに謝辞を。──編集のＨさんとＯさん、イラストを手がけてくださった藤ふじ真まさん、デザイナーの百足むかで屋やさん、グループＳＮＥ安やす田だ社長、校正さん、営業さん、書店員さん、そしてなにより、読者のみなさん！　本当に、いつもありがとうございます！　これからも末永く、よろしくお願いします！

　二〇一四年一〇月


河端ジュン一
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